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原 3% ORIGINALS 


o-Amidoazotoluol ® REP 7: Sh BEER Iz AVS 2 
EIEEBOWELHT 
(aw VII—IX) 
GTi, 佐々木 研究 所 
nn HM = 

UTE ST BEBRIS EI LEED o-Amidoazotoluol の 飼 奥 に 因 る 「 ヘ バトー ム 」 
の 成 生 近 駿 "② の 以前 に 開始 せら れ た も の で , 此 一 群 の 宮 駿 動物 中 に は 屋 ヽ 
PANO EDGR 6 Arte. 面 し て 其 成績 は 種々 の 相 を 星 し て 居る こさ が 飼 奥 
ABSRZOTE AED DD SE STEGE AEB TEU ED TH 
oe URS Be. 

REDS KINO SARA RR CHS. 注射 は o-Amidoazoto- 
luol の ! ォ レー フ 」 油 溶液 を 動物 の 表 重 基 他 の 状態 に 従 つ て , 1 回 量 0.3 THK 
0.5ecem を , 734372 週間 の 間隔 を 以 て 皮下 に 行 つ た . 但し 此 間 隔 も 動物 の 
状態 に 依 つ て 必ず し も 一定 で は な か つた . 

動物 は 30 例 を 2 群 に 分 け て ある が , 之 は 群 に 依 つ て 注射 部 位 が 異な る の 
a 次 駿 虚 置 は 全く 同一 で ある RADAR 14 AE REC ER EA BOLIS HE 
BP) を 行 つ た の で ある が , KARO 205 日 目 に 到 つ て , 動物 4 RCARK 
MBI RIL ADS RID 七生 を 見 た の で , 新た に 16 MIM CRRBK 
下 (A CAE Ze FAO, 乳腺 部 位 に ) 注 射 を 試み た の が B 群 で あ ゐ る. 

30 例 中 200 日 以上 生存 せ ち も の は 6 例 に 過ぎ ず , 早期 船 死 率 が 比較 的 高く 
な つて 居る が , 走 は 一 部 は 該 物 質 に 耐 め る 能 は ず 一 般 中 毒 に よ つ 早 期 船 死 し 
一 部 は 賞 駿 綴 過 中 に 恐らく は 自然 疾患 に より 中 途 に て 骨 死 , 或 は 故意 に 必殺 
し た 例 の 多き 篇 めで ある . ML TEE FF 200 日 以上 の 長期 間 生 存 し た 例 


1) Proceedings of the Imperial Academy. VIII(1932), Nr. 9, p. 464 
2) A AIPM Gr dE. 24(1934), 523 A. 
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I. 

「 ヘ パト ー ム 」 は 1 例 に 於 て , ED DARE (背部 皮下 注射 ) 14 HE (RAR 
373 A) ICS CHA L THA. 

14 ED Ars b—L) ORR 

RRR ENR 25, 物質 全量 1.08g( 介 し 本 例 は 後に 述べ る 如く 
其 経 過 中 に 左 時 忠 部 に 部 腫 の 区 生 を 見 た の で , 注射 部 位 及 注 射 の 間隔 を 種々 
(BB Li. ZIRE CS RAO CHS S). 373 BB SEO CRT 

肝臓 に は 多数 の Cysticercus fasciolaris の 寄生 が あり , 9 MO RAU. 
殊 に 左右 の 副 葉 (accessorische Lappen) に 多い . #f LA £3 (Hauptlappen) 
に は 其 未 端 に 暑 垂 伏 に 1 ORISA ATO C, 他 の 部 分 に は 全く 無い . 此 
左 主 葉 の 中 央 部 に , 即ち 伏 胞 ミ は 全く 無 同 係 に 大 豆 大 の 結節 が あり , PEAK 
ei し て 表面 に 隆起 し て 居る . 割 面 は 血液 に 富み , 周 園 さ の 限界 は 明瞭 , 全 
HOS IVI CH A. 

KEANE DIN — 2 C, 細胞 は 周 園 の 肝 組 織 よ り 廷 か に 大 
き ヾ 細胞 形質 が 明 ゎ い . Pe せ 。 テ 」 に 富み , 甚だ し く MERA LODE 
く , 殊 に 膝 内 に 出血 し て 居る も の が 多い , MPL —HMBMOM < CA 
る . 此 各 に 割 面 は 肉眼 的 に 血液 に 富ん で 見 えた . 

「 ヘ バト ー ム 」 以 外 の 肝 組 織 の 部 分 に は 肝 細 胞 の 増殖 が 張 く , 種々 の 大 き さ 
ODE eh HEE ATE ( 連 質 性 肝 腺 腫 ) が 多 誤 性 に 生じ て 居る . BORIS A EBS 
Re 45 し 同時 に 核 の 大 小 不同 が 著しい. ect KRABBEN. 

WEAF RA BROD PF SEAS fle OR ENGR IK HST Hw ov b — 2ER DIT O RS 
然 周一 で ある . 従 つ て EEO 4 FREON ROMER ICIS, 夫々 > 
ヾ トー ム 」 以 前 の 投 階 を 示す も の で て 看 仔 し 得 ら れる. 更に 全 , 長 期間 生存 し た 
る 例 の 肝臓 を 日 敷 の 順に 配列 し て 観 祭 する さ , 200 日 以上 上 生存 し た る 例 に 於 
CIS MARRS AERO EI Dod Or ie 2 ISAS BS CBR II UN 
STE EOD DIS 共に 瀬 炎 進行 性 で ある . PRE & Di ENERO SH 

«TRC, MERE OME T DREIER CNG BBA ADA BM 
HA. 赴 等 の 所 見 か ら 見 れ ば 。 注射 に 国 つ て ! へ パト ー ュ ム 」 の 生ま る 場合 も , 
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時 間 的 の 相違 は ある が , MIGROS SZ EEE ED SAH LF 
られ ら ゐ . 

此 時 間 的 相違 に 開 し て は , 注射 交 駿 の 場合 に 技術 的 開 係 上 蝶 奥 物質 量 が 著 
し く 少 な か つた 事 が 第 一 に 注意 さる べき で ある で さ 思 ょ . 個 奥 試験 の 場合 に は 
Fk DIE AE Ut ERIC HS Cd, BR 240 日 目 に は 一 杉 に 付 少 くさ も 2.0g 
の 物質 が 奥 へ られ て 居る . 然るに 注射 息 験 の 場合 の 上 記 の 諸 例 は , 243 日 及 
380 日 に し て 僅か に 0.48 一 0.78g を 尋 へ られ て 居る に 過ぎ な い ( 表 参 照 ) 

FERN IA TE, 飼 護 量 を 減少 する ミ 獲 研 生 迄 に 要する 時 間 が 志 に 
PED THA G DN FEST DPI OB HG LERCH 4D. 

Il. 

以上 o-Amidoazotoluol DEHERLHTFN- 2 OBA LIE BH 
を 記載 し た が , HAAR 2 POG = HS TREE DE EN BIB Liz. ED 
も 14 SE (FARIS N ET) 及 29 跳 (同時 に 「 チ ュ ス チャ ルク ス 」 肉 
腫 を 生 すず) の 2 例 で ある ・ 

14 (4) の 皮膚 癌 の 記載 

EREHOME 808, 外見 的 に は 全く 異常 を 認め な か つた 

最初 は 背部 友 下 に 注射 し た . 1 賠 量 0.3ccm の 注射 を , 1 一 8 週間 の 間隔 を 
以 て 6 回 織 績 し 次 で 注射 量 を 0.4ccm に , 更に 0.5ccm に 増加 し て 同様 に 注 
射 を 績 けた . Wr UCHR 205 日 に 到 つ て 左 務 忠 部 に 扶 指 頭 大 の 腫瘍 を 見 出 
し た . 此 時 まで の 注射 賠 敷 は 16 回 , 和典 へ られ た る 物質 全量 は 0.67g THA. 
ROM MIS 175g で あつ た . 

腫瘍 は 生 球 状 に 隆起 し , 隆起 部 は 完全 に 皮膚 を 破 つ て 路 出 し て 居る . JE 
(SIH) < (2.5x2.3cm), 周 園 の 皮 上 麻 に 硬 結 を 認め な い . ARIS BOT = SEK 
CHS, 筋肉 ミ の 癒 著 は 認め られ な い . 表面 は 粗大 頼 粒状 で 克 白色 , 一 般 に 
か た い が , be A EA Me FL. 中 央 に 騰 敵 の 了 入 部 が あつ て 血性 龍 液 性 
の 港 出 が ある (fd 1). 

試験 的 切除 を 行 つ て 概 鏡 する に 所 調 Adenocancroid で , 腺 郊 の 部 分 ミ " ヵ 
ンク ロイ ド 」 の 部 分 が 完全 に 混合 し て 居 て , 十 者 の 細胞 の 間 に 移行 が ある ミ 
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認 む べき 部 分 が 多い ( 園 版 IX.) 


il 1. 145%, 7e RRR ARE (215 HH) KEN 22 PLT 
(Abb. 1 Carcinom in der linken Inguinalgegend) her. Rz 


— EG SARS し 始 
Dr. 中 絶後 30 日 目 か 
ら 再 び 注 射 を 行 つ た が 
腫 場 は 往々 縮小 し , 約 
2 ヶ月 の 間 に 略 ヽ 米 粒 
大 に な り 殖 ん ざさ 冶 應 し 
た か の 如く に な つか た . 
此 時 見 る さ 正 常 の 位置 
の 乳腺 に は 何 の 異 常 も 
な く , 此 腫 場 が 正常 位 
置 の 乳腺 ミ は 無 同 係 な 
る こさ を 示し て 居る 
TER 252 HA 
か ら は 僅か に 米粒 大 の 
結節 を 残し て 居る 腫 場 
の 周 彫 に 注射 を 行 





ミュ した. や が て 腫 場 は 再び 生長 する 傾向 を 示 し , 300 日 目 に は 1.0X0.9 
em の 大 き さ の 卵 形 の 結節 ミ こなつ た . 此 間 約 + 回 注射 . SIG 
注射 を 繊 績 し た . 新 く する こさ ミ 約 3 ヶ月 に し て , 腫 場 は 笛 び 以前 ミ 略 * 同様 
の 大 き さ , 即ち 底部 に 於 て 2.0x2.0cm NAS SCE. 此 間 注射 3 回 
374 A (Ca E89 Ze A= LID TR Liz. 注射 は 全 毅 を 通じ て 36 回 , 物質 
量 に 於 て 1.08g CHA. 

死後 腫瘍 全 杉 に 玉 つ て 組織 避 的 に 検索 し た 結果 は 大 部 分 は 腺 冶 ( 般 子 上 度 
銘 ) の 像 を 星 し て 居る が , 前 ミ さ 同様 の 「 ア ァ アデノ カン クロ イド 」 の 部 分 が 全く 其 
中 に 包 合 せら れ て 見 出さ れる . 腫 場 の 周 尋 部 の 一 端 に 「 カ レク タロ イド) の 部 分 
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が あり . 此 部 分 に は 周 彫 の 正常 の 表皮 さ の 間 に 細胞 の 連 績 が 見 られ る . 即ち 
錠 な く 表 友 細 胞 か ら 吉 生 し た 「 カ ンク ロイ ド 」 で ある . 此 様 な が 「 カ ンク ロイ ド 
ご 腺 交 の 部 分 の 接 鍋 部 位 を 見 る で , 此 場 合 の 「 ア ァ デ ノ カ ンク ロイ ド 」 は 表 度 か 
GHA Lt Ay 704 N, SHDAIADORIDIS FELD EICHE 
的 に 存在 し て 1 MORES EIER LTE ALS FRUOPICHAR. 併 し 我々 
は 此 経 過 中 に 敷 回 の 移植 試験 を な し 基 節 度 此 腫 瘍 の 種々 の 部 分 の 組織 避 的 概 
索 を 行 つ た が , 夫 等 の 所 見 申 に は , 昌 に 同時 的 の 存在 で は な く , 腺 冶 の 細胞 
の 化 生 的 類 上 反 化 が あつ て , そこ か ら 扇 邊 皮 細 胞 冶 の 像 を 生ずる こさ も あ 
る さ 茂 へ し め る や うぅ な 者 が 少く な か つた . 例 ^ へ ば 賠 版 IX. b 及 c に 示す 如 
きも る もの で ある . 

腫 場 は 上 腺 部 筋肉 暦 ミ 接 鯛 し て 居 て , 其 部 分 に は 組織 也 的 に , 筋肉 内 へ の 
BMA MAD iD FAG. 腫瘍 の 基質 に は 屋 ヽ 肥 用 細胞 が 群集 し て 見 出 3 
れ , 周 周 の 度 下 組織 に も 多い . MMT ROMS 7 = 9 >» HT Meta- 
chromasie を 早 し , Kresylechtviolett 染色 標本 で は 青い ED IY 
だ けが 赤色 を 早 し 際立つ て 居る . 又 弾 力 織 維 染色 の Resoreinfuchsin を 以 
Cé RD Hed ih Sti, 「 タ ー ル 」 冶 の 場合 の 肥 腫 細胞 の 性 状 @ さ 同様 の 事 
資 が 認め られ か た . 

HOR RE ~ OH (SRD AC DOT. 移 値 は 最初 の 殴 見 常時 3 同 ミ 再 成長 
後 > 回 ミ 試み た が 何れ も 不 成 功 に 終 つ た . 

29 5 (7) の 皮膚 癌 の 記載 

最初 の 般 重 120g 外見 的 に は 全く 異常 を 認め な か つた . UF AREF 
腺 の 周 園 の 反 下 に 行 つ た . 1 一 # 週間 の 間隔 を 以 て , 1 回 量 0.2-0.3-0.5ccm 
を 349 日 迄 に 20 回 。 物質 量 に 於 て 全量 0.78g Flint. 

373 目 に 到 つ て 右 耳 下 に 小指 頭 大 の 腫 券 が 皮膚 を 破 つて 成長 し て 居る の を 
見 出し た ( 団 2). 試験 切除 し て 検 鏡 す る ミ MNO RE LIRR BLT 
大 る . 379 日 目 に と を 殺 し て 概 す る に 右 外 豆 道 は 腫瘍 を 以 て 充 浦 され て 居る. 


3) MLTR, HAMMER. 1501926), 260 Fi. 
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fa] 2, 29 98. 右 耳 下部 癌 (279 HH 


(Abb. 2. Carcinom in der rechten Parotisgegend) 





之 は 鼓膜 に は 達し て 居 な い ・ BS PUB OO Re BL し て 居る が , 之 は 
深く 皮下 深部 に 向 つ て 成長 し て 扇 邊 上皮 部 の 像 を 星 し , 上 記 の 最初 に 語 見 さ 
れ が 部 分 に 連 績 し て 居る . 即ち も 外 豆 道 歴 に 勤 生 し た 表 友 癌 が 深部 に 向 つて 生 
AL 耳 下部 の 皮膚 を 破 つ て 外 に 底 路 し た も の ミ さ 才 へ て よい で 思ふ. 

以上 2 OD BERD TERT ECB B= EAE Ute. 一 つ は 背部 に 皮下 注射 を 行 
TPIT WS CRRA EAL, 他 は 右 尿 忠 部 に 皮下 注射 し た 例 に 於 て 同 側 外 
毅 道 に 生じ て 居る . も さよ り , 之 を 以 て 直ちに o-Amidoazotoluol の 注射 に 
因 る も の さ 断 ずる こさ は 困難 で ある が , 此 事 次 は 一 願 の 償 値 ある も の ミ 信 すず 
る . PBC 2 例 に すぎ な い が 此 和 賞 駿 に 於 て 長い 注射 に 耐え た 動物 填 か ら 見 れ 
ば , HAESHALBUO SEND. X Sarcomtier さ 言 は れ て 居る 「 ラ 。 テ 」 
に 於 ける 所 見 な る こさ も 注意 に 値する さ 思 ふ . MR, 皮下 注射 試験 は 日 下 更に 
秩序 的 に 兆 駿 中 な る 事 を 附 記す る . 
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IN. 


KA PHEHEBFIHRLIBERULO 3 例 で ある が , 此 他 に 3 BID 
所 詩 Cysticercus Afi BAD FIRMA SAT. 即ち 28, 29 及 30 Heit 
何れ も 肝 葉 の 一 部 に 懸垂 状 に 巨大 な る 肉腫 の 形成 を 示し て 居る . 腫瘍 は 常に 
BEECH BISA MUS HOT, HSRORKBOAAD RS 6 
tA. 

28 及 29 HO) MEG (fal 3) (SARA I SEAM OP SEMIAANE TC, 28 Hit 
ASR AE ABER RULTS AB AE CE. 此 肉 腫 は BULLOCK 及 CURTIS 
fal 3. "FL AFe VIDA, Ale 

左 . 299%. AMD Fine GORE AIX SROBBARL. 
Ai, 235k. WERD HOF. X MIC SMOBBD Y. 同時 
に 出血 強し , FT, meee. 


(Abb. 3. Cysticercussarcome; links: Nr. 29; rechts: Nr. 28- -unten: 


Metastase im Netz) 
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等 @ の 寅 駿 研究 に よる さ , Cysticereus fasciolaris DHELNOTHERL 
敷 に 難 生 する も の ヽ ゝ 如く で ある が , 我々 が 大 黒 蝶 に 就 て 此 肉 腫 の 自然 義生 に 
遭遇 する こさ は 稀 で ある さ 思 ふ @. KROEBELITEd, ARMOR 
於 ける 此 環 尾 怠 の 寄生 は 甚だ 必 い で ある に も 拘ら ず , 全日 迄 に , 此 肉 腫 の 自 
Yeas Head HD ER AT AS 言 ふ 経験 を 有 つ て 居 な い . 然るに 
o-Amidoazotoluol の 「 ォ レー フ 」 油 溶液 を 長期 間 注 射 し た 比較 的 少数 例 に 於 
て , 3 例 も 柄 生 し た 事 賞 に 我々 は 興味 を 感じ て 居る . 

新 る 興味 の 他 に 30 EDEL, 其 性 汰 が 甚だしく 悪性 な る の みな ら ず , 
HARD WD HET, 多様 な る 細胞 は 細胞 形態 月 上 の 興味 を 若き , 其 組 織 構 
成 は 肉腫 ミ 誰 む べき か 或 は 異型 的 ミ さ な れ る 冶 腫 (「 へ バト ー ム 」) ミ 認 むべ きか 
ALY) eG OBER AY LU SRR SA TCH A. 因 つ て 特に 此 1 例 に 就 
て 征 ヽ 詳細 な る 記述 を 生 し 度 い ミ 思 ふ . 

30 EOEcHt 

BBE. 0-Amidoazotoluol の 注射 は 0.2ccm 26[El, 0.3cem を 2 
fel, 0.5cem % 13 回 の 順に 全部 で 21 同行 つた RRB). WEAR 
0.88g. HABE ER 282 日 以後 に 於 て 苗 克 糖 水 溶液 の 皮下 注射 を 併合 
注射 は 毎週 2 回 の 割合 で 38 回 績 行 し た (30 978% 2.0cem を 1 同 , 5.0cem 
を 37 回 , 20 欠 溶 液 5.0cem を 5 回 ). 御 略 糖 全 量 60.6g. 谷 衛 菊 糖 注射 期間 
中 は , 50g に 付 2g 宛 の 衛 殴 稿 あ 加 へ た 米 を 常食 物 ミ し て 異 へ た 

此 動 物 は 費 駿 末期 に 到 つ て 腹部 高度 に 膨 隆 し , EEE ORAL 
SPAT. FERS ETE CHO Te. 

解 剤 所 見 . 腹腔 を 開く SRO A EME SER a /) IAD MBG I KAD 
eS Hl FS DOD ABBR 2 BEAL PS BIO THA. FEHRSEE (Proc. caudatus) は 全 


4) Buttock F. D. ANp Curtis M. R., Journal of Cancer Research. 9(1924), 425.; 
12(1928), 326 

5) AA GE—) (LAE HE A AR MR 24 AE, 521 FIAT, BRB 5 AT: 
1 Pile HSC, 本 邦 に 於 ける 報 皆 例 ば 同氏 の も の を 合せ て 3 例 に 過ぎ す と 報告 し 
CHA. 
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原形 を 留め ゆず , HERSGA STEH LOT HEBEN TER A (I. 
腫 疹 は 粗大 塊状 の 表面 を 有 し , RAG, Br CH, SH BTA A. 
腫 場 の 肝 識 ミ 反 封 の 未 端 部 に 持 指 頭 を 容 っ る ヽ 程 の 室 洞 あり , Pict Zi 
HGS PM OPER S RAD. 67 nr ERDE RHEIN (Re (HE 
HO MA O, AO < ROR MIR LC te DB PPE PB D. 


則 4. 3058, FL AF UD ALAM, At kee. 


Abb. 4. Nr. 30, Cysticercussarcom; rechts: Metastases im Netz.) 





腸 間 膜 光世 腺 及 其 他 の 腹腔 内 汐 巴 腺 , AR PE) EE BR A= BOD in BE RE 
を 認め る ・ 瞳 職 は 殆 ん さ 完 全 に 韓 移 腫 場 塊 内 に 埋 浸し て 居る . 腹膜 後 光 巴 腺 
に も 韓 移 が ある . 肺 韓 移 は 認め られ な い . 

en REISS MAY ETE SEHR ORR Tin. 種々 の 部 

か ら 切 片 を 作 つ て 機 鏡 す る に , HERB BIS TAHT TFT ARTEN 
て は 細胞 の 大 小 不同 が 鱗 り 甚 し く な く , IER OPIN KO USFS ATE OMB 
均等 の 細胞 か ら な つて 居る ・ 核 は 菜 色 質 に 富ん で 居る . 此 部 分 の 細胞 は 或 は 
ト 上 友 性 の も の ミ も 認め 得る が 其 配 列 は 非常 に 不 規則 で ある . 結 締 織 性 の 基質 
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は な く , PRA HAD EEC tre. 17927 2 SARC I 

CHAD, 腫 場 組織 に は 何 所 に も 其 存 在 を 認め 得 な い . 

併 し 此 腫 場 に 於 て 最も 並 し き 所 見 は 細胞 の 大 小 不同 及 其 形態 の 多様 性 で あ 
る . 之 が 睡 場 の 大 部 分 を 上 店 め て 居る . 細胞 及 核 の 大 き さ は , 通常 の 肝 細 胞 よ 
り 生 + 大 な る 程度 の も の より , 其 敷 倍 或 は 敷 上 倍 に 達する も の に 到 る 迄 極め 
て 多種 多様 で ある ( 賠 版 VII a). 

核 の 大 な ろ も の は 其 形 も 不 規則 で ある . 多核 巨大 細胞 が 多く , 1 個 の 細胞 
で , 切片 に 見 る 玉 面 上 に 於 て 約 100 個 の 核 を 有 つ も の も ある ( 賠 版 VIII. D). 
断る 場合 1 個 の 核 の 大 きき は , 通常 の 肝 細 胞 の 夫 れ より 小さ いも の も ある が 
多 敷 も の は 略 ヽ 同等 或 は た れ 以 上 の 大 き さ を 有 し て 居る . 面 し て 新 る 細胞 
で は 同一 細胞 形質 内 に 同時 に 1 個 ② 極 め て 巨大 な る 核 が 存在 し , 小さ な る 個 


DEE, 此 巨 大 核 か ら 直 接 分 抑 に 固 つ て 生じ て 居る こさ が 認め あめ られる. BE 
の 巨大 核 に 就 て 著 し き 事 は , BIEL 6 PHA BA CHOBE TCH A. H 
色 質 は 多く は 略 ヽ 均等 な る 大 き さ の 頓 粒 状 を 箋 し て 密集 し て 居る が , Bear 
で は 室 状 ミ な の 東 を 入 し て 居る . 次 に 核 の 限界 が 異状 に 策 和 達し て 明瞭 な 膜 汰 


を 第 し て 居る . 是 等 の 核 は 所 を に 於 て 不 規則 に 編 れ 或 は 「 ア メー バ 」 稀 に 突起 
を 生じ , RAAF URUTH ROM § SHORT. し た 核 が 生じ て 居る も の さ 孝 
へ ぐら れる EEK VII. の A, B, C, に 於 て 良く 認め られ, D に 到 つ 
て 最も 基 だ し く 現 は れ て 居る ). 新 る 直接 分 裂 の 行 は れる 部 分 に 於 て は BER 
の 核 の 限界 は 失 は れ て 居る . 此 他 に 有 絶 分 裂 も 勿論 多数 認め られ る が , I 
HS SHED BLD dO, 又 非 圭 笑 性 分 裂 ミ 認 む べき 分 裂 形態 も 見 られ る ・ 

此 腫 場 の 多数 の 韓 移 は 肉眼 的 に 本 に 題 著 な も の で あつ た が . 韓 移 得 の 組織 
像 は 一 般 に は 新 く の 如き 異型 的 な 像 を 呈す る 事 は な く 最初 に 逃 べ た 様 な 邊 
均整 な 像 を 共 へ て 居る ( 圏 版 VII. b), 光る 腹膜 後 光 巴 腺 の 一 つの 韓 移 に HA 
THK bt) も の ミ 同 様 の 細胞 の 多様 性 が 認め られ た 

授 て 此 腫 瘍 の 題 微 鏡 的 印象 は 大 盤 に 於 て 肉腫 の 夫 れ に 近い も の で ある ・ 併 

し 部 分 的 に は 上 友 性 の も の , 即ち 定型 的 で は な い が 「 へ バトー ム 」 を 思 は し め 
る や うぅ な が 部 分 の ある こ ミ さも 事 資 で ある . 信和 我々 は 此 腫 場 「 チ . ス チ モ ル クス 
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ARES UTROROTH OD, RUHR 2 bold, EAKN 
i 3 8 2% BRE UT CH A. 

i) FRG O— TBI FERRO A H+ RUD CS. 

ii) EEE EBEET, —OODFHED 5ER ARE LU CIR BARRED, 
我々 の 経験 せる 「 ヘ へ バトー ム 」 に は 似 す , OF. AF ery ALAR HP 
DS Se 

iii) BELOHNT N b — 2. SIRO RR RANA A IS (REY 
SON R= LBS TIS AGE TURE HER D BEBE DIRE Bad 2). 

iv) 組織 堕 的 に 多 形 細胞 肉腫 に 類似 する 部 分 の ある こさ . 等 . 

味 に o-Amidoazotoluol RA EAN 2 EL PERO 寄生 
こ は 全 然 無 開 係 で , SHETCHA O, 又 可 な り 異 型 的 な 増殖 を な す も の で も , 
何 席 か に 「 へ バトー ム 」 ミ し て の 積極 的 な 所 見 を 得 ら れる の が 常 で ある 事 等 か 

DENT, 此 腫 瘍 は 「 へ パト ー ム 」 さ は 異 る も の , MBF . ス チャ ルク ス , 肉 
= BAT ODER SZENEN. 

PFUZERL TARA (= EEG tuts 診断 で な い 事 は ATMO IM O TH 
. BCE EDS PEO BR AIK, 上 皮 性 組織 に 類似 性 を 求め 得る 部 分 
は 不可 懇 で ある し , 鉱 腫瘍 の 割 面 に 黄 導 性 閉 色 の あつ ナ 事 費 も 解 種 が 困難 で 
ある . 把 々 は 緒方 教授 の 好意 に よ つ て 同 教授 の 所 有 せ らら る 、 ゝ BULLOCK 等 の 
催 有 的 肉腫 の 代表 的 な 標本 ミ 比 較 研 究 す る 機 全 を 得 た が , その 何れ に ち ぁ 此 標 
ASTD も の は な か つた . 唯 細胞 の 多様 性 の 張 い 1 例 は 多少 似 通 つ て 居 た 
が , それ さて も 定型 的 の 肉腫 で あつ て 上 皮 性 の も ぁ の を 疑 は し あめ る 算 は 蔵 し て 
大 な か つた . 

BULLOCK 等 は 2100 例 以 EIERN) ARE (1920 4 7 月 30 日 か ら 6 1928 年 + 
月 12 日 迄 ) 中 に 3 例 に 於 て 上 皮 性 の も の が 部 分 的 に 見 出さ れ た 事 を 報告 し て 

OD, 彼 等 に よわ ば 其 中 の 2 例 は 肉腫 中 に 含ま れ た 騰 管 か ら 殴 生 し た 良性 
の 人 装 腫 性 腺腫 で , 1 例 は 肉腫 中 に 胞 梨 状 を 示す 部 分 が 見 出さ れる に 過ぎ な い 
何れ も !「 ヘ バト ー ム 」 さ は 遠い も の で あつ て , EEE IARI O THF AN 
翌 の 且 の 殴 生 し た 事 は な い 事 を 記述 し , 其 理 由 の 一 つ ミ LT, 「 ラ 。 テ 」 の 自然 
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DREEFBO HET AED, 37 DDR LIE SO BED 
ALABUNTER. BEL, o-Amidoazotoluol に 因り 「 ラ ッ テ 」 に 「 ヘ バトー ム . 
OETA RARECH 0, BEDHANSEL N - SI ORER RAL 
(D> BERNIVEEO FID. 面 も 同時 に , PERRI AS AMEO FE: & A ATRE 
CHA. 之 が , HARD THE SAME T ILI O ERE 2 HE 7k OL APR 
WCHS = BS. 

BP DI APMISMO & OV UCHR ROP EDTHAD, 其 組織 
(ROD RUA OD FG (PKI ACGME Lt. MU TERROR ARD ER 
MAN 2) SOBRE HEC ABI 暫く 「 チ . ス チ モ ル クス 」 肉 腫 の 一 つ さ 
UTR OMA TIE UK. 

IAS BI I= (SL EEBROR FIDE CHD BAGEL CE OD, ZEMENT 
HAAR GES ADDEN DDR NE LILO SHS THA 
に 少 敷 例 (28 及 30 HR) (CRATE EOCH AD. HF UKHRORR Cid MAD 
特殊 な 影響 を 有 つ も の さ は 認め 得 な い . NEE ENTER RET EDS 
Bath A ゝ 物質 の 附 加 寅 駿 に 就 て は 目下 我々 ん の 研究 室 で 秩序 的 に 研究 し つ ゝ 
ある が , 以上 は 勿 備 試験 に 現 は れ た 事 冥 を 其 俸 記 し た に 過ぎ な い ・ 

線 括 

30 AOKBHIC o-Amidoazotoluol の 「 ォ v— 7 」 油 溶液 を 皮下 注射 し た . 
此 中 6 例 の 動物 が 持 績 的 注射 の 下 に 200 日 以上 生存 し た . 此 長 期間 の 富 駿 に 
貞 え た 動物 に 於 て 3 例 の 冶 腫 が 語 生 し た . 1 例 の 「 ヘ へ バトー ム 」 及 2 PIO RG 
5 (— (ide LR, 他 は 「 ア デ ノ カ ンク ロイ ド 」) で ある .「 ヘ へ バトー ム 」 及 び 
友 麻 郊 の 一 つ (「 ァ デ ノ カ ンク ロイ ド 」) は 同一 個 毅 に 衣 生 し た . 此 場 合 の 「^ 
Nr A (SHIM AROBE SFT —-O WAR SOT BAT ARS HH 
得る . 此 他 に , RUHE I A TB TER F AF ew 
クス AED EDS AT. 其 中 1 例 は AY IK (hake is Ra (AY! > 
ヾ トー ム 」) で は な いか さ の 疑 を 生 ぜ し むる も の で ある ゐる. 

此 研 究 は 恩師 佐 木 隆 興 博 士 の 御 指導 に 偽る も の で ある 。 組織 學 的 研究 に ば 長 奥 久 
Eb, 緒方 知 三郎 十 教 授 の 御 教 示 を 仰い だ 。 並 に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る. 
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Über experimentelle Erzeugung der Geschwulst durch 
subkutane Injektion von Olivenollosung 


des o-Amidoazotoluols. 
(Tafeln VII—IX) 


Von 


Tomizo Yoshida. 


Sasaki-Laboratorium, Tokio). 


10%ige Olivenöllösung des o-Amidoazotoluols wurde dreissig 
weissen Ratten in Zeitabständen von 2 bis 4 Wochen subkutan ein- 
gespritzt. Die jeweilige Dosis variierte zwischen 0.2 und 0.5 ccm, 
je nach dem Zustand des betreffenden Tieres. 

6 von 30 Tieren überlebten bei mehrmals wiederholten Ein- 
spritzungen 200 Tage. Unter diesen langdauernd eingespritzten 
Tieren wurden 3 Carcinomfalle beobachtet, und zwar ein Hepatom 
(Leberzellencarcinom) und 2 Hautcareinome. Bei einem Tier ent- 
wickelten sich 2 Careinomarten - Hepatom und Hautcarcinom 一 in 
demselben Individuum. Ausserdem wurden 3 Cysticercussarcomfalle 
bei diesen lang überlebten Tieren beobachtet. Die Geschwülste 


kommen in folgender Verteilung vor: 





Totale einver- 
fee i ‘hte is (g) 2 ’sticaretis- 
Tier-Nr. Versuchs- leibte Dosis @).| Hepatom Haut Cysticercu: 
tage Injektionszahl carcinom sarcom 
in Klammern 
14 373 1.03(26) + re j 
28 343 0.73(19) ロ 内 十 
29 380 0.78(20) e + + 
30 448 0.83(21 3 も Pr 











Hepatom : Bei Nr. 14 wurde ein erbsengrosser Tumor in der 
Mitte des linken Hauptlappens bemerkt. Der Tumor ergibt histolo- 
gisch ein typisches Hepatom. In dem übrigen Lebergewebe finden 
sich Leberzellenhyperplasien verschiedener Grade und zwar einige 
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parenchymatöse Leberadencme, die, im Vergleich mit den Beobacht- 
ungen beim Fütterungsversuch, wohl als die Vorstadien des Hepat- 
oms anzusehen sind. Auch die anderen früher gestorbenen Fälle 
zeigen im grossen und ganzen entsprechenden früheren Stadien der 
Leberzellenhyperplasie. Also auch durch. subkutane Injektion der 
Olivenöllösung des o-Amidoazotoluols kommt das Hepatom im grossen 
und ganzen in gleicher Weise wie bei der Fütterung der Substanz 
zustande. Die Zeitdauer bis zur Careinombildung ist aber beim 
Injektionsversuch bedeutend verlängert. 

Hautcarcinom: 1) Bei Nr. 14 wurde am 205. Tage ein Tumor 
von der Grösse einer Daumenspitze in der linken Inguinalgegend 
bemerkt (Textabb. 1). Der Tumor wurde durch Probeexeision 
histologisch untersucht. Er ergab ein typisches Adenocancroid. 
Die Einspritzungen, die bis dahin subkutan am Rücken gemacht 
worden waren, wurden nun eine Zeit lang (ungefähr einen Monat) 
eingestellt. Der Tumor begann danach allmählich kleiner zu werden 
und war nach zwei Monaten makroskopisch fast vollständig ver- 
schwunden. Darauf wurden die Einspritzungen von neuem in der 
Gegend der früheren Stelle der Tumorbildung, also in der linken 
Inguinalgegend, gemacht und mehrmals wiederholt. Der Tumor 
begann allmählich wieder zu wachsen und erreichte etwa am 360. 
Tage die vorige Grösse. Am 373. Tage wurde das Tier wegen 
Schwäche getötet. Der Tumor erwies sich bei der histologischen 
Untersuchung in ganzer Ausdehnung vorwiegend als Adenocarcinom 
und teils als Adenocancroid (Tafelabb. IX). 

2) Bei Nr. 29 (von Anfang an in der rechten Inguinalgegend 
eingespritzt) wurde etwa am 370. Tage ein Tumor in der Grösse 
einer Kleinfingerspitze (histologisch ein typisches Cancroid) an der 
rechten Parotisgegend bemerkt (Textabb. 2). Der Tumor war im 
äusseren Gehörgang entstanden und wuchs vorwiegend in die Tiefe 
hinein, um schliesslich in der Parotisgegend nach aussen durchzu- 
brechen. Das Tier wurde am 380. Tage getötet. 

Die Hautcareinome entwickelten sich also bei jedem Fall in 
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einem von der Injektionsstelle entfernten Körperteil: bei dem am 
Rücken eingespritzten Fall in der Inguinalgegend und bei dem in 
der rechten Inguinalgegend eingespritzten Fall im äusseren Gehör- 
gang derselben Seite. 

Cysticercussarcom: 2 Fälle (Nr. 28 und 29; Textabb. 3) 
entsprechen dem typischen, von Bullock und Curtis weitgehend 
untersuchten Cysticercussarcom. Die spontane Bildung dieses 
Tumors kommt bei uns aber relativ selten zur Beobachtung und 
wurde auch im hiesigen Laboratorium bei dem Kontrolltieren noch 
nicht beobachtet. Dass dieses Sarcom bei der langedauernden In- 
jektion o-Amidoazotoluols verhältnismässig häufig entstanden war, 
ist von Interesse. 

Das Sarcom bei Nr. 30 (Textabb. 4) ist vor allem inbezug auf 
das histologische Bild beachtenswert. Auffallende Polymorphie der 
Zellen mit monströsen Riesenkernen und mehrkernigen Riesenzellen 
sind überall zu sehen (vgl. Tafelabb. VII und VIII). Tatsächlich 
aber die histologische Unterscheidung, ob diese Geschwulst um ein 
polymorphzelliges Sarcom handelt oder um ein atypisches Hepatom, 
ist schwierig. Aber die makroskopischen Befunde, dass sie ganz 
solitär, ohne Begleitung von der präcareinomatös veränderten Herde 
in dem übrigen Lebergewebe entstanden ist, und besonders dass 
im Tumorgewebe Cysticercus fasciolaris schmarotziert, sprechen 
gegen das Hepatom durch o-Amidoazotoluol, das immer ganz un- 
abhängig von Cysticereus und multizentrisch zustande kommt. Wir 
möchten also die vorliegende fragliche Geschwulst nicht als ein 
Hepatom, das durch o-Amidoazotoluol in einwandfreier Form ex- 
perimentell erzeugt wird, sondern als ein Cysticercussarcom be- 


schreiben. (Autoreferat.) 


Erklärung der Tafelabbildungen. 


Tafel VII. Histologisches Bild des Sarkoms von Nr. 30 


(a) Primärer Tumor. Auffallende Zellpolymorphie. 








aw VIL. (Tafel VII.) 





Tomızo YosHıpa: Über experimentelle Erzeugung der Geschwulst durch 


subkutane Injektion von Olivenöllösung des o-Amidoazotoluols. 
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subkutane Injektion von Olivenöllösung des o-Amidoazotoluols. 








ll IX. (Tafel IX.) 





Tomizo YosHiDA: Über experimentelle Erzeugung der Geschwulst durch 
subkutane Injektion von Olivenöllösung des o-Amidoazotoluols. 























457 


(b) Metastase im Pankreas. 


Tafel VIII. 4 Riesenzellen, aus dem in Tafel VII (a) gezeigten Präparat 


gezeichnet. (Formalinfixierung; Hämalaun-Eosinfärbung). Alle 4 
Zellen in fast der gleichen Vergrösserung gezeichnet. A ist in 
der Photographie der Tafel VII (a) rechts oben zu sehen; das 
Grössenverhältnis gegen die umgebenden Zellen ist deutlich 
wahrzunehmen. Die riesigen Kerne auffallend reich an chroma- 
tischer Substanz und die Kerngrenze deutlich membranös ent- 
wickelt. In A und B die Einfurchung oder amöboide Fortsatz- 
bildung der riesigen Kerne. In C und D die neue Kernbildung 
durch Abschnürung der fortsatzförmigen Kernsubstanz. Der 
kleine Kern a in D fast gleich gross mit den normalen Leber- 


zellkernen der Ratte. 


Tafel IX. Histologisches Bild des Hautcarcinoms von Nr. 14, Präparat 


fal VII. 


岡 版 VIII. 


fail LX, 


aus den Probestiicken. 
‘a) Adenocancroid. 
(b) und (c) Wahrscheinlich die metaplastische Epidermoidierung 


der Adenocarcinomzellen. 





30 Hi. 肉腫 の 組織 像 

a. RAG, MD SET. 

b. EB. 

Vila に 示し た 標本 か ら ま 個 の 巨大 細胞 を 描く (Formalin 固定 Häm- 
alaun-Eosin Yes), 各 細 胞 ば 同じ 割合 に MA CC Hie TCHS. A の 細胞 
ER Vila の 上 方 に 見 えて 居る 者 と 同一 こ ゝ で 周 園 の 細胞 と の 大 
き さ の 割合 が 知 て れる. 各 の 巨大 核 は 著しく 染色 質 に 富み , BORER 
CHART. A,B CBA ARP BK MIL FT A-ROD 突起 
を 生 す . C, D CLR LEK BH Bd HH 7 LU TS MO UW 
核 を 作る も の と 見 られ る . 細胞 D に 於 て a の 印 を つけ た 1 個 の BOKS 
き が 正常 大 黒 貞 の 肝 細 胞 桜 に 略 ヽ 一 致す 。 

14 HED eI OD MRR. 

a. Adenocancroid(215 H BASRA). 

b, c. Adenocarcinom 細胞 の 化 生 的 類 上 皮 化 と 認 む べき 像 (354 日 目 試験 
的 切除 )、 
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A Micro-Method for the Determination of Total 
Suliur in Biological Substances. 


By 


Hideo Toyoda and Sanji Kishi. 


From the Laboratories of the Japanese Foundation 
for Cancer Research. 


Introduction. 


Inspite of the fact that numerous methods have been developed, 
the lack of a entirely satisfactory method for the quantitation of 
total sulfur in biological substances is an impediment to a com- 
prehensive study of sulfur metabolism. 

Perhaps the most widely used methods are of BENEDICT‘), 
STOCKHOLM and KocH®), and PREGL®). The micro-method of PREGL 
is, of course, widely adapted; however, it gives unsatisfactory 
results for the determination of sulfur in biological substances of 
low sulfur content, and also does not satisfy the requirement in 
such laboratory where number of routine analysis are to be carried 
out simultaneously. 

The principle of the method adapted in our laboratory for the 
total sulfur determinations in rat liver, is based on the fact that 
the organic sulfur compounds can be oxidised by the fusion with 
potassium chlorate and sodium peroxide mixture. BURGESS and 
PARR®) proposed the method for the determination of the total 
sulfur, which was originally aimed for rubber analysis. They used 
the specially designed combustion cup in which the spontaneous 
oxidation of the organic substances by KOCIO。 and Na.O. mixture, 
was carried out. However, our experimental results proved that 
the oxidation can well be accomplished in an ordinary iron crucible 
when sufficient time for the fusion is allowed, with the subsequent 
treatment by bromine, which may be dispensed with for the analysis 
of pure compounds. The method is well adapted for the purpose 
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of estimation of total sulfur in’relatively small quantity in biological 
substances (0.5-1.0 mg. sulfur). Asis shown in the following table, 
the amount of the total sulfur in a series of normal rat livers 
estimated by our routine method checks within experimental error. 
Accuracy of the method was also repeatedly checked by analysing 
the recrystallised Mercks cystine (N =11.37%, Theoretical N =11.65%; 
Theoretical sulfur =26.69%), and our own preparation of taurine 
(N=11.01%, Theoretical N=11.21% ; Theoretical sulfur =25.63%) ; 
the analyses of these compounds by the new method gave sulfur 
content as 26.34% for cystine and 25.34% for taurine. It has also 
been possible to obtain 97% recovery of cystine sulfur, and 98% 
recovery of taurine sulfur from the mixture of the rat liver pre- 





parations. 
Mg. wt. of ur Per cent 
Sample sample used Sulfur corrected Ash % = Nitrogen % 
H。O free _ for ash | 
と 11.37 
Cystine 15.892 26.34 practi Theoretical 
Ko nd N=11.65 _ 
a 11.01 
Taurine 89.278 25.34 ar Theoretical 
N N=11.21 
= vad 61.668 1.02 1.08 5.50 10.15 
| 0.69 0.73 5.58 9.89 
aa | zu 0.50 0.53 5.69 10.08 
ar し 83.203 0.77 0.82 5.49 9.89 
Rat Liver ie 
No. 5 98 . 954 a ne 1.85 9.82 
Duplicate 57.725 > ro 
Rat Liver a 
No. 6 97.371 Hp pig 5.68 10.50 
Duplicate 197.018 ‘ dot 
Rat Liver 5957 
No. 7 63.291 (なー +2 5.88 12.20 
Duplicate 83.150 me sg 
Cystine= 
Cystine + 10.291 25.0022 Theoretical=25.6322 9822 Recovery 
Taurine Taurine= Taurine S) 
34.981 
Liver= 
Liver+ 111.458 25.8023 Theoretical=26.6922 97235 Recovery 
Cystine Cystine = (Cystine S) 
39.640 
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Method. 


Into 60 cc. iron crucible (45x50 mm.) weigh out 10 to 100 mg 
of the dried and powdered tissue, and then introduce 500 mg of 
KCIO, (grind carefully) which is evenly mixed with the tissue powder. 
Add 4gm of sodium peroxide (Na。O。), mix thoroughly by tapping 
the side of the crucible. Then add 1 gm of sodium peroxide on top 
of the mixture. The covered crucible is then very gently heated 
in the sand bath until the fusion mixture turns brownish-yellow in 
color. It usually requirs from 20 to 30 minutes. Continue heating 
with full flame until all is in solution ; rotate the crucible carefully 
several times, especially towards the end of the fusion so as to 
facilitate melting of the solid mass. It usually requires one and 
half to two hours before fusion is completed. Cool the crucible, 
wash outside of the crucible with boiling distilled water, and place 
it on its side in a 800cc. beaker containing hot distilled water. 
The beaker is covered with the large watch glass immediately after 
the crucible is placed in the beaker. Boil for about 10 min. ; wash 
crucible thoroughly with hot distilled water. Cool under the tap, 
neutralize with 50% HCl (By volume), add 5ce. in excess. Add 15 
drops of bromine, boil vigorously for 10 to 15 min. When excess 
bromine is completely expelled, cool, neutralize with concentrated 
ammonium hydroxide, add 5 cc. in excess. Boil the solution gently 
for 10 min. Filter into one lit. Erlenmeyer flask, wash precipitates 
thoroughly with hot water containing a few drops of ammonium 
hydroxide. Acidify with HCl, boil vigorously for 15 min. to expell 
carbon dioxide. Filter into 500cc. Erlenmeyer flask, wash with 
hot water. The volume is made to 250 to 300ce. with distilled 
water. The solution must be water clear. Add 5cc. of concen- 
trated HCl, and the solution is heated to boiling. 10 cc. of a 10% 
barium chloride solution are added very gently to the boiling solu- 


tion. 
Boiling is continued for 20 min., and the flask is left on the 
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steam bath over night. The precipitate of BaSO, is filtered off on 
ashless paper ; washed several times. The filter paper and BaSO, 
are dried in an oven, and cautiously burned, weighed. Amount of 


sulfur is calculated using a factor, 0.13736. 


The authors are much indebted to Professor M. Nacayo, President of 
the Foundation and Director of the Laboratories, for his constant encourage- 
ment and his interest, and also our sincere gratitude is due to Professor T. 
Sasaki, Adviser to the Laboratories of the Foundation, for his kind advice 


and helpful criticism given us in the course of this work. 
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11 FE SU 2 EEE ORTE 


wet 山 Jil 保 城 
康 染 病院 放射 線 科 


犬 正 13 年 1 月 より 昭和 S 年 12 月 迄 11 年 間 に 1542 名 の 悪性 腫瘍 患者 を 治 
療 せり , 極め て 僅少 の 例 を 除き 大 部 分 は 名 に 手術 不可 能 の 域 に 達せ する も の か 
或 は 手術 後 の 再 勤 か , 万 至 は 時 々 放射 を 受け て 抵抗 の 強く な つた も の の み で 
HA. 診断 の 唯 窒 を 期す る た め に 試験 的 切除 の 出来 る も の は 之 を 行 へ る こさ 
勿論 な り , 治療 後 の 経 過 は 或 は 來 院 を 求め 或 は 書 信 に より 或 は 人 を 泊 し て 之 
を 審 に し 消息 不明 の も の 中 間 疾 病 に て 毅 れ た る も の は M CHEE INTEL 
た . CARO BMSO TREU AROR EO も 多い も の さ ミ 思 ふ . 最初 は 大 
正 15 年 3 月 に 次 で 昭和 3 年 3 A, 昭和 7 年 5 月 , 最近 に な つて は 今春 月 
に 状況 を 調べ た , FEROS LE BHS FMP M LAAT SD RGD H 
BEAN) OBA 2 TT OFF TDS PERI IK BS CH RE OA SA 
Bl, ROR, 手術 ミ の 比較 等 に つき 腹 げ な が ら TOPPERS LS Dt 
tz. END 

(1 ) 子 宮 聞 及び 皮膚 冶 は 手術 の 可能 な る 場合 ミ 否 こさ を 問 は すず 放射 線 療法 に 


ce 


適 す , 子宮 冶 の 如き 放射 可能 の も の に は 80 YO BBG. 次 に 咽 腔 
RANDE, 彫 形 細 胞 肉腫 , 内 皮 腫 , エー ウッ , ンダ 氏 肉 腫 も 放射 線 の 好 半 象 
で ある . 

(2 ) 表 冶 , 直腸 部, Ab, Be, BR, 乳癌 は 手術 の 出来 る 限り 手術 
す 可 き で ある ゐる. 然し 手術 不可 能 の 時 に は 試 む 可 き 償 値 は ある . ABR, AB 
Bl 本 

( ぅ ) 食 道 , 肝 , RB, 肺 等 に は 未だ 手術 も 唯 を 奏する さ は 言 ひ 難く 放射 
線 も 赤 大 な る 刻 を 持つ こさ が 出来 な い , 唯一 時 的 軽快 例 を 食道 , 肺癌 に 見 た 
DOA, 


(4) ES, MOPAR IAM ORS, 手術 も 可 な り . 
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(5 ) REY BRS AA Kia PRE, 基底 細胞 癌 及び 彫 形 細胞 肉腫 
は 放射 線 に て 治療 する こさ 多き が , 腺 痛 は 比較 的 抵抗 旨 し 

笑 来 は 放射 線 の 種類 (PINE EA, 舌 郊 に は 「 ラ ヂ ッ ウム 」 よ し ), 量 , 放射 方 
法 , 腫瘍 の 感受 性 等 を 充分 攻 究 し 先輩 諸家 の 夫 れ を よき 指針 ミ し よい 成績 を 
BIT SEN 以下 区 べ る 永久 治癒 は 5 年 間 部 再 柄 の 徴 な きも の を 言 ひ 1, 
2, 8 年 間 症状 な た きも の を 一 次 治療 し た . 各 症 例 に 就き 略 述 す . 


A ARE (97 例 ) 

臨 条 的 経過 菩 に 組織 友 的 構造 は 多様 で ある が 「 レ 」 線 治療 の 見 地 か ら は 大 盤 
AUFTAHRHBADTIICc-HLTÜNZ. 綿 敷 97 AED ER 
2250299 (29.8%) CHS, 32 乃至 8 月 の 間 に 韓 移 久 は HEALS b 
の 多く 永久 的 治療 例 は 少な い . EDS 61 例 中 7 Pi (11.4%) CHA. 


Rozsa ) 氏 に ょ る 




















ae | mm | EIER | Mi 
Rostock (1927) | 8.6% | 142 Kinmäck | 16=17.8% | 90 
“Woutner (1927) 7.79% | 18 ‘ian a 11=31 4% u 35 
HINrzE (1930) | 24.975 | 201 ‘Serr Wintz | 22=31.475 7 70 
Forseu. (1931) | 24% | 238° Buume | 18=37.0% | 35 
Rozsa (1932) | 14.6% | 129 Demooey | 26=16.0% | 161 
山 川 (1984) | 11.424 | 61 山川 | 29= 29.82% 97 
eh 1934) | $ 83 41 











肉腫 の 「 レ 」 線 に 封 す る 感受 性 は 一 様 で な い . 300 r IL CHD WA & 
り 既 に 縮小 し 始め 1 週間 後に は 痕跡 も 残さ きず 消 失 す る も の あり 或 は 38—4, 000 
r 以上 を 放射 する も 何等 の 反 應 を 星 し な いも の が ある . HEARD Ml 
胞 肉 腫 は 最も 感じ 易く 紡 雛形 細胞 肉腫 と に 次 ぐ . 軟部 筋肉 より 出 た 繊維 肉腫 
も 可 な り 誠 くも の で 感受 性 は 悪く な い . 粘液 肉腫 も 少し は 作用 す . 骨肉 腫 は 
最も 感受 性 に 乏しい が 唯 骨 舌 腫 は 治 あ こさ 少 く な い . AKA: TH 














mit SEE 














wet 回 形 % ME | Ai 骨 軟 骨 Ana | Hh 

肉腫 111: | 肉腫 | 肉腫 肉腫 AE | BSR 胞 肉 腫 | 肉腫 
| 13 | 28 7 | 10 2 4 u 1 1 
| ae en ae eS ee ee ae | 








く こ さあ る が 全然 反 應 し な が いこ さも ある ゐる. 局所 の HE 一 般 に PERU. 
ae に する こ ゞ 困難 の こさ あり . 放射 線 感受 性 の 
大 な る も の に は 手術 より も 放射 線 が 適し 組 紙 蛋 的 構造 の 異 る に 従 ひ 「 ラ ヂ ッ 
ム 」 か 「 レ 」 線 の 何れ か が よく 適 應 する こさ が ある . 故に 診断 を 確 め 治療 の 方 
針 を 定め る に は 試験 的 切除 は 必要 で ある. 然し 試験 的 切除 を な すさ 病勢 念 に 
増悪 し 韓 移 の 形成 を 促 が し 多 切 除 せる 部 分 が 放射 線 に 圭 し 抵抗 放 く 治り 難 き 
傾向 が ある . この 事 資 は 5 例 ( 顕 部 光 巴 肉腫 3 縦 隔 膜 彫 形 細胞 肉腫 1, 咽 腔 
彫 形 細胞 肉腫 1) の 患者 に 経験 し た . HoLFELDER®, SCHMIEDEN も 試験 的 
YERRSTRDDTDERBID SHOOK TS. BIRD L TER 
WIRRTIEFTS KO SHORING る ・ 

咽頭 肉腫 16 例 中 8 例 は 一 次 腫瘍 消 矢 す . 8 例 中 2 例 は 3 年 以上 are 
+. 2 例 ミ も 財形 細胞 肉 種 で ある . HARMER⑨ に よる さ 31 例 中 12 例 が 3 
SEV EAE LADO SS. AREAL 診査 出来 た も の は 10 PI CHA - 
胞 肉腫 織 維 肉腫 1, 内 皮 上 腫 1 の 割合 で ある . 

扇 桃 腺 肉腫 2 ARE AN) Oh 1 例 が 一 時 腫瘍 が 縮小 せる の み で ある . 
文献 に よる ぶさ 扇 桃 腺 肉腫 は 放射 線 に 封 し 感じ 易い . BERVEN™ に よる さ ミ 35 
BIH— RAR T1.4% 3 年 以上 治療 が 42.6 で ある ぶさ 言 ふ 

SARE 手術 後 陀 防 放射 を な せる も の 3 例 で 3 年 後 Amar 
ず ・ FRIAR eS も の 2 例 ( 園 形 細胞 肉腫 ) あ り て 1 例 は 一 
PRIA L 1 PS SEN LEER. BLUM⑨ に よる ミ 「 レ 」 線 の み で 冶 つ 
た 還 丸 肉腫 は 散 例 あつ て 一 は 年生 に 及ぶ くさ 言 +. 

縦 隔 膜 腫瘍 10 例 の 中 2 例 は 5 年 以上 治療 せり . 1 HO Md TEEN CH 
る . 組織 陸 的 に は 2 人 さも 賠 形 細胞 肉腫 な り . ScHAAFrF⑨9 は 6 例 中 3 年 以 





筋肉 肉腫 





上 に 8 年 以上 一 の 治療 例 を 報告 
2 Pi) CAPR BEA O. 共に 手術 後 の 再 融 で ある ・ 
以上 1 例 は 3 年 以上 良好 な り . 殆 ん ざさ 腫瘍 を あふ れず . Beck” は 大 胸 筋 に 手 
術 後 再 七 せ る 筋肉 肉腫 を 9 EN KO ART LE SE 

骨肉 腫 一 般 に 「 レ ,」 線 に 封 し 抵抗 張 き が 骨 骨 性 肉腫 は 数 く . 16 Gilet 4 
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骨 軟 骨肉 腫 2 例 は 骨髄 性 肉腫 , 10 例 は 骨膜 性 肉 種 で ある . 骨 軟 骨肉 腫 は 殆 ん 
ざ 反 應 し な か つた , 骨膜 性 肉腫 2 例 ( 一 は 鎖 号 一 は 大 腺 骨 ) は 一 時 的 腫瘍 縮小 
th. 即 も 放射 後 3 月 目 頃 に 至り 念 に 腫 場 が 小 く な 0 導 痛 も 消失 せり . Uv, 
線 寛 中 に て は 放射 状 に 新生 せる 骨 質 枝 は 不明 ミ な りら 人 鉄 損 部 に 石 炎 の 沈 療 を 見 
る . 大 肌 骨 の 例 に て は か 、 ゝ る ゐる 良好 の 装 態 を 保持 する こさ 僅 々 2 SAL TEC 
HERE Ae HE T= Utz. HOLFELDER © も 放射 後 一 時 腫れ る が 唐 ヶ 月 後 念 に 縮小 し 

レ , 線 寛 中 で は 石 炎 の 薄 き 被膜 が 腫瘍 を 包み 次 で 雲 剛 の 如く 石 火 が 生 じ た さ 
言 ふ . 25 例 中 1 例 は 2 年 間 治 つて 居 た が 多く は 早く 死 の Er SD. 
骨髄 性 肉腫 は 例 ( 大 腹 骨 1, ASA 3) OP 2 例 は RER BHO 本 に 3 年 以上 
経過 せる 全日 再 勤 の 微 な し. BAENIScH 9, CoLEYW に よる ぐ S 骨 髄 肉腫 殊 に 
EWING FEANEISRGIER CH OSS. EWING に よる ミ 54 例 を 手術 さ ミ 後 放射 
こさ に て 88 CARY LOO TES. | レ 」 線 寛 忠 に て は 余 の 2 例 は EWINe 氏 
肉腫 に 似る . 

卵巣 肉腫 > 例 中 1 例 ( 彫 形 肉 腫 ) は 5 年 間 治療 せ り ・ 

例 

HOO 男 。 右 咽頭 肉腫 (同形 細胞 肉 独 )、 昭和 6 年 1 月 頃 よ り 叶 下 障 得 咽 頭痛 わり , 
2 月頃 より 頸 部 に 腫瘍 現 は る 郡 診 昭和 6 年 3 月 13 日 , 18 歳 . 右 側 扇 桃 腺 部 は 2 3% 
指 頭 大 に 腫 眼 し 忠 赤 す 、 硬 し . AM PORT DL EBAO MS MEME D Y 之 を 
挫 ふ 皮膚 正常 な り , RUE). 3 月 18 日 より 20 日 迄 に 1.800r「 ラ ヂ チッ ム ュ 」 局 所 照射 
00 ' ミ リグ ラム:」 時 間 な り . 4 月 23 日 右側 顕 下 腫 瘍 ば 消失 す . 有 扇 桃 腺腫 瘍 も 消失 せ 
る が 軟 日 蓋 の 右 後部 は 投 指 頭 大 に 腫れ , 硬く 一 部 潰瘍 す . 4 A 23 日 より 更に 1.600r 
BUT. 5 月 14 日 日 蓋 腫瘍 消失 す . 

例 

KOOO 3, 腹腔 内 肉腫 (財形 細胞 肉腫 )、 昭和 元 年 左側 内 丸 肉腫 に て 名 出す . 昭 
SABRE LY Ze PAIS FR ER N EEE). 初診 昭和 6 年 3 月 14 日 , 41 歳 . 全身 
REREIER, 小 見 頭 大 の 腫瘍 が 下 側 下腹 部 に 在り, 表面 不 滑 。 硬度 硬 し , 卵 園 形 を た なす, 
下層 に 肘 し て 移動 せ す , 歴 痛 わり . 3 月 13 日 より 24 日 の 間 に 2, 200 r を 放射 す 。20 H 
ょ り 腫 揚 は 次 第 に 小さ く 軟 く な り AA UHREN FIRE ER NT. 


例 
FOTO 3, MERANECA FAN). KAEBF2 月 初め に 腹部 に 腫瘍 の わる 
こと に 無 づ く 。11 日 の 夕方 ふり 突然 に 紳 経 痛 様 の 上 痛 を 有 下肢 に 話 ふ 、 話 下肢 は 第 








Slit an u in 
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に 恒 曲 位 を 取り 条 に 就く に 至れ り 。 和 初 診 大 正 15 年 8 月 8 日 。49 歳 . 右 下 肢 ば は MHC 
伸展 し 得 ず . 右 廻 盲 端 に 手当 大 の 腫瘍 わり , 表面 凹凸 不在 , 硬度 硬 し , 移動 で す , 境界 
(LEMS, 歴 痛 わ り , 腹壁 ば 緊張 さ ず . 試験 的 切除 に ょ り 賠 形 細胞 肉腫 な る を 確 
uU. 3 月 日 より 9 日 迄 に 4 HED を 放射 す . 3 月 24 日 導 痛 は 大 に 緩和 す , 礎 痛 も 減 
BS, MBL VU HDT. 月 29 A, 自 旨 痛 去り 下肢 1 も 伸 す こと が 出來 沙 行 
し 得 ら る ヽ に 至る , 腫瘍 は 鶏卵 大 ょ なる. 30 日 と 5 月 1 日 に 2HED を 照射 す . 7 月 5 
日 腫瘍 全く 消失 す . MI 年 迄 健 . 

例 

成 〇 〇 〇 3, 縦 隔 膜 腫瘍 (財形 細胞 肉腫 )、 大 正 13 sp BALI SKM BEA TF, 
RI, Brei. 大 正 13 年 1 月 初診 。 営 時 26 歳 。 頸 部 膨大 し , SHIR] 39 fe, 
SPB, 日 唇 に に チア ノー セ ゼ 」 あ り 。 退 親 す る に 心臓 部 陰影 に 績 き て 大 な る 除 彰 
を 認 む . 1 月 胸部 前 後 左 圧 ょ り 各 100 2 HED を 放射 す 、 1 ヶ月 後に 腫瘍 全然 消失 す . 
大 正 14 年 2 月 再び 放射 す , 昭和 3 ER MT Sh AUS BABAR 
見 籍 に 入 る 。 

例 

三 〇 〇 3, 終 隔 膜 腫瘍 (財形 細胞 肉腫 )、 昭和 元 年 頃 よ り 左 背 に 鈍痛 わり . 路 和 2 
年 より 時 々 左肩 に 鈍痛 を 訴 ふ 。 昭和 3 年 1 月 左 顕 部 に SERKO EE A TZ. DEN 
和 3 年 8 月 16 日 , IE RT 2 と 縦 隔 窒 に て 大 動脈 の 高き に 相 営 し て 長 園 形 の 除 
zn), 4, RS THY. MEHRERE BAA ST, WPA It 
BUSH MBRELT. 317029 3A 20 日 迄 に 5HED を 放射 す 、 4 月 23 日 腫 
BL Ms. 同日 ふり 更に 8 日 間 に 3 HED を 放射 す 、6 月 2 ABZ BRK 
導 痛 も 去れ り . AK 

例 

LOOO 3, 右 大 腰 肉腫 ( 炉 鍵 形 細胞 肉腫 ) 大 正 15 年 2 月 右 大 肌 部 腫瘍 た 手術 す 。 
充分 取り 切れ す 再び 増大 し 沙 行 困難 た な り , KURI KARI. DER 15466 月 
12 H, 23 歳 . 右 大 愛 は 浮腫 を 堂 び 腫 須 す , 大 用 の 上 端 内 側 に 手 作 大 の 腫瘍 わり, 表面 皮 
eS CRAP Be So MAY HT, 腫瘍 は 凸凹 あり , 硬度 重く , 下層 に 密 
著 し て 移動 さ ず . 6 月 12 日 より 17 日 迄 に 6HED を 放射 す . 7 月 1 HARTE 
瘍 は 柔 く 2 分 の 1 大 と な る . 9 月 6 日 腫瘍 は 全く 清 失 し 唯 皮 膚 の 一 部 が 下層 に 癒 著 し 
息 に 少し く 硬く 鯛 れ る の みな り . 

例 

加 〇 〇 〇 〇 3, 左 大 腺 肉腫 ( 煽 鍵 形 細胞 肉腫 )、 昭和 3 年 5 月 左 大 腺 上 部 内 側 に 腫 
瘍 を 生じ , 同年 11 月 10 日 名 出す . 昭和 人 年 11 月 再開 の 短め 手術 す . 昭和 5 年 3 月 再 
Ri CHR. 昭和 6 年 2 月 手術 さる が 間もなく 再 績 す . 初診 昭和 6 年 3 月 7 日 . 左 
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KGLO Py Pl pei MS SY), RSH 13H, Eier), 硬度 硬 し 。 下層 に 詩 
CH BOT, AMPLY, 皮膚 と 密着 す 、 3 月 7 日 より 16 日 迄 に 3,000r を 照射 
FT. 月 5 日 腫瘍 【 約 2 分 の 1 に 縮小 す . AN 29 日 全く 消失 す . 昭和 6 年 8 ARO 
微 な きも 同日 より 14 日 迄 に 2, 000 r を 照射 す 。 


例 

永 つ 〇 〇 k, AMAANE. WAS 4A 7 AGS Y RBI A PRO _boeds NER CAR 
Wited3.. HATH I= AMELIE DZ. 初診 昭和 6 年 1 月 16 A, 22 Be. A PRO baie 
す , 36 PECe PURO led fie EL 31 PE), FETT ELAS BART, 硬度 硬 し , AB DY , 小 見 手 
SKIL), MMM ST. VRS TUR EY, 骨髄 ょ り 前 面 は 
AWA EY) MAME BOMIESVAB. 1 月 19 ALY 24 HIT 3,000r FF OA, 
2.600「 ミ リ ゲ ラ ュ 」 時 間 表 面 照射 を な す .。 2 月 21 AAT PRO EMNER C39 EL 724, 
導 痛 去る. 月 2 日 より 9 日 迄 に 更に 3.000r AMAT. 7 月 EHER AUF 
行 自 由 と な る . 腫 彩 も 減退 し て 32 炊 と な り 腫瘍 殖 め ど ふ れず .「 URIS CHO 
除 彰 は 滑 失 と 骨膜 及び 軟部 の 除 彰 は 一 般 と な り 厚 き 骨 衣 を 作る . BREE? LC. 

例 

念 〇 O 〇 〇 女 , BEARARO AMIR (AE MIAME). 昭和 元 年 8 I AB 
手術 を 受 く , 組織 検査 に て 財形 細胞 肉腫 と 認定 さる . 10 月 初め ょ り 腹 部 炊 第 に 膨大 し 
時 々 下腹 痛 を 訴 ふ . 初診 昭和 2 年 1 N 10 A, 30 we, BERREh SEE, ALA (LEI EU 
す , 腹 園 69 HB, ABA ST. 骨盤 腔 に 重き 抵抗 を 感 ず , WD). 110, 12, 13, 14H 
に 肌 部 前 面 を 放射 す (3 HED), 腹 園 増 し 苦 惜 を 訴 ふ 。・17 日 腹水 2000cc AES, 血液 様 
な り . 小骨 盤 腔 に 小 見 頭 大 の 硬 き 腫瘍 を ふれ る , KUREN DY, 固定 す . 1 月 19 
日 ふり 92 月 2 日 迄 に 腹部 背面 よさ り 4HED AMT, 腹水 溜 ら すず 腫瘍 も 縮小 し 始 む 。 
6 月 28 日 腫瘍 を ふれ すず , 腹水 な し , 腹 園 62 HE, BROTHEL 健康 に て 活動 す . 然し を 
の 後 毎年 放射 す 、 OS 昭和 3 年 6 月 1 日 ふり 5 日 迄 の 間 に 4HED MAT, 腹部 は 軌 
く 異常 な し . 中 和 4 年 6 月 24 日 より 26 日 迄 の 間 に 4HED を 放射 す , 健 . 昭和 5 年 3 
月 25 日 より 31 日 迄 に SHED AMAT. 中 和 6 年 8 月 24 日 より 31 日 迄 に 5HED を 
照射 す . 昭和 7 年 3 月 頃 よ り 再 び 腹 水 溜 る . 12 日 腹水 3000cc AHS, AM, 血液 様 , 
小骨 盤 腔 に 再び 小 腫 瘍 を ふれ る . 3 月 12 日 より 2 日 迄 に 6HED MAT, TEAC 
bS PRU AIMS. 3 月 31 日 に は 3500cc ik, 腫瘍 は 著しく 増大 し 腹部 の 大 
邊 を 占め 上 境 ば 創 湊 突 趣 に 迄 達し 表面 は 凸凹 不 生 。 硬く 歴 痛 わり , 再三 腹水 を と る も 
数 な く 。 7 月 8 日 死 す 、 上 然し この 例 は 約 5 年 間 再 引 せ ず に 過ぎ た り . 


子宮 癌 (581 pl) 
ME 581 DIR EHRE 407 例 , HEHE 6 例 , 再 毅 せる も の 155 例 , MPI 


























を な せる も の 18 例 で ある 
FBR (407 例 ) 


病勢 進行 し て 骨 























盤 結 締 科 又 は 勝 朋 或 は 直腸 迄 も 浸潤 し て 手術 不可 能 ミ さ 
れ た る も の 3897 例 (97.5 %) で 手術 可能 の も の は 僅 に 10 Hil (2 


5%) に 過ぎ な 





























Bi: 症例 1 em い . 泰 西 諸 家 に 比 し 人 造 に VE CH A. 
Werten 979 | 46% BONNEY” の 統計 を 左 に 示す . 
MEYER - 545 | 63 | 永久 的 治療 1923 年 より 1928 年 迄 の 
No 350 IB a 症例 に よる . DODERLEIN 氏 の 分 類 法 に 
ZwErmer | 443 Je 従 ひ 4 群 に 分 つ . EDD (1 AD ABI 
限局 する も の を 第 1 群 , (2) 頸 部 境界 
“ape ZE 473 | 
Sa を 超え て 隣接 部 を 侵 せ る も の を 第 3 群 
Bass 263 | 68» 
un (3), (1) 1 乃至 2 子宮 周 園 組 織 に 淫 潤 
BONNEY 450 | 63 
ーー あり て 子宮 の 移動 性 悪く な ぁ も の , (0) 
FLETCHER ScHAW| 200 | 53» al 
—  — | | FFE FREY ARE HD 2, 0) 2 HF 3 
山 川 | 407 | 2 の 
RES L, (4), (1 ) 雨 側 の 子宮 周 園 引 織 に 
て 骨盤 歴 迄 も 浸潤 せる も の , (7) BE, 直腸 迄 も 侵 せ る も の を 第 4 群 さ す . 
an 3 mills 14 2 2E1- 
ns ia 第 3 BE 4H 面 し て 第 1 第 2 群 に 属 
年 代 = — 5 SN 3 JN: 
aS Pre st Di er a 
1923 | 0 | o 1 0 | | o に 属す る も の 88 fi 第 
ーーー ニー ニニ ーー ニー ーー = BR ) 100 
1924 1 1 | 14 3 | a1] 0o 4 群 に 司 す る も の 10 
= En | — ゞ a ls RO) ‘EI 谷 
1925 | 2 | 3 | 13 | 3 | 16| o oe 
— | ーー ビー rr で ー = (sAOML. 第 1 第 2 
1926 1 0 | 17 4 wi 3 
ze outa a ae, 群 は 価 ほ 手術 可能 な る 
1927 0 0 10 2 |. ab @ 
- | | トーー| も 第 3 群 以下 は 不可 
1928 1 1 11 s | io 
2 | トー 一 | 能 で ある . 
計 5 4 | 6 | 14 | 100| 1 ca : 
この 表 が 示す 如く 病 
8026 21.22% 1.02% kia 
OR TAA 171:19=11.124 AAD" has BA HBR Ja F TEN 


は よく 治ら が 直腸 , 勝 
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DER RT RB ARE SAB ER EIZES 2. BPD BMC 

る こさ が 最も よい . SCHMITZ 2 の 報告 に よる も 氏 の 所 詩 第 1 BEER BR I 
し 徴候 な し ) に は 87.87%, 第 3 群 (潰瘍 の 始 り で 接 鯛 出血 を 訴 ふ ) に は 47.17 
% 第 3 群 (子宮 周 園 組織 及び 附近 の 光 巴 腺 に 韓 移 し 出血 及び 悪 具 ある WE 
を 訴 ふ ) に は 17.78 LOTMA DD, 第 + 群 ( 癒 著 せる 腫 場 あり て 商 痛 , 4 
下 , 出血 を 訴 ふ ) に な る くさ 管 に 春 が 悪く な つて 0.87 BE OWS HWS. 
Ra 1929 年 以後 は 國際 分 類 法 に 徒 ふ . BD (1) 吾 部 に 限局 し 移動 す 
る も の を 第 1 群 , (3 ) 膝 容 導 或 は 周 園 組織 ま TEN し 僅か に 移動 性 の 侵さ れ 
た る も の を 第 2 群 (3) 子 宮 組 織 に 強 き 浸潤 あり て 子宮 を 固定 する か 或 は 膝 
璧 の 大 部 分 を 侵 せ る も の を 第 3 群 , (4) 雨 側 の 子宮 周 園 組織 より 骨盤 , IB 
或 は 直腸 迄 も 侵 せ る も の を 第 + 群 さす . 価 ほ 以前 に は 「 ラ ヂ ウ ム 」 が 無く て 應 
用 不 充 分 な り し が 1930 年 に 50! ミ リグ ラム 」 元 素 の 硫酸 「 ラ ヂ チッ ム 」 を 購入 し 
Tv hs OER LIBS ILE OAR EK HO. 





























Si koe BSH | BAM 
数 + mm | 治 mw | 汗 
‘cae | 8 「 @ |) * | ale 
me) 8 re er rer Be 
1981 | 3 « at aa wie 
1999 1) #1 | m 3s | ss o 
1933 0 0 『 20 ; 9 i 18 2 
に FA 5 4 5 88 28 . 143 | 2 
100% 31.7% 1.4% 


CORO < ROW TE 5 (STARARISIFARIE KO. この 内 何人 5 年 以上 
AE LEW DUM AMET RADHA FBS. 

N FARO ik A 場合 に は 放射 後 1 一 3 週 日 中 に 出 
MIAME BMT. + 週 日 頃 より 潰瘍 面 は 清 涯 こさ な り 腫 瘍 は 2 ヶ月 目 よ り 0 
著しく 縮小 し 始め + ク 月 に は 殆 ん ざさ 消失 す . か く て 腫 部 は 全く 健全 な る 外観 
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Ze LUE BIE S Te . DRA LC en SERBS OT 1 RORILD 
BILD A ORAM BR - FIN TAIIHG. 或 は は エ オ ジ ォ ン 」 を 残 
し 之 も 下 滑 に 治療 する あり , この 頃 に な れ ば 苺 下 も 全然 な く な り 全 身 症 羽 良 
好 さ な る. 

組織 陸 的 構造 と 永久 治癒 系 永久 的 治療 例 18 例 中 9 例 は 基底 細胞 銘 , 6 
Pls ERR CHS. 之 に よ つ て 見 れ ば 基底 細胞 癌 が よく 作用 する 如く 《 思 
は ゐる ・ 組織 情 上 の 相違 が 際 後 に され 程 の 影響 を 奥 ふ る か に つい て は 徒 來 意 見 
DE # CHS. HEALY") に よる 第 4 度 (悪性 で ある ) が 66 YO 5 年間 治療 
率 を 示す . LACASSAGNE は 核分裂 像 , 数 の 異型 細胞 の 存在 , 血管 の 避 能 等 よ 
感受性 は きま ら ぬ さ 云 ふ . 或 る 者 は 不 充 分 な る 放射 に 拘ら ず 治 り 或 ある も の 
ISHED BATS EET SD も の で あり 唯 題 微 鏡 所 見 の み で 勿 後 を ト す る こ 
ミ は 出来 な い ミ 附 言 し て 居る . JVAN VON BÜBEN 9 は 組織 悪 的 構造 は 放 身 
線 感 受 性 ミ さ の 間 に は 闘 係 が な い ミ . 

放射 方 法 !928 年 前 は 主 さ し て ! レ 」 線 を 以 て 照射 し し ラ ヂ チッ ゥ ム 」 を 併用 せ 
る も の 少し . | と 」 線 の 照射 條 件 は 炊 の 如 し ・ 

6 放射 野 ( 腹 音 各 2, 側面 各 1, 大 さき は 10x15) 皮膚 焦 穫 距離 30 fH, EBSA 
0.5 さ ! ア ルミ ニウム 」1.0 5 RER 90 一 190「 キ ロボ ルト 」 各 野 に 1 皮膚 
軍 位 量 (530R =562r), 細 表 面 量 は 6 EPEAT (8, 180R =3, 372 r) 局部 量 
(REED DMB IK ARE KO 10 糧 ミ さす) は 90 一 170「 キ ロボ ルト の 時 は 216 9 IER 
位 量 (1, 145R =1, 214 r )180 一 190「 キ ロボ ポルト, の 時 に は 246 皮膚 電位 量 
(1,304R =1,382 r ) CHAD. 次 表 に 示す が 如く WÄR D RA TRGS TE 
感 を 加減 する も 永久 的 治療 は 大 差 な い . 150 一 170「 キ ロボ ルト 」 が 治療 上 に は 
好都合 ミ 才 へ ら 5 れる. 菊 に は 如何 程 の 局所 量 が 最 も 治療 的 数 果 が ある か ぶ 言 
ふ こ さ で ある が 従来 は 大 略 表面 量 3. 400r 局所 量 1,200r させ る が 今年 初め 
より 表面 量 も 300r 局所 量 1.500r さ ミ し 他 日 その 成績 を 比較 し た いさ 思ふ . 

ラ ヂ ウ ム 」 照 射 膝 部 ミ 頸 管内 ミ 雨 方 に 挿入 す . 顕 管内 に は 0.2mm [eRe 
の 白金 管 に 10「 を リグ ゲラ ム 」「「 ラ ヂ ウ ム 」 を 封入 せる も の を 2 一 3 本 更に 1 mm 
FES OMRE IAN ZRUES TAT 旬 み て 入れ る . 48 時 間 置 く . 960 一 









































年 齢 と 永久 的 治 疹 系 
よい 結果 を 得 て 居 っ ・ 





zn ZT 


| 90 一 100 36% _150-170 34 つっ 36 錠 180-1900 412 
| KV.E PTDI KV.E PTD | K.VE PTD 
m | 治 % | 治 | la 
10 | | 0 | Pg 0 | olo Ps 
1924 | 36| 4 0| o | ol o 
1925 | 31) 4 00 | 0 | o 
1986 35| 5 0 0 0 és 
1927 I «4 9 1 | ern 
1998, 1| 0 22 sl 9 | + | 
計 | 125| 13 10.35. 31 4 | 12.5% m; ] 2 | a. を 
a. ef 45| 5 | ae? ae 
1930 | 0 | CO 47 ee 4 | 0 « 」 
1931 0| 0 “es ee es 1 
i922 | o| 0 “| 105 | 0 ae 
1933 0| 0 ss 9 | 0 | 0 | 
va, 0 0 0 221 a 15% | 15 1 | 622 
1.440「 ミ リグ ラム 」 時 間 ミ な る . 腔 部 に は この 10 


ミリ グラ ム 」 白 金管 5 本 を 1mm SOMA 
入れ 更に 木製 の 容器 に 収め ゆ 之 を 「 ゴ デム 」 で 包み て 
MAS, 48—72 時 間 照 射す . 毎日 取り 出し て 洗 
Wes. 2, 400 一 3.600「 を ミリグラム 」 時 間 ミ な る . 

ラチ ヂ ウム 」 さ 「 レ 」 線 さ を 併用 せる 方 が 成績 良 
好 で ある . 1930 年 前 は 「 ラ チッ ウム 」 を 借り て 照射 
し 量 も 不 充分 な り し が それ で も 治療 率 は よい . 
FF YL DARED 1 例 が 治療 し な か つた 
の は 全く 病気 が 進み 過ぎ て 居 た の で ある . 


年 齢 に より 大 差 な きも 20 歳 前 の 若き 婦人 に 割合 に 
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vn, 8 「 ン 」 線 と 「 ラ ヂ ウ ュ 」 THF OL, 
| Pe re aoe? eae 17% 
数 | 治 | | 治 m | it 
| | 
山 川 161 16 | 9.6% 9 3 (33.3% 1 0 0 
DieETEL 05) 14 oO} 2 65 7 |10.89| 155 | 18 11.9% 
ー20 歳 — 305 | っ 40 歳 50 歳 | ー60 歳 っ 70 歳 








数 a elie wm | 治 | x | ale owl me) ow 


10 3 25 3 | 54 


a 
= 
oo 
S 
に ご) 
ou 
= 





27 











| , a > | er 
‚2% 12% | 9.2% 8.5% 10% 202 





F BBB (155 例 ) 
PITTED PELE BEMBOME TA 5. AMABILE 
別 す . (1) ERR FEES, ES し て 潰瘍 を 作る . (32 ) 腫 部 及び 之 に 近 き 和子 
宮 周 団 組 織 に 淫 潤 ミ し て 現 は る , 腫瘍 を 作る . (3 ) 骨盤 腔 に 腔 より 離れ て 用 
Wehen. (# ) 遠 隔 の 騰 器 に 腫瘍 を 生ま . (2 ) 最 も 多 し . 





| | Jay Piro |= 1-18 FRE 
| BHO | っ 22 EINE 遠隔 の 臓 
1-4 


> 
LE [wees Bis 
I 91 | 56=36.3% lk: =50. 3% | 16- -10.3% | 5=3.0% 
DrerErd9|  20.0% | 26.5%|  46.9% | 6.2% 








永久 治療 は 次 表 の 如 く 局所 に 再 攻 せ ちろ もの に 見 5 る . Gai" は 48 例 の 再 
評 子 宮部 を 放射 し 5 年 以上 治療 せる も の は ま 例 (8.9 多 ) な りく ミ 報 告 す . 局所 如 
に その 附近 の 子宮 周 賠 組織 に 再 七 し た も の で も 一 菊 冶 疹 は 敷 例 あ る . 然し 骨 
MBLC <b eH ERFURTER FERN 2, EG 1, FD 














肝 1) せ る EOLA 76 DOT. HEALY " も 同様 の こ ミ を 言 つ て 居 と ゎ ・ 
局 所 | 子宮 周 財 組織 Tem Ce 
u in bie ca Mh i it 
Kalt | 56:6=10.7% 13:3=3.8% | 16:0 | 5:0 
5 ae 38:3 ニ 7.8% | 34:0 | 80 | 2:0 
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FMRBARH 僅 に 13 例 に 過ぎ な い が 5?5 EL EAE LEVY も の 5 例 , 2 
年 以上 が 8 例 で ある . 手 術 後 3 週 日 目 に 放射 す . GAUSS, W ARNERKROS "に よ 
る で さ 随 防 放射 を すむ する も の は し な いも の に 較 べ て 18 SHREDS DSBS 

FB RBS ( 6 Pl) 

6 例 で , 1 ISB, 5 例 は 一 次 腫瘍 で ある . BUHL LSD EDS 3 
年 以上 を 経過 せる 人 日 価 ほ 再 殴 せ ず . 5 BORER 1 例 ( 腺 癌 ) は 1 年 以上 
RT. HYMAN に よる で 成績 は 非常 に よい の で 50 例 中 50 WHOK ITS 


卵巣 腫瘍 0 例 ) 


as, Al AEITHA. 肉腫 は 5 年 以上 治療 せる が 他 は 佳 良 
な ら ず . 之 は 組織 際 的 に は 彫 形 細胞 肉腫 な り . 


陰 ee (6 Hil) 


1 PDE RER 


例 

FOOO WEA GE re AU), 大正 18 年 11 月 ふり 不 規則 な る 子宮 出血 わり , A 
N, 腹痛 。 心 修 元 進 を 訴 ふ 、 大正 14 年 3 月 11 日 初診 。 営 時 27 BEL EARL PSSA I= 
大 , HERE T, BSH, 子宮 周 園 組織 に は 浸 潤 な と, 手術 は 可能 な る 1 も 子 
宮 出 血 に ょ る 心臓 奏 弱 の た め BAT. 15 日 より 腹部 8 BF, WAR 2 野 よ り 500 22 HED 
を 放射 す . LIMA AI (Mik 23H AAS YO RAR BLAS. 6 週 日 目 
LUIEHRUEKOKSEMRL 2, WTEC. 爾 來 健康 な り 。 

例 

OOO 腫 部 癌 (基底 細胞 癌 )、 大正 1 年 3 月 より 多量 の 子宮 出血 わり , RAR, 
iit, 全身 違 和 を 訴 ふ 。 大 正 1 年 4 月 10 日 物 診 。61 歳 . KM I= PRG K の 腫瘍 あ 
り , 秒 く 潰瘍 し 容易 に 出血 す ,。 WHE. RES CHET, 子宮 移動 さす ず 。 11 日 
ょ り 5 野 ょ より 放 射す 線量 500 22 HED. 放射 後 約 1 週 日 目 よ り 出 血 止 み 少量 の 殴 下 あ 
る の み . 7 月 10 日 膝 部 ば 正常 の 大 さ , Harz, 唯 後 唇 が 姜 縮 性 と な れる の み . M 
AR A> HS HELE = CHR, 

例 

MOCO 子宮 膝 部 癌 ( 扇 在 表皮 冶 )、 大 正 13 年 7 月 ょ り 部 下 。 出 血 を 放 ふ 。 13 年 
8 月 25 日 初診 。50 歳 . 膝 部 ば 肥大 し 人 硬く POT, AGMA TET, 前 唇 に 小 魔 底面 
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), BRIT, sr CHL. 8 月 25 日 より 表面 量 30022 HED を 放射 す 、9 月 20 
H に は 出血 , te PTE RAN LOWE 去れ り . 1 24 ARMAL EBA Blt 
目 端 に 終り , Maeda HEAR HCH REO He し. 


Bi 

mOOO Fe EAH Ene ANNO). AGE 124610 9] LY ARs ER POY, 次 
Bi BRAS, 初診 大 正 18 年 2 月 19 A, 39 Be. 膝 部 に 掃 指 頭 大 の 腫瘍 わり , 硬度 
硬 し , 一 部 に 潰瘍 あり , 浸 潤 は 前 膝 壁 に 達 す , 容易 に 出血 す . 2 月 19 A, 20 日 に 4 HED 
を 放射 す 、 8 月 5 日 出血 止む , 膝 部 に BC. SA OAM, WFRAIRTMRT, KR 
部 の 硬 結 。 潰瘍 な く な り 殆 ん ど 正 常 の 外観 を 呈す 。 

例 

KOOO My りゃ か 大 正 14 年 8 月 頃 よ り 肛 様 血液 様 深 下 わり , BR 
Ihren. 初診 大 正 15 年 10 月 25 71 歳 Fie (LB Ob, 腫 部 後 唇 より 後 膝 
23 E\= AY 粗雑 な る 腫瘍 わり , Marie ) 容易 に 出血 す . 10 月 26 日 ふり 29 日 迄 に 4 
HED を 放射 す 、12 月 20 日 出血 , 導 痛 な く 腫 部 に 殆 ん ど 消 失 し 盲 端 に 終る . 

例 

WOOO FERRARI). 大 正 10 年 子宮 出血 わり , その 後 不 規 則 な る 出 
血 を 話 ふ 大正 15 年 6 月 28 日 に 大 出血 わり . 初診 大 正 15 年 7 月 3 日,39 歳 . 膝 部 は 
2 HERSKA IGA し 。 硬度 便 し , 凸凹 不 條 。 容 易 に 出血 す ,。 URS N BEACHES 
CRIT. 7 月 3 日 より 8 日 迄 に 5HED を 放射 す , MRS, Sir RER 

微 な し と の 報 を 得 。 

例 

中 〇 〇 〇 -F ADORE AH). 昭和 元 年 11 月 より 不 規則 な る Fam, A 
ド を 話 ふ 。 巧 診 昭 和 32 年 ま 月 人 日, 47 Be. 膝 部 は 投 指 頭 大 に 肥大 し 硬く , 表面 潰瘍 す , 
Sami, 容易 に 出血 す 。 4 月 日 より 9 日 迄 に 5HED な 放射 す 、 も 月 15 
日 より 出血 止む 9 月 30 “ Bitte, FR, 全身 症状 良好 な り , HRB t a) RK 
WS, 424 EC. WH LY 10 月 日 迄 再 毅 隆 防 の 意味 に て 4 HED な 放射 す . 


例 
KOOO Take EEE). 昭和 2 年 1 月頃 よ り 子 宮 出 血 と 回 臭 次 下 を 話 
ふ 。 初診 昭和 2 年 6 月 2 日 ,38 歳 . 子宮 腫 部 は 肥大 し 表面 粗雑 大 部 分 潰瘍 す 、 容易 に 


出血 す , 諾 腫 窒 欠 に 軽度 の 浸潤 わり 。 6 月 3 日 ふ より 8 日 迄 に 4HED な 放射 +. 6 月 10 
日 より 出血 止む 。 9] 1 HERPA) SAORI, 然し 膝 部 は 何 ほ 硬く 
MAF. 9 月 1 日 より 6 日 迄 に 更に 4 HED を 放射 す 、11 月 5 日 腔 部 柔 < 壮 縮 す 。 


例 
WOOO TER RB). 昭和 2 年 3 月 より 子宮 出血 軽度 の 腰痛 , 下腹 
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fies. MERM2SEIN IH. TER SHE, 硬く , MAMI U, 
容易 に 出血 す , RRR ORS. 9 月 16 日 より 26 日 迄 に 6HED な 放射 
F. 出血 は 放射 後 3 日 目 よ り 止 む .12 月 23 日 腫 部 の 腫瘍 全く 消失 し 「 ア トロ ー フ ォ シ 。 ュ 」 
と な り 原 形 を 示さ ず , WERL, 

例 

MOOOO FSR. 昭和 元 年 10 月 手術 す . 昭和 2 年 9 月 より 出血 を 話 ふ . 9 

診 昭 和 2 年 10 月 6 日 , 44 歳 . 腫 断 端 に 掃 指 頭 大 の 結 六 わ り , 硬度 硬く , 表面 潰瘍 す , 
容易 に 出血 す . 10 月 7 日 より 13 日 迄 に 4HED を 放射 す 、12 月 3 日 出血 な く 腫 首 端 
に は 結 黄 な く 在 滑 と なり, 何等 の 減 潤 も な し , 全身 症 次 良好 な り 

例 

KOOO 子宮 腫 部 癌 (基底 細胞 銘 )。 昭和 元 年 8 月頃 よ り 軒 臭 党 下 と 不 規則 な る 出 
血 と あり . 昭和 32 年 7 月 より 時 に 下腹 痛 を 訴 ふ 。 初診 昭和 2 年 9 月 19 日 。49 歳 . 腫 
部 ば 小指 頭 大 に 好 大 し , 前 唇 に 潰瘍 わり , 左 同族 部 に は 軽度 の 浸潤 わり , 子宮 の 移動 
ば 多少 障 得 さる . 9 月 20 日 ふり 27 日 迄 に 5HED を 放射 す 、 24 日 ふ り 出血 止む 。 昭 
和 8 年 1 月 7 日 腫 部 全く 在 滑 と な り 義 縮 す , 登 座 部 の 浸潤 も な し . 

例 

MOO TERROR). 昭和 2 年 春 ょ り 不 規則 な る 子宮 出血 わり . 初診 
WMA 2 4212 14, CORE, 腫 部 は 小 鳴 卵 大 に 腫 肛 し , 硬度 重 し 。 表面 は 不 潜 なり, 
有 側 子宮 周 園 組織 に 浸潤 わり . 12 月 14 日 ふ ょ り 19 日 迄 に 5HED を 照射 す . 昭和 3 年 

3 月 5 日 膝 部 は 殆 ん ど 小 指 頭 大 と な り , 側 周 園 組織 の 浸潤 消失 す 。 出血 な し . 6 月 
11 日 より 16 日 迄 に 4HED MAT. 12 月 3 HEART EHE し 殆 ん ど Wet BrL, 


例 

FOOO 子宮 膝 部 癌 (基底 細胞 冶 )。 昭和 2 年 2 月 ょ り 子 宮 と 出血 帯 下 と を 旗 ふ 、 
初診 昭和 2 年 11 月 29 日 。 61 歳 . 腫 部 に 小指 頭 大 の 硬 結 わり , KREMER U, A 
MRE Seis LT. 11 月 29 日 より 12 月 4 日 迄 に 6 HED, 2:3 1 13H LY 20H 
迄 に 4 HED を 照射 す 6 月 2 日 全身 症 汐 良好 。 RIC, 膝 部 は 盲 端 に 終り 何等 の 抵 
抗 な し . 

例 

中 〇 〇 〇 〇 =F SEAM CRE Se). 昭和 3 年 11 月 初旬 より 子宮 出血 , 下腹 痛 を 
許 ふ 、 和 初診 昭和 3 年 11 月 23 日 。 氏 歳 . 膝 部 ば 掃 指 頭 大 に 肥厚 す , 殊 に 左 に 甚 し , A 
MAK ETT, ML, 容易 に 出血 す , 左側 窒 邊 ょ り 左 側 子宮 周 園 組織 迄 4 浅 潤す . 23 
日 より 28 日 迄 に 5HED を 放射 す 、 哨 和 4 年 6 月 23 日 出血 、 箕 下 な し て, 腫 部 は 殆 ん ど 
4a IER OB e BOE ( AMMMORA LWA Y, 

例 
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HOOO FS HE. 昭和 元 年 8 月 子宮 摘出 術 を 受 く . 昭和 3 年 5 月 子宮 出血 あ 
J. 初診 昭和 3 年 5 月 1 日 。41 歳 。 腫 盲 端 部 に 小指 頭 大 の 結 黄 わり , 硬く , 容易 に 出 
nF, 他 に は 洪 潤 な し .5 月 15 日 より 18 日 迄 に 4HED,「 ラ ヂ チッ ム 」2.500「 ミ リグ ゲ ラム メ 」 
時 間 照射 す . 6 26 HMA MR CET RS, 何等 の 抵抗 を ふれ ず , 出血 な し . 同 
月 26 日 より 29 日 迄 に 8 HED RAT, 

例 . 

OOO TER iE ARE). NEE JR FE Md), Beds 
下 あ り . MHMMS 412 1A, 56. ARIZ L PBA OMERD MBS), ik 
GL, MAT, AES LEST, 容易 に 出血 す . WASALYSH 
迄 に 6 HED, 75 FY 4 12,600° 3 y 75 2 AERTS. 4 年 1 月 24 ARK 
と な り , PUR LIC LY BM LIS. Ae MEAR IT IE 少く し 抵抗 を ふれ る . 1 月 2, 
25 日 雨 に 左前 後 よ り 2HED を 放射 て. 3 月 4 日 腔 部 は 壮 縮 し 浅 潤 全く 去る 。 

例 

AOOO FS HAR CmPE ARM). IAS AE TAY Pe, EST, Mi 
Bk, HW Fite ws. 初診 昭和 3 年 13 月 12 日 。57 歳 . 子宮 ば ぼ 小 , BRIS Ue 
KLREBRERAET, ML, 容易 に 出血 す 。 12 月 12 日 より 17 日 迄 に 5HED, 「 ラ 
ヂ ッ ゥ ム ,」900' ミ リグ ゲ ラム 」 時 間 照 射す 員 和 年 2 月 9 日 出血 、 常 下 な し , 膝 部 ば 在 滑 。 
BHT. 同日 より 16 日 迄 に も HED を 照射 す 。 


例 

磯 つ OOC Tri. 昭和 3 年 5 月 より 子宮 出血 と 左側 下腹 痛 と を 
HS. MPIMAMZ 12 IH, 47 Bo 大 部 分 は BRT TS, 左側 膝 窒 除 ょ り 
左側 子宮 組織 迄 当 潤 し て 小 時 卵 大 の 腫瘍 を 作る. 18 月 4 日 より 8 日 迄 に 5HED と 「 ラ 
ヂ ッ ゥ ム 」1.200「 ミ リグ ラム ュ 」 時 間 照 射す 13 日 より 出血 止む 。 昭和 4 年 1 月 24 日 腔 部 は 


殆 ん ど 疹 失 し 下 滑 と な れる が , 谷 ほ 左 子宮 周 園 組織 に 抵抗 わり 。 同日 より 更に 2 HED 
を 左側 子宮 部 に 照射 す 、 3 月 7 AMM, 腫 せ 盲 端 に 終る の 観 わ り . 


DR RE Hy (89 Bil) 


KBE AL COMALICO EEE FORTE. 多く 
は 既に 手術 不可 能 で あり 0 FMIOPECCA A 20 一 30 Y TCHAD. し か も 手術 後 再 
残し 生存 年 限 は 7 月 で ある ・ 放射 緑 療法 に より 治療 する ここ ある の みな り の ・ 
吾 等 の 例 に て は 狗 9 口蓋 訪 桃 也 の みな ら ず 前 口蓋 弓 , KOR, 舌 根 部 , 舌 咽 
頭 鍛 迄 も 進行 し 義生 部 位 を 確 め る こ ミ 困 離 で ある . よ つ て 大 帆 の 分 類 に 過ぎ 
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な い . 次 表 の 如く 5 年 以上 の ARE FD FRE 28 9% HD. 1930 年 
ROPER AK SATE ARR eC PRE AET. 即ち 3 年 以上 1 例 , 2 年 以上 1 例 
1 年 以上 1 例 , 1 年 以内 は 5 例 さ な る . か く 治 療 数 果 の よく な つた の は 従来 














192: {1924/1995 10201927 1928) 19291930 19: 31 1932 1933, 計 
m2) o| o| 5| 2/2) sl 9| 8 2 mw I 
SR, (EES (EASES SEN RER LEBER [ate | Pola ERLEBT aS See ee 
| 1] ol ol ol ol of of 4 1} 1) 5| 9=282 

Amp Ba 咽 腔 側壁 Faia 
数 17 ea er u 
治 3 1 5 ra 








の 放射 記法 を や め て COUTARD 氏 の 式 を 加味 し た か ら さ 思ふ . COUTARD 
OWNER 72 5LD S 46 例 中 2 SE PEPE Ze 5 132(36 %) 5 EHE & 4 D 
11(23 5) C&A. BERVEN ® は 192 ま 年 以後 大 量 照射 (100 一 150 FCRFTH)) 22 7 
し て 3 年 間 治 療 39 少 の 好成績 を 得 , 1930 年 に は 8 例 を 照射 し 皆 一 時 治 つ た 
2 な 
臨 灯 的 経過 よく 反 應 する 時 は 放射 後 10 日 位 に て 腫瘍 は 縮小 し 始め ーー# 
WAI THAT. 之 さ 共に 出血 , 距 下 困難 . 言語 障 得 , 呼吸 障 偶 , 導 痛 , SE 
液 質 は 去る . 光世 腺 轄 移 の 感受 性 は 一 次 腫瘍 の それ より も 異 る が 不定 で あ 
或 も の は 感じ 易く て 原義 腫瘍 より も 先 き に 消失 し 或 も の は 原 殴 腫瘍 消失 

する も 暫く 小 抵抗 ミ し て 残る ここ あり . この 嘩 に 開 し て は 諸家 の 意見 価 ほ 一 
致し な い . 

放射 方 法 ETH eT. 1 YE 200 r —250r SF LAH 3, 500 r — 
5,000r さす .「 ラ ヂ ウ ム 」 を 併用 す . 表面 よ 0 2.300 一 800「 も リグ ゲラ ム 」 時 
常 て る . 組織 内 に 針 を 挿入 し 得 た る は 1 例 で ある . この 例 は 2, 700「 ミ リグ ラ 
ム 」 時 間 で あつ た が 一 時 口蓋, 舌 粘 膜 に 激 し き 炎症 を 起 し た 

ABBA 治 つ た も の 9 例 の AAPA LINIE 1 例 (基底 細胞 
冶 ) を 除き 他 は 皆 扇 下 表 度 部 で ある 
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例 

MOOOO 3, 左 咽 頭 癌 ( 扇 在 表皮 部 )。 昭和 3 年 11 月 頃 よ ) FEB 
え 叶 下 障 得 を 訴 ふ 。 昭和 年 1 月 25 日 , OB. 有 有 側 額 下 腺 ば 抽 指 頭 大 に 腫瘍 す , BEL, 
7c FURL) ERS A ARI, 硬 て , 左 咽頭 に ば 舌 根 ょ り 軟 日 蓋 に 瓦 り 赤 色 在 滑 の 腫瘍 あ 
り , ABR AEA THEM RZ, 表面 に 潰瘍 を 作ら ず . 同日 ふり 第 1 同 放射 , 
全 表 面 量 も 995r な り 。 2 月 19 HI, 叶 下 障 旭 なくなり 腫 瘍 も 全く 清和 失 し て 殆 
ん と ど 正 常 の 外観 た 呈す , SATIRE AA R TFT. BRBECT. 


例 

村 〇 〇 〇 3, Aral Br m FRE), WAS 4e OF] Bp OAR eA 感 ず , 
次 第 に 右 の 扇 桃 腺 が 腫れ た , 15 | BRA DES, 昭和 S 年 10 月 11 日 初診 。 69 歳 . 
右 咽頭 に て 扇 桃 腺 ょ り 舌 根部 , 軟 日 蓋 に 互 り 鶏卵 大 の 腫瘍 わり , 硬く 表面 は 潰瘍 し 一 
部 は 壊死 に 了 り 汚 機 き 組織 片 が 附 著 す . 11 日 ふり 26 日 迄 に 左右 雨 頸 部 より も 300r を 
放射 す 。 20 日 頃 は より 腫瘍 ば 縮小 し 始め 27 日 に ば 全然 消失 し て 症 痛 も な く 全く < 正常 の 
外観 な 呈す 、 

例 

MOOO 女 , FE BE Cini FARE 4D, 昭和 S き 年 7 月 頃 よ り 左 咽喉 部 に 疾 
Kreis. 10 MSS VORP REED MER Wins. 昭和 38 年 10 月 14 HB, 39 
歳 。 薬 状 佳 。 左 詠 桃 腺 部 ば 小 肘 卵 大 腫瘍 。 表 面 粗雑 。 腫瘍 ば 同 側 軟 日 蓋 より Bir 
超え て 反 翌 側 に 迄 及び 咽頭 入口 は 狭く 辛 ふ ど て 流動 食 を 叶 下 し 得る の み , BP MRE 
な し と . LOH 14 日 より 1 月 1 日 迄 の 間 に 左 有 雨 頭 部 ふり 線量 3.600r を 放射 す 、11 月 
10 日 腫瘍 全然 消失 す , MTAETY, 

例 

OOOO 女 , 咽頭 冶 ( 角 化 表皮 冶 )。 中 和 7 年 7 ERS VRR FREI 軽度 の 咽頭 痛 
を 旗 ふ 。 哨 和 8 年 1 月 頃 よ り 首 痛 増す 昭和 8 年 7 月 29 日 初診 44 歳 . 咽頭 後 壁 に 
WH KOM HY, EL 表面 粗雑 な り , 歴 痛 わり . 7 月 29 日 日 より 8 月 16 日 迄 に 
左 有 有 画 側 ょ より 表面 量 3.500r を 放射 す . 9 月 3 日 腫瘍 全く 消失 す . 

例 

本 〇 〇 〇 〇 3, 左側 咽喉 問 再 費 ( 扇 在 表皮 部 )、 約 10 年 前 癌 の 診断 の も と に 左側 
詠 桃 腺 の 手術 を 受 く . NAAT 年 幕 ふ り 左 咽喉 部 に 導 痛 を 訴 へ 。 時 に 出血 す 。 昭和 8 年 
2A OHMS, 65 ek. m, TOTER VEIT U Be EEE 
す , 一 部 潰瘍 す , 歴 痛 わ り , CMMI. , ACM RB = EO 
痛 わ り . 2 月 10 日 より 2 月 18 日 迄 に 3.500r「 ラ ヂ ッ ュ 」 局 所 貼 用 「 ミ リグ ラム 」 時 間 
な り . 3 月 20 日 咽頭 腫瘍 及び 韓 移 全く 消失 す 、 咽頭 粘膜 に 笑 症 た 残す . 


例 
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KOOOO 3, 右側 扇 桃 腺 癌 ( 扇 在 表皮 癌 )。 昭和 6 年 1 月 ょ り AOA PERG Ae 
許 ふ 。 和 初診 昭和 6 年 3 月 13 日 、 68 歳 。 右 扇 桃 腺 は HERR MAT, RATA, 
赤色 を 呈す 。 MEM, RT FT. 3 月 18 日 より 31 日 迄 に も 000r.4 
月 2 日 に 「 ラ ヂ ウ ュ ) を 局所 に 850「 ミ リ ゲ ラ ム 」 時 間 照 射す 4 月 30 日 扇 桃 腺 の 腫瘍 は 
PRA ERK CRB ODS 67S. 5 月 人 日 より 7 日 迄 に 更に 1,2007 照射 す 、 7 
月 20 日 扇 桃 腺腫 瘍 も 光世 腺 還 移 し 全く 消失 す . 


MR 5A He (72 Bi) 


MRD S EMIT & BARA TARDY ON ODI RRR. 然るに 
近 來 手術 に 放射 線 を 併用 し て 好 結 果 を 得 つ ヽ あ る . LEDOUX 及び SLuys ™) 
は 甲 添 軟骨 を 露出 し 外部 軟骨 膜 を づら し 甲 潜 軟骨 に 密 を 明け 内 部 の 軟骨 膜 
は その ま ゝ に し て 針 を 刺し 4 例 の 喉頭 冶 を 治療 き る し た さく 言 ふ . FINZ 及び 
HARMER ® は 針 を 刺す 代り に RAILS, その 機能 的 成績 の 良好 な る こ 
さ ミ さ を 1928 年 Stockholm LAU ABER U: b> BRIO CHR UK. 然し 
この か 法 は 雷 に 小さ い 限 局 し た 腫瘍 丈 に 後部 連合 部 に 達し な い 場合 に の み 用 
ゐ ら る . COUTARD 9 が 1920 年 より 舌 延 分 割 照射 法 を 試み て 多く の 治癒 例 
を 報告 し て 居る . 大 な る 腫瘍 も 営 夫 し 機能 的 成績 も 非常 に よい くさ 言 ふ . 即ち 
2 年 以上 治療 が 212 例 中 55 例 (26 76), 5 年 以上 治療 が 162 例 中 26 Bl, (16 9) 
な り ミ . その 他 HINTZE® の 報告 に よる ミ 29 Pile 5 Pil (17 %) 3° 5—10 年 間 
治療 せり ミ , RIK 1930 年 以後 は 眉 延 分 割 照射 を 行 へ る も それ 以前 は 一 時 強 
カカ 照射 を な し 部 位 に より て は 見 る 可 き 成績 が あつ た . 即ち 5 年 以上 治療 が 20 
例 中 2 Pil (10 %), RED 72 例 中 15 例 (20.8 多 ) あ り そ の 2 例 は 3 ar, 
4 例 は 3 年 以上 , 3 例 は 1 ED eR A SHES, EEHBILN- 
ょ り 反 應 に 相違 が ある . CADE 氏 に 徒 ひ 4 群 に 分 つ . その 間 多 少 の 移行 あり 
て 明 瞭 に は 司 別 困難 で ある . (1 RET, PETER ORM IK EAT AD LD % 
喉頭 内 腫瘍 こす , (2) BR LO PR ARE, SAKA eS 5 © URI 
ト 部 腫瘍 こす , (3 BEAK O0 HE COAT ODM REO ARRAS BPS 
も の を 側 部 咽頭 腫 場 さす , (RER ORTE BS BD PURGE 
So. 第 1 HRI TES PCE RN. 放射 線 に よる 成績 
は 最も よい ・ 第 3 RES, METRE, CORT ME HED. れる も 放射 
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線 に て 治る. 第 3 HSE 6 ORB EO DGS CH OA. 
喉頭 内 | tT ae ne ee ee | 
m | 治 | BR AR | 治 Mm a 
1994| 1 ne ae o0| o| of] ol o 
1995| 0 | 0 ay 0 | 0 o | o| ol 1 0 
1926 | 0 0 1 | a) 2 Ang 0 | 0 0 
1927 | 0 0 23 tend 2 o | WI 0 0 0 
m ドラ ra wre 5 年 





























0 
we 4 | ュ ie nz 0 | 0 | 0 
me 2) 31 Er el WW| els 
a | 19 | 8 | 34 | II 
EI u wae | Re F 3 1:0 
[=] 癒 ER EN der he me =a 
er 19:8=42%  34:6-18% 10:0 | 4:0 5:1=20% 





永久 治癒 20:2=10% 
一 次 治癒 72:15=20.8% 


性 別 と 治療 率 男子 は 女子 よ 0 造 に 多く 82 2622. i LTR 
は 女子 の 方 が 男子 に 勝る . この 中 は COUTARD の 数 に 近い . 











治療 敷 | 一 次 治癒 | we | 治 ite 
男 | 59(8222) | 10(1722) | 男 | 197(9322)| 38(1622) 

山 川 ーー セテ ーー ーー テー CourARD |-— | | 
女 13Q82) | 5(3822) fe | 15 (7%)| 9(60%) 








放射 方 法 「 レ 」 線 ミ 「 ラ チッ ウム 」 を 併用 す . 「 レ , 線 一 1928 年 前 は 0.5Zn + 
1.0 Al, 30em, 6x8, '/; HED pro Feld, 90K.V. の 條 件 に て 全量 3 ESE 
位 量 を 6 日 間 に 放射 せり . 2 7 ARS % OST. 1928 年 後 は BRET 
照射 を 試 む . BP 0.5Zn+1.0Al, 50 em, 6x8, 200r pro Feld 170K.V 
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の 條 件 に て 全量 3.600r 一 000r を 3 週間 乃至 3 週間 の 間 に 奥 ふ . この 量 に 
て は 未だ COUTARD の 所 詩 Radioepidermitis を 起 さ な い 。 同時 に 「 ラ チッ 
ム 」 を 外部 よ り 照 射す 3.000 一 4.000「 ミ リグ ラム 」 時 間 ミ >. PHRASE 
を 作り ! ラ 」 針 を 刀 べ た る も の は 2 例 に 過ぎ ず , 不 成 績 に 終 つ た . 恐らく 32 例 
ミ も 病 圭 が か な り の 進 行 し て 居 つ た の ミ さ 「 ラ 」 針 が 太く 過ぎ て 局所 を 壊死 に 陥 5 

し め 億 染 せ る に よる な らん . 最近 は 「 レ 」 線 量 を 更に 増加 し 5,000r 位 さす . 

放射 経過 放射 後 腫瘍 は 特有 の 外観 を 吐 す る こさ な くし て 表 週 間 内 に 治 2 
す . PUGET, BEBHALEEOIMLSALIER. RHR ¢ 
RER SIR WREST. 反 應 な く 増 宮 せる も の は 1 例 に 過ぎ な 
い . ロロ 腔 粘膜 の 乾燥 は 殆 ん ざさ 避け 難い . 生年 , 時 に は 2 年 も 績 く こ さあ り 05. 
Keen. 1 例 に 於 て 結節 性 紅斑 を 見 た . 

SRSA LAR 一 次 治療 せる も の 15 例 中 試験 時 切除 を 行 ふ こさ HE 
は ざり し も の 1 例 で ある . 2 例 は JEAN, 1 例 は 腺 癌 , 11 PIS RK 
BEECH BD. 衣 僅 小 な る 故に 永久 治療 ミ 組 織 取 的 所 見 さ の 間 の 開 係 に 就 て は 
WNL THATS SHAW. 2 

RBS SUPRA ORE Bie, 皮下 組織 ミ の 疹 閉 位 に 止ま O BEDE 

(MRT IL, BSE SIO BENE PERS IL) Ze SUS. 

例 

松 )、) te, WeBRA CURI). JOE 12 年 頃 よ り ET RURR ORK DY, 13 年 
IN LYRA Rs. 13 年 11 月 MB, 68 ee. 喉頭 に 大 な る 腫瘍 わ おり て 青 泡 見 たえず, 
ERO-HFEUTNSZ. MG er r= RLU RELY BAC |W 
すず , AGF S CUS, CTL RCV. 11 月 4 日 より 8 日 
迄 の 間 に 左 右 雨 側 ょ り 線 量 220 2 HED を 放射 す ,11 月 19 WiLL PARAL E 正常 と 
な り 腫 場 は 全く 治 失 し 右側 役 準 上 に 小 き 赤色 の 跡 を 留 わ る の み , HAMS, 2 ヶ月 
後 昌 に 50 22 HED な 放射 す ,、 そ の 時 に 喉頭 所 見 殆 ん ど 正 常に 異 ら ず 。 昭和 3 年 末 再 
Kom & 

例 

“OO 男 。 有 側 喉頭 癌 ( 扇 條 表皮 冶 )。 昭和 7 年 1 月 初め ょ り RHA. FEN, 
WEIR LC. 初診 昭和 7 年 2 月 8 日 。53 歳 。 右側 盤 汰 の 前 生 は 灰白色 の 腫瘍 塊 に て 挫 ば 
3, 運動 は 不 充分 な り , ACMA Lhe Ss OM UT 般若 の 大 部 分 を 挫 ふ 。 2 月 
SHY 27 Higlz Tuy b Py, ARS 3, 000r , er” ゥ ム 」 外 部 照射 44800「 ミ リ ゲ ダラ 
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a REI UY. 3 月 7 ARR) 80 RN, GARIEM 27S. 3720 HER MO 
外観 を 呈す . 

例 

加 〇 〇 〇 3, Ai, ASIA YMRTERS, 少量 の 嗜 導 と 軽度 の 咳 
Mrs. MBIA 5S 年 10 月 30 日 、 諾 喉頭 に 授 指 頭 大 の 腫瘍 わり て 7c RR Aire EO 
RAF, RAG, 表面 不 滑 な り . 左 披 裂 部 は 淳 腫 様 腫 肛 を な す , Amts See 
す , HERE. 中 和 5 年 10 月 31 日 より 1 月 7 日 迄 に 3.000r. 12 月 22 日 ふ 
り 27H3&E172,000r,'7F92, Ru 1,5007 3977 WAR, 第 2 回 目 照射 時 に 
NERER ER MG LAMBA TAN LD, 唯 左 披 裂 部 に 浮腫 わる の み . 
昭和 6 年 2 月 27 日 喉頭 所 見 は 全く 正常 な り . 

例 

亀 つ 〇 〇 〇 3, AURICH). 昭和 5 年 月頃 よ り RAR. 初診 
昭和 6 年 7 月 31 日 . 左側 優 式 汰 は 腫 須 し 整 帯 を 挫 ひ 見 えす , ATARI D HERE RS | AT 
粗雑 な り , 左 税 裂 部 は 腫 須 し 潰瘍 わり , TORI FRI LO > ul, 7 月 31 
日 より 8 月 1 日 迄 に 2.500r 10 f] 29 日 より 31 日 迄 に 1.500r。 8 月 19H ょ J り 3 日 
間 に 3600「 ミ リグ ゲラ ム 」 時 間 を 照射 す . 8 月 10 HERE FE MAE DER dA 
す . 11 月 2A REM, BT LIA CMO ILS CLL, BRE OMG (1 Ra 
な り , TRL IS 6 72 BR hee BLS. 


例 

BOOO KK, FR ERBE). MAAS 年 夏 ょ り BER. 昭和 4 年 秋 
REN RR). 初診 昭和 5 年 7 AISA, SE SMR LH 
に 腫 肛 し 赤く 粗雑 な り , 灰白色 の 腫瘍 が 喉頭 入 日 を 全部 挫 ひ 殆 ん ど 刷 堂 を 見 ず , De 
部 ば 雨 側 共に 浮腫 性 腫 且 を 呈す . 7 月 18 日 ふ より 26 日 迄 に 3.200r「 ラ ヂ ウ ム 」2.500「 ミ 
リ ゲ ラ ム 」 時 間 照 射す 、 7 月 30 RER, 首 痛 血 導 共 に 減少 す , RED 
EME (LBS TRU DSB LS. 8 月 11 AKG, ER AV REL NEE WEL eB, 
BNE RN LY A MT, ABMS DPA ET ZOOS, 

Bi 

ROOO 3, 7c MMB mi FAL. 昭和 5 年 7 月頃 より 咽頭 に 異物 感 わ り , 
107 SV) RER. 昭和 6 年 1 月 に 有 頭 部 に 腫瘍 た 認 む . 初診 昭 和 6 年 2 月 日 , 
70 歳 。 右側 顕 部 に 鶏卵 大 の 腫瘍 わり , 弾力 性 硬 き , AMT, 皮膚 と ば は 疹 著 し な い が 
MEET, 歴 痛 わ り , Ar LEBER ET し 表面 粗雑 な り 運動 せ ず , Frl 
PAA LARS, A MET SELF. 2 月 4 日 より 28 日 迄 に も 000 
r「 ラ ヂ ッ ウム 」32.400「 ミ リ ゲ ダラ ム 」 時 間 照 射す . 2 月 27 日 頸 部 韓 移 腫瘍 は 全く 消失 す , 
Ree ORLA L 7h) MA GS, FRE WLS. 4 月 17 HERNE 
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MEA (EVIE OWMAS OL (MBS, REL Wee IS, 


例 

MOOO 3, MIR GLK AIO). IAAT S ALY MBAR, WIAA 7 年 
DASA, 55 ce, 左側 喉頭 に は 灰白色 の 腫瘍 わり 小指 頭 大 , RER FE LOMBOAM 
DREH IMLERZT, HRATEREREEEIT, TREO PAI b ERK 
自 色 醸 花 状 の 腫瘍 わり . 9 月 5 日 より 11 月 10 日 迄 に 5,000r edit. 10 月 26 日 に 
は 音 黄 明瞭 と な り 側 役 堂 ば は ょ く 見 え 運 動 す , 左側 衣 向 は 腫瘍 の 乱 め に 未だ 見 え ず . 
MMSESAIOH, SRAARO LE PORBAK CMHLEEROMBTET, 


Bij 

SOOO 女 , 喉頭 冶 ( 肩 在 表 皮 癌 )、 昭和 8 年 1 月 より 咽頭 痛 わ り SAE, WR 
FAM. WRIA 8 42 26H, lee. HMRI lit, 腫 彩華 赤 す , 
‘K|- DAKO RABOMMH V—MLRBT, WMORR LAL EERNY, 2 
22H 6) 3A 2 Alc 3,000r エミ 「 ラ ヂ ゅ ュ 」2.500「 ミ リ ゲ ダラ ム ュ 」 時 間 照 射す 、5 月 25 
H PAR OA LIK LTR RR LS, ERLERT U. 


例 

KOOOO 3, 左側 喉頭 癌 ( 扇 在 表皮 癌 ). WA 7 2 A LY) MRE ARR, IK 
HY), 初診 照 和 7 年 12 月 20 日 , 77 歳 . FEMI RAR, Muhr 
Ka), AAA LMS, ART 正常 な り 。12 月 20 日 より 昭 和 8 年 1 月 10 日 
迄 に も 000r を 照射 す 、 SAT HERE MRICS, 全身 症 潜 良好 な り . 4 月 17 
日 腫瘍 全く 消失 し 諾 刺 汰 の 後部 が 少し く 療 痕 を 形成 する の み . 

例 

KOOOO 3, ZAMIR m FERNE). IAG ARO ALY) Ar. DARM 
6E8A10H, SR ARAIRAEHER ROM ED) TAIRERUHER ODE 
MRO Mates, AHAMERS:, ARE, REBEL. SAAS 
り 17 日 迄 の 間 に 3,000 r を 照射 す . 8 月 20H AMMAR IS RA PAU 105s y7 5 2, 
Fra SS AAML~ 18 BF (900' Ey 5 4 AEA) MHS, 210 oY eR 
Mie HUT, HI 1 I= C TRIER IR TFT, 然し その後 病 勢 次 第 に 悪化 し 
無 管 切開 た なす. 





35 Be (66 Bil) 
EI HRICHET. 66 例 中 60 例 (91 %) [SIAC AG O EIS 6 BI) DSF 
CHS. FRAMED LOD RILFMAO BETH D. 
LA (60 例 ) 
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AFRIKA D TH. MARTENS 
は 諸家 の 79 例 の 手箱 患者 中 唯 2 ET. その 後 PICHLER 7 は 
150 例 の 上 顕 腫 場 を 手術 し た が 永久 治療 は 8.9 多 に 過ぎ な いで ヾ 言 ふ . し か も 
その 中 肉腫 が 大 部 分 で ある 故に 部 の 治療 は 僅少 で ある . 放射 線 に よる 成績 も 
恋 不 良 で ある . WERNER 及び Rapp は 3 年 間 治療 せる も の を 報告 
BECK 9 は 2 例 の 下 許 冶 を 手術 し て 後 放射 し, 1 例 は # 年 , 1 例 は 7 年 間 再 
項 し な か つた の を 見 た さ 云 ふ . 余 は 幸 に 4 例 の 治療 例 を 経験 し , 1 例 は 4 年 , 
2 PINS 3 ED EAE SE > A Bio. 





1923 | 1924 | 1925 | 1926 1927 1928 | 1929 | 1930 1931 | 1932 | 1952 








Mm 4 4 4 1 3 3 | 6@ | 19 | 10 5 | 10 
nm, 0 0 0 0 1 € id 2 0 0 0 





年 齢 に つい て 見 る に 50 一 60 歳 代 が 最も 多い . ARE IO MRS ER 
り に 少 い か ら 計 上 出来 な い . 
性 男性 に 断然 多く 80 を 占 む . ARRAS. 











っ 30 歳 一 40 歳 一 50 歳 一 60 歳 705% > 805% By in 
By Ni eee 16 23 14 1 3 48(80%)3 (6 %) 
治 0 1 1 1 1 0 te 12(20%)1(8%) 














放射 方 法 「 レ 線 の み で 照射 せ も も の ミ 「 ラ ヂ ウ ム 」 を 併用 せる も の さあ り 0. 
Frl LAOH, RAM ROBB EOD 4 門 か ら 照 射す , 4 一 8 日 間 に 放 
射す . 綿 量 (表面 量 )8, 800 r —4, 500 r に て 治療 せる も の 多 し . 電 歴 は 次 表 の 
如く 150 一 170K.V. の 場合 に 治療 人 あり . Dit OBR ROL HE, IAS 
も 影響 する か ら 簡 澤 に 電 歴 の み を 以 て 云々 する こさ も 出来 な い . 





電 礎 O 150 170  H90 「 ラ ヂ ウ ム 」 を 併用 せる も の 
ーー | K.VE」 KV.E」 KVE/ KVE er 
Re 15 kite oh ce LOAD AD. 5 FY 
OB | o | 2A RUE BURN 











I~ LAA eB し 汰 上 「 フ , 
VL H— EL MATHRACIMAT. 500792572, OH 48 FAME 
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す (3,400! ミ リク ラム 」 時 間 ) 切開 創 面 は 腫瘍 が 治さ 自 然 に 癒合 す .! レ 」 線 ミ 
「 ラ チ ウ ム 」 の 組織 内 照射 が 最も よい さ 思 ふ . 手術 後 「 レ 」 線 照射 を 試み た る も 
好 果 は 少 か つた . SCHINZ ©) は 寧ろ 先 つ 須 延 分 割 照射 を 行 ひ た る 後手 術 する 
CSRS. その 他 ス トッ ク ホ ルム に て は 口腔 より 腫瘍 を 電 握 凝固 させ 創 面 
に 「 ラ ヂ ウ ム 」 を 貼 用 す . 巴里 に て は 腫瘍 は 除去 し 創 面 に 「 ラ ヂ ウ ム 」 を 営 て る . 

組織 學 的 構造 より 治療 せる も の を 見 る に 3 liste FARM, 1 例 は 基底 
細胞 多 で ある ・ 

F £6 癌 (6 例 ) 

内 1 PUSHED AE CHD. TaD FES. 

例 

FOOO 38, KL FRI). 申 和 3 年 5 月 に 左側 鼻孔 塞がる 。 Mad SE 
の 3 月頃 よ り 左 側 鼻 出血 , 諾 顔面 腫 肛 す , 導 痛 を 訴 ふ 。 昭和 5 年 7 月 日 初診 。 旬 歳 . 
RIMMER, ACM LRT, 皮膚 は 吐 赤 色 , 諾 眼 裂 狭し , 歴 痛 わり , 弾力 性 あ 
る 硬 さ を 呈す , 諾 鼻孔 ば 腫瘍 に て 塞がる , KATRIN HU). 同日 ふ ょ り 
第 1 回 照射 を 行 ふ 。 全 表面 量 2.583r , 腫瘍 内 に 「 ラ ヂ チ ゅ ゥ ぇ ム 」 を 1,900「 ミ リグ ラム 」 時 間 
奥 ふ 9 月 18 日 より 第 2 回 照射 を な す , 全 表 面 量 1.960r 、「 ラ ヂ チッ ゥ ム メ 」1。200「 ミ リグ ゲ 
ラム 」 時 間 を 腫瘍 内 に 挿入 す . 昭和 6 年 7 NDR, BFH), 鼻孔 より 出血 も 膜 様 
分 泌 も な し , 漆 思 腺 還 移 も 一 次 腫瘍 も 全然 消失 さり ,「 ラ チッ ウム ュ 」 を 挿入 せる 部 は 正常 
粘膜 に て 挫 は る . HREBAELEZIHEROHTL. 

例 

OOO 3, 7c BW Ee Cini Fe). MAAN 2 年 頃 よ り 次 第 に 左側 鼻孔 閉塞 す , 
時 々 上 鼻 出 血 を 來 た かす. 初診 昭和 4 年 5 月 23 日 。31 歳 。 堪 上 顎 は 少し く 腫瘍 す 、 左側 
上 顎 ば 腫 眼 し 赤色 な 呈す , 軽度 の 歴 痛 わ り , KMBTLIKABO 腫瘍 塊 に て 充 さ 2, 
Shins, ZS PHRAA DMS HE). 5 月 323 日 より 6 月 14 日 迄 
に 3 ぅ 800r AHS. 6 月 13 日 鼻 出 血 止 む 。 8 月 3 日 鼻孔 内 の 腫瘍 塊 は 見 えな く な り 
LOMA LAA, 汐 世 腺 韓 移 消失 す . 


A 癌 19 例 ) 
1. OG DISA FMOA AED BOD MHEMILHBOATCHAA. F 
術 不可 能 例 は Steinthal III に 数 ふ 可 き も の で 腫瘍 は 大 , FIRES LA 


は 退 縮 し 膝 宮 又 は 鎖骨 上 癌 腺 は 腫 眠 せり ・ 
ー 交 手術 不可 能 癒 。 11 例 中 一 炊 治療 は 3 Bl (22%) で + 年 以上 治療 1 人 , 3 
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一 次 腫瘍 再 3 一 次 腫瘍 再 BE 

uam mi mo m 3 
1923 1 6 | 5s | 1 |1990/ 4| 1/43] 2) 
1924, ı 0 6 ol 3 | ar us 
1995 0, 0 12 2 | 1931 Ei er まけ 16 
1926 1 0 4 ı [12 2 0 12 3 
mm 0 の | ol 5 2 1933 | に ee 8 | 1 
2 (0 | 0 66) (UO | wt | 4 | 8 | | we 











氷 久 治癒 な し 3 一 5 年 治癒 38:6=15.7 % 
次 治癒 11:3= ニ 292 % 一 次 治癒 52:9=17 


年 以上 1 A, 2 年 以上 1 A, 皆 現存 す . HoLFrELDER9 は か ゝ る 例 を 22 放射 

し て ま 例 の 治療 例 を 得 た さ 云 ふ . Radium institut で は 20.8 62° 3 年 以上 生 
存 せ り ミ . 英國 で は 手術 可能 の 乳癌 を も |「 ラ ヂ チ ウ ム 」 に て 冶 療 す る こさ を 試み 
KEYNES ② の 如き か な り 良 成績 を 得 て 居 る . Kld 41 例 の 手術 可能 例 の 中 13 
例 (31 %) を , 26 PO) 手術 出来 な いも の か ら 8 例 (30 %) を 治療 せしめ た ミ 
然し 手術 可能 の 場合 は 手術 の 成績 が 放射 線 の 夫 れ より も 全日 何 ほ 良好 で ある 
か ら 先 づ 根 本 的 切除 を 行 ひ 後に 放射 する が 良 法 で ある ミ 思 ょ 、 

ARSE 手術 後 の 再 新 の み で あり 放射線 治 療 後 の 再 薇 は な い . 手術 部 
位 に 再び 腫瘍 組織 が 底 生 せる も の が 再 基 で ある ・ GEOTHAL, 腫瘍 局所 の 皮 
WR Ai, EPS ARM IS ZI BS DDB AP RISES MHA SD b Oldie 
移 で ある . FAOPMIRHKS tOSMid HE SER LBBRADLO, MK 
(SOAP LS S WESC NBGA 2 OR ER AIF IK EAE SD 8 OBE CH 
る . BULAN SFUR, BA i, WCE REC O — OM 
位 に 限ら な い . KAI STRKOM < lr wA. 


ng wol 





ed | 

CE 鎮 骨 上 衛 局所 再 we | og 
UH Ea AF um | 骨 
Be 2 ik RR REM | ia 




















x: | 42 | a We 5 =. 4 | g 

5 年 治癒 | 3 i | 8 u Tue eee 
— | on es | —_ ーー ーー ーーーー — 

3 年 治療 | 3 a 277773 0 0 
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has HORII PED LORE L. RABE SS RHET DD RAI 
REE ISAAIC ARES. 小 な る 皮膚 韓 移 は 「 レ 」 線 より も 「 ラ ヂ ウ ゥ ム 」 に て 
よく 治る . 

年 齢 に より 治療 率 は 大 差 な い が 20 代 の も の に は よい . 余 の 例 に 於 て は 
20 代 の 婦人 2 Bil (ESE) DER 5 年 以上 再 華 の 徴 な し . WARD“9 に よる さ ミ 86( 
歳 以 下 の 乳 冶 は 芝 育 も 迅速 だ が 一 般 に 放射 線 に 再 し 非常 に 感じ 易く 反 装 に 手 
術 の 成績 は よく な い の で 「 ラ ヂ ッ ウゥ ム 」 療 法 が 最も よい く 言 ふ ・ 

BE S08 | 408% 0 00%: | 70% | 放射 方 法 な る 可 く 内 
hm 2 via s4 | io | BO I) ee 
“ya %(100%) 30175) 717%) 5(14 を )| 1 て 0g)| し な い 様 に し て 腫 震 に 中 

収 さ れる 量 を 多く する 和久 
に ' と 線 束 を 胸 廊 に 封 し 切 線 的 に 向 は す . 骨 を 斜 に し て 左右 雨 側 より 集中 放射 
す . 8 日 間 に 表 面 量 を 約 2.500 r こす. 種々 の 波長 の 「 し, 線 に て 試み た が 一 次 治 
癒 は 大 航 炊 奏 の 示す が 如く 低 電 礎 に 於 て 比較 的 よい . こ の こさ は 本 に BpCk9 
山川 が 提唱 し 最近 に な り て は PoRTMANN9, CHAUL@7 も 同様 の 見 解 を 
N Ch 2. PORTMANN に よる さ 便 き 線 を 用 ふる さ 心 臓 及 び 肺 を 流れ る 血 





























| 90 5mm | 150 0.5Zn. | 190 0.5Zn. 
nu K.V.E. Al. | K.V.E. 1.0Al K.V.E, 1.081 
We | 34 40 30 
2 | 7 (20.52%) 7 (172) 4(1322) 














WO MER 2258 LAH e fe LEER BAT SSS 

(FF YL CHALSDDIBARBEIS KV. 腫瘍 が 大 な ら ば 組織 内 に 挿入 し 
(3 一 も 000「 ミ リグ ラム 」 時 間 ) 小 な る 友 膚 結節 に は 表面 より 放射 す . 
手術 後 照射 陀 防 の 意味 に て 或 は 手術 が 不 完全 ミ 思 は れる 時 に 照射 す . 手 
術 創 が 立 つて か ら 胸 部 膝 宮 鎖骨 上 高 に 各 500 r 宛 を 放射 す . 2 > ARIK fal 1 
回 放射 す . 15 例 中 6 例 (0 72) | 時 BEBO BRI RET 
(SE 2 ORDA ADARMAME S~ 5B. 例 へ ば STEINTHAL ($F HAR 
40 CDGM SH 4 を 併用 し て 56 錠 迄 よく な つた く 言 ひ ANSCHUTZ 9) (2 KA 











さ 更 に その 成績 よし. 次 に 掲げ る MELcHARDT9?》 SO sR & AWK. 














| Steinthal』 Steinthal II | Steinthal III 
手 術 | 100% ia 35% 12.5% 
Fr vo | 100% 57% 33% 
FRED FO A,| = 70 を | BRIG 12% 





KEN (SAMI HA CHO THE 1 PIDPERED HOT. 

例 

BOOO &, FURR. ATE 14 年 12 月 左側 乳癌 を 摘出 す . 大 正 15 年 1 月 初め そ 
の 傷 日 充分 治ら ず 次 第 に 腫 須 を 來 た LH ATES. 牧 診 大 正 15 年 1 月 19 日 , 28 we, 
前 肢 部 に て 胸骨 の 中 央 左端 に 近く 針 卵 大 の 腫瘍 わり , EL, 表面 在 滑 , 皮膚 女 化 な く 
一 部 に 小 な る MODI, 歴 痛 わ り . 1 月 19 日 より 2 月 16 HOM: 6 HED を 放射 
す . 3 月 5 日 腫瘍 全く 消失 し 創 日 も 癒着 す . 


例 

FOOO %, 右側 乳 癌 ( 硬 性 癌 )、325 歳 の 時 ょ り 証 乳房 に 小 腫瘍 わり , Aik 13 年 
頃 よ り 念 に 増大 し 昭和 2 年 に ば 乳房 の 皮膚 ば 赤く な り 一 部 潰瘍 す , 義 痛 を HS. WB 
昭和 3 年 3 月 31 日 。76 歳 . 側 乳房 に 小 見 手 省 大 の 腫瘍 わり , WERL, RE). 
BEL EARS & AE CRATE UTES, 中央 に 小指 大 の 潰 場 わ り 商 色 悪 臭わ る 分 泌 物 
MAT, 下層 と 移動 せ す , Kae, AL PIB. 8 月 31 日 より 9 月 28 日 
迄 に 2, 800 r を 放射 す . 9 月 15 BERS Y MEER X 2. 10 月 24 日 腫瘍 ば 下 滑 掃 指 頭 
KREBS REICH NET, 之 を と る と 浅 き !「 エ ロジ ォ ン 」 と し て 見 ら る 
る 位 な り . W441 AO DS, Mae REIT. 

例 

FOO te, Ama md 6 NHL DENT. BER PETER. 
昭和 5 年 1 A AR) FLEA I HT. EMS TEEN ZEN, 5 ATMFLEO 
ALIEN KOW SIEHE HD), AERAAR, ARTE 2 RY CFL LE 
方 に 必 縮 す , MBL. 7TÄTHEY11 HI 2,5007, '5#92,2,5007: 9 
77T. 1013 日 腫瘍 全部 消失 す , 唯 皮膚 が 少し く 重 く な れる の み . 

例 

MOOO 女 , FMBRAR SR, KE 12 年 10 月 布 乳房 切断 を 受 く . 14 
年 8 月 左側 乳腺 に 硬 結 を 角 れ る , 次 第 に 増大 す . AN ALU AEE > 
結節 現 は る , REISEN KON ED). 初診 大 正 14 年 ま 月 10 日, 47 ee. 諾 乳 腺 
肉 に 小 見 手 省 大 の 腫瘍 わり , 皮膚 の 一 部 ば 腫瘍 と 附 著 す EL, RE TREO U), 
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下層 に 替 し ょ く 移 動 す . TRASH KO EI MERRBD), A DR 
に も 鶏卵 大 の 硬 き 韓 移 わ り . 4 月 18 日 。20 日 。26 日 に 180 2 HED, Mkisı= (tz 100 
2 HED, 鎮 骨 上 衛 還 移 に は 「 ラ ヂ チッ ゥ ュ ム 」500「 ミ リ ゲ ダラム 」 時 間 . 5 月 8 日 全 腫 瘍 皆 清和 失 
し て 痕跡 な と . 

例 

HOOO %, Amar A), 昭和 3 年 3 月 右側 乳癌 を 手術 す . 昭和 5 年 
初め に 再び 腫瘍 が 右 乳 詩 に 現 は る . MRM SATA, 44 Be. 右側 乳 羽 の 中 央 に 
縦 に 走る 長 さ 約 8 糧 の 手術 創 わ あり , 左上 部 に 鶏卵 大 の 腫瘍 わり , 硬く RARITY, 
境界 明瞭 な り , 表面 皮膚 及び 下層 と 癒 著 さす, 歴 痛 な し, 前 胸部 に て 胸骨 の 上 端 に 小 
UK OMBDY. 5 月 15 日 ふり 920 日 迄 に 2.400r 。、「 ラ ヂ ウ ュ メ 」2.500「 ミ リ ゲ ダラム ュ 」 
時 間 放 射す , 韓 移 に は 「 ラ ヂ ゥ > ム 」 の み 1.300「' ミ リ ゲ ラ ょ ュ 」 時 間 常 て る . 6 月 17 AFB 
腫瘍 及び 轄 移 全く 消失 す 。 然し 17 日 より 3 日 間 1200r を 放射 す . 


例 

荒 〇 〇 〇 女 。 側 乳癌 . 大 正 2 年 乳 郊 に て 治療 な を 受 く . 昭和 7 年 春 よ り 相 側 乳腺 
部 に 腫瘍 現 は れ 次 第 に 増大 す , 痛 を 訴 ふ . 初診 昭和 7 年 9 月 5 日 ,63 歳 . 右 乳房 部 の 中 
AFTER), 乳 噛 は 下 縮 し 之 に 連 績 し て 鶏卵 大 の 腫瘍 わり , 硬度 硬 し , 皮膚 及び 
下層 と 癒着 す , RAM), MIEOMIBH ) 腺 還 移 な し . 9 月 24 日 より 10 月 11 日 迄 
に 2.400r 放射 す . 10 月 5 日 許 痛 軽減 す . 12 月 20 日 首 痛 全く 去り 腫瘍 は 全く 清和 失 す . 


例 

高 O 〇 OO 3, 左側 乳癌 再 毅 ( 単 純 冶 )、 大正 1 年 8 月 左側 乳腺 を 摘出 す , 放射 を 後 
受 く . 昭和 2 年春 ふり 左前 胸部 に 腫瘍 現 は る . 初診 昭和 2 年 10 月 24 日 、59 歳 . 左前 
WERTE HU), その 上 方 に て 須 衛 の 高き に 2 投 指 頭 大 の 硬 き MBEKI D 
り , FREI T, RTT. 10 月 5 日 ふり 31 日 迄 に 4HED た MHF, 12 
月 1 日 ょ より 5 日 迄 に 2 HED 放射 す . 昭和 3 年 2 月 27 日 腫瘍 全く HAL, 潰瘍 ば 療 痕 
形成 を な し て 治癒 す 。 


例 

HOCO kk, APU CTU). 昭和 6 年 9 月 頃 に 右側 乳房 に NBT EI 
AT. 昭和 7 年 10 月 に は 委 に 大 きく な り 中 央 は 潰瘍 し , 出 血 し 易く な れ り , 穫 に 貧血 基 
し く 就 洒 の や む な き に 至れ り . MBIAM7 411] 15 A, BERERETE, Ahm 
度 な り , 心 職 に は 当 血 性 雑音 を 陸 く , 右 乳 房 の 内 上 方 に 手島 大 の 腫瘍 わり 中 央 は 火 日 
状 の 潰瘍 を 作る , IE TERN ET, 周 邊 は 硬 し , 潰瘍 ば 容易 に 出血 す , 
胸壁 に 直し て は 移動 す , 汐 世 腺 轄 移 な し , 手術 可能 な る が 奏 強 の 短め 放射 線 療 法 を 試 
む . 11 月 16 日 ふ ょ り 12 月 2 日 迄 に 3,600 MHF, 組織 内 照射 3.400「 ミ リグ ゲラ ュ 」 時 
間 な り . 昭 和 S8 年 1 月 18 日 腫 場 は 約 2 分 の 1 と な り , HCY, 潰瘍 ば 浅く 在 滑 と な 
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り , 出血 な し . 2 月 20 ANG LMR FT, 


例 

椎 〇 つつ 〇 〇 &, 左側 乳癌 再 費 . 昭和 4 年 7 月 左側 乳房 を 切断 す . 昭和 5 年 初め 手 
術 せ さる 部 位 に 腫瘍 現 は る . 初診 只 和 5 年 5 月 12 日 。26 歳 。 諾 前 胸部 に て 手術 壌 痕 部 
に 手 挙 大 の 腫瘍 わり , RRO RMA T, AN, 硬度 硬 し , 歴 痛 わり . ぅ 月 
12 日 より 6 月 2 日 迄 に 2,100r KT. 7 月 11 日 腫瘍 全く 消失 す . 


= fe (49 例 ) 
放射 せる も の 39 例 で 一 次 腫瘍 は 35 例 , AA 1 よ 例 で ある . 一 次 腫瘍 の 
多く は 舌 の 犬 部 分 を 侵し 更に 口腔 底 中 部 咽 腔 迄 も 淫 潤 UST AE i ee 
へ る も の な り の . 従 つて その 生 部 位 を 推定 する こさ 困難 な 場合 少 か の ら ず . か ゝ 
る 不良 な 材料 に 拘ら ず 幸 に 3 DARAN ET. 1 例 は 10 年 以上 , 1 例 は 4 
年 以上 , 2 例 は 1 年 生 以 上 も 再 項 せ ず 皆 現在 に 及 べ り . 以前 は 「 ラ ヂ ウ ム 」 も 無 





1923 | 1924 | 1925 | 1926 | 1927 | 1998 | 1929 1930 | 1931 | 1932 | 1933 
Ho 4 re 1 2 5 | 5 4 | 8 6 | 11 
治 0 1 0 | o| o o | 0 1 0 | 0 2 
aye 0 + ple 0 1 7 te. 0 @ 0 | 0 1 











くそ の 治療 も 充分 に 行け 得 な か つた の で 素 西 の 統計 に 比 し 答 く 劣る も 致し 7 
HS TIER 手術 も 放射 線 も 共に 偉 奴 を 奏し 難し . KOCHER ®, 

CZERNY DDOLLINGER “?), KRÖNLEIN “), EISELSBERG “4 の 5「 ク リー ニー 
ク 」 の 手術 統計 を 見 る に 306 例 中 5 年 間 治 癒 は 10 一 11 % CH 0, BARTSCH®) 
DMEIKTHA. 放射 線 療 法 の 成績 も よく な い . PERTHES “9 は 30 例 の 中 
CHE 1 ABER UL TEIL SBS. 之 に 反し FoRSELL 7 は 手術 可能 の 
も の を 手術 後 「 テ ラチ ウゥ ム 」 を 使用 し て 3 年 後 6 ょ 少 , 5 年 後 60 SORTE 
た が 手術 不 可能 の も の に は 念 に 卒 が 悪く な つて 5 SAVARD 4% S7EIO ZS. 
巴里 の Radium institut で は 1919 年 より 1925 年 迄 に 436 例 を 放射 し 72 Hil 
(16 %) 25 FE AIROTR SER. 

MMe aR = ORR LS (AR 4 例 中 1 ARTE, PIS 


ナ ・-7 a ar 
な か らん か 
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の 大 部 分 , 2 MSGI CRB ECO. COBDS MIAME ORI IES 
Na © = 744 76.d* MONOD) (kA ST GAB es KK ARTS 
palit Gees ame J3 ン の Cancer hospital の 1933 年 の 年 報 も 同様 の こ ミ を 報 す . 





| 舌 背 前 部 | 天 背 後部 | 本 後部 HART 


= 
to 





9 3 35 
山 川 Sr 2 
| Mm 0 2 1 1 
散 | 151 72 64 
Monop | 一 一 一 — 


# | 47(8122) | 14(20%) | 16(2022) 











年 齢 と 性 50 代 最も 多い . 男 32 例 , 女 7 ACK OW IASB DS も の な し . 

放射 方 法 一 次 腫瘍 に は ラチ ウ ム 」 を , 光 巴 腺 還 移 に は 「 レ 』 線 を 用 ふ . 10「 ミ 
リグ ラム 」 を 有する ゐる 白 金 針 を 1 一 3 本 ( 腫 場 の 大 さき に よる ) 腫 場内 に 挿入 し 20 一 
324 時 間 置 く . より の 時 間 長 き 時 は 口腔 粘膜 に 強度 の 炎症 を 起す .「 ラ ヂ ッ ウッ ム 」 
MEN EL KH THA. 例 へ ば MONOD 氏 は 1 cc の 組織 に 圭 し 0.85mcd 
を +ー7 日 間 に 挿 人 す . MARTIN "9 は 7 一 10 SED ( 1 ce に 2 me) PHL. 「 レ 」 
線 は 腫瘍 が 口腔 底 に 度 く 浸潤 せる 時 又は 顕 部 光 巴 腺 に 用 . ふ . 

臨 閑 的 経過 良好 の 経過 を 所 る 時 は 「 ラ 」 挿 入 後 2。 3 日 に し て 導 痛 軽減 し 
a ale Ian 
い . 腫瘍 表面 に は 10 日 位 に て 白色 の 「 フ ょ ブリ ン 」 被 膜 生じ 2 SAN ID 
A. Ws 3 月 位 に て 消失 す , 乳 路 状 を な し 知 表 面 に 位 し , ALR IK (hE 
締 拉 に 富める 扇 本 聞 が 最も よく 反 應 す . 硬 結 を 作 0 TA HL Kl 
潰瘍 を 作ろ こさ 少 き も の は 答 訪 善 し か ら ず , WWI, CADE” (= 1K B = FLEA 
の も の 最も 結果 よく 結 航 性 の も の 之 に 次 き 潰瘍 性 , 角 裂 性 の も の は 玉 か め ぬ . 


例 

丸 ひ 〇 つ 〇 つ 3, THR Omi7E ARI). 大 正 12 年 8 GOD Zee. EAE CRG 
病院 に て 切除 さる . 大 正 18 年 3 月 より 諾 顕 部 に 腫瘍 現 【 る , 日 腔 底 迄 腫れ る , 潰瘍 を 生 
CPT WS, RUE). 大 正 18 年 10 月 初診 , BE 50 BE, 左 頭 部 に 手当 大 の 腫 
Bd) ABE SY MET, HR BY, 底 ば 渦 稼 な る 埋 死 片 に て 挫 は る, 
諾 口腔 底 ょ より 舌 の 左 3 TO 1 SEES, 24, 5, 6 日 間 に 200% HED 放射 す 。11 AK 
に な り て 腫瘍 浸潤 消失 す . 12 月 に 至り 白色 療 痕 を 残し て 治療 す 。 HEHRODMNT, 
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例 

FOOD a, ER). IMS 4A 3 LY RAMI RED , 食事 の 時 
| FENG ADRS. WRIA SE 4] 20H, 65 歳 . FA CHM TO 1 I MSH 
大 の 腫瘍 わり , 表面 潰瘍 し 締 隆 起す , KORB LTEN srs. 4208S) 3H 
迄 に "ラチ ウム 」 を 腫瘍 内 に 300「 ミ リ ゲ ラ ム 」 時 間 と 外部 より 「 レ . 線 を 2, 800 r 放射 す . 5 
月 20 日 首 痛 去り 腫瘍 は 柔 く 縮小 す . 6 月 22 HERD MNT, 唯 日 潟 を 訴 ふ る の 
み . 同日 ふり 更に 28 日 迄 に 2.400r を 放射 す 、 9 月 12 HELM FORMARST, 
例 

OOO 3, TREE). 昭和 6 年 頃 よ り 舌 の 諾 鐵 に 硬 き AMD HATE, 
次 第 に 導 痛 が 増加 する に 至れ り , 滞 く 流動 食 を 播 取 す る の みな り . DERMS 年 10 月 
13H, 53 pe. FAR CRAB ERS SHOWED), 潰瘍 の 周 園 は 硬い, 潰瘍 
ば 浅く 「 モ ル シ ュ 」 な り , 出血 し な い , PERE, 10 月 19 日 より 1 月 8 日 迄 
に 5, 600 r を 放射 す 、10 月 24 日 に 腫瘍 内 に 10「 ミ リ ゲ ラ ュ ム 」 針 を 2 本 24 時 間 印 400「 ミ 
リ ゲ ダラ ム 」 時 間 挿入 す . 11 月 1 日 潰瘍 の 部 分 ば 少し 腫 彩 し 針 の 括 入 部 に 黄色 分 泌 物 附 
HT, 然し 舌 の 運動 は 軽く な り 食 事 の 時 に 義 痛 は な く な れ り . 12 月 18 日 潰瘍 ば 全く 
WA し 細長 き 療 六 を 舌 絆 に 見 る の み , 浸潤 な し . 

例 

梅 つ 〇 OO 3, GROWER). 中 和 5 年 3 月 5 日 風邪 の AT 
DRAB ALD MERE TS, HERG Ae DES. 舌 の 運動 次 第 に 悪く な り 嘩 液 分 泌 増す 初診 和 5 年 6 
N4H, 6458. EEE PARA S 0 BEI DUT THREE NER FT, 硬く 歴 痛 わ り , 舌 下 面 
ょ り 左 側 日 腔 底 に か け て 硬く 滋 潤 し 一 部 潰瘍 す , 舌 の 運動 は 著しく 阻害 さる . 6 月 7 日 
ょ り 17 日 迄 に 3500r と 「 ラ ヂ チ ウ ぇ ム 」 を 2400「 ミ リ ゲ ラ ょ ぇ 時 間 舌 浸潤 面 に 貼 用 す 。 7 
月 10 日 導 痛 去り 舌 の 運動 ば 軽く な る , 浸潤 ほ 和 柔 く な る . 9 月 20 日 浅 潤 全く 去り 顎 下 
MAD MARAT, 


fist AB (15 pil) 


CEO Fa MME EL S RO MRO MEL SHURO CHAE OF MMB EL ¢ 76 
つた . 故に 手術 の 可能 の も の は 手術 し て か ら 6 放射 す . BLIGE LT Fi 
出来 ね も の 或 は 根本 的 切除 の 不可 能 な る 種類 或 は 手術 後 直ちに 生命 の 危険 が 
BB SND ゝ が 如き も の に は 放射 する か 又は 手術 ミ 放 射 を 併用 する の が 全日 
BEORRACH DS. 余 の 治療 患者 敷 は 15 で 一 時 的 に 非常 に 症状 の 軽快 せる 
も の # 例 , 5 年 以上 無 徴候 に 経過 せる も の 32 例 あ り . 
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腫瘍 の 位置 15 例 中 7 PSH Fre, 3 例 は 騰 底 前 及び 中 部 . 3 例 は 局所 不 
明 , 1 例 は 小 騰 , 1 例 は 小脇 橋 に 位 せ り . 7 例 の 膳 下 垂 骨 腫瘍 中 1 Pit AEA 
BA OGM AL, 32 BIKAR APPT HE FPS. 位置 に より 放射 線 に 
BT DILMES SE SHBG Fev. 

BHA Aa FAERIE TI&150—180K.V.E. 0.5Zn 1.0Al. 30em FHD 
の 條 件 で 前 頭 , 後頭 左右 耳 後 部 の + 門 より 各 門 に 600r 宛 隔 日 に 放射 す . A 
の 部 位 の 腫 場 も 大 髄 須 に 準 ず . 放射 後 早期 反 應 ミ し て 一 般 の 歴 迫 症状 ( 嘱 叶 , 
頭痛 等 ) の 現 は れる こさ あり . 時 に は も 5 日 績 く , 後 贈 部 を 放射 する 時 に 殊 
に 甚 し . 

組織 學 的 構造 と 感受 性 解剖 父 は 試験 的 切除 に て 組織 學 的 構造 の 判 つた も 
の 7 例 (3 グリ ォ オー ム 」,。 BHA, 1 WERE T3ERDHS 1 例 の 内 皮 腫 さ は 
一 時 的 に 症状 大 に 峠 快 せ り . EWING "2 に よる ちる 獲 及び 内 皮 腫 は IS LS 
ある . 氏 は 紳 経 和 維 腫 が 最も 抵抗 張 く 内皮 腫 は 時 に 反 應 し 服 絡 叢 冶 は 最も 放 
射線 療法 に 適し 「 ゲ ダリ ォ ー ム 」 に 就 て は 見 解 一 致し な いさ 言 ふ . 

放射 後 の 臨 灯 的 経過 胸 下 垂 骨 腫 場 に は 一 時 征 野 の 失 大 する も の あれ さも 
全然 正常 に 復 せ る も の は な い . 1 例 は 生野 の 狭小 殆 ん さ 底 止 TERERR 6 
AE 10 年 以上 健在 す . 「 ア クロ メガ リー」 脂 肪 紹 性 症 , トル コ ュ 」 革 の 破壊 せる 
EMDBORMSEERES. 激 し き 頭痛 を 訴 へ た る も の 9 例 中 放射 後 軽減 双 
は 全然 消 た せる も の 7 例 な り , THOME < Ze DOLPHY FRET BS 
CH A SZ (MARBURG ©, SGALITZER ©", SPIEGEL). EDD RAC EAT 
Woah Iss Ze ae < FRET TS SRS ADS MIO THES. Zi 
DEREN KIKI レ 」 線 が 作用 ( TS RRR): <TR aa 
Py 7k AE = RE LCE DES UA SBA. ZILBL FROMENT®®, DELOR, 7 
RAHM 9 JUNGLING 9 MELCHIOR ®) “£(= K 4 = AURIS ARSC IF 
LEK ARI BILLS S. BEI 6 AINE LORBRICA TS AFFE 
BF ZIEMDSTFE-ERST. 2° Of < RS MH S OHIO MAIO 
き て は 諸家 の 意見 は 一 致し な いや I CHA. 
永久 的 治療 例 へ ば 脇 下垂 租 腫 瘍 に つき 


I) OPEL, 頭痛 の 減退 等 一 時 
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WERAEBKBIBERSETH A, 然し 長期 に H0 Me る Marz. 
SOLOMON (x ı PIO ij F HERG % 1917, 1918, 1919 年 に 放射 し 1928( 9 年 間 ) 
年 迄 は 健康 で あつ た さ 言 ふ . BECLERE は 20 年 間 健 在 せ る も の を 報告 す . 幸 
に 余 は 2 例 を 長く 失 察 し 良 数 果 を 見 た か ら 簡 軍 に 病 症 を 記す . 


例 


WOOO TH PHI. MRED AREA, 大 正 94. 99H, 軽度 


昭和 9 年 6 月 





DEG RAS. 大正 13 年 2 月 Y lc BASE 
行 す 。 多 尿 な り ,。「 イ ン ポ テレ ッ 」 を 話 ふ 。 大 正 13 年 
5 月 28 日 初診 ( 営 時 35 BE), BERMEI し , Ai) 
な ら ざ る も 日 唇 「 チ アノ ー ぞ セ 」 あ り , 指 瑞 肥 大 症 と は 
言 ひ 難 けれ ども 巨大 な る 磐 格 を な す . “bv = RRL 
PARIS, PRRERET. AN 4S Yk 
NT. H1 > ARAL, 頭痛 な し , SHER 
良好 と な る . 9 ABV MRP) 2 724. KE 4 
2 AI LAMRAC RT. 叉 同様 放射 す 、 昭和 5 年 7 
月 又 頭痛 を 話 へ 放射 す . 同年 ょ り 毎 年 1 回 宛 照 射 し 
今日 に 至る . 生野 は 賠 の 如く 鱗 り 狼 く な ら な い 、. 


例 
FOOO 男 。 座 腫 瘍 . 昭和 2 年 8 月 より 左 後頭 痛 
と 耳鳴 を 許 ふ 。 9A LY ACMA BR, BEE 
法 に 拘ら 5 す 遊 に 失明 す 。 WAS 46 ALTEN HER 
力 障 得 , 頭痛 , WARS. WHIM 3 4F 3 A 31 日 , 
40 歳 . 左 後頭 痛 基 し く , 頻 同 忠 吐 す , 雨 側 鬱 血 乳 頭 あ 
り , FERIEN Y) , HRD ME 480, 
水 様 性 透明 , v4, パン ヂ デー 共に 陽性 。 細胞 敷 O— 
1, $0.08 2。 ア 氏 反 鷹 除 性 。 村田 氏 反 應 陰性 。 血 
液 氏 反 鷹 除 性 な り , Aa ee), Ho 
他 に は ば 病 的 反射 あり, MT. 3 月 31 
日 より 4 月 30 日 迄 に 色 000+ を 照射 す . 照射 後 3.3 
日 間 ほ 一 時 頭痛 。 嘱 吐 増し た る が 10 日 目 位 り 全 


〈 拭 ふ が 如く 頭痛 去れ り , MHLKMET. 45 日 に ば 雨 眼 共 失明 す . 6 月 11 日 全 
身 症 汰 良好 , SRL, 頭痛 な し , 携 血 乳頭 は な く な り し が AM MRE Hite LS. 
基 の 後 失 明 の 備 健 康 に 過 せ し が 昭和 7 年 3 月 再 毅 す . 








4% 


SEE EEE (23 例 ) 


FEDIKIEIRSSETTE APR SW 期 で ある . 腫瘍 の 境界 は 不明 で あり 周 園 
放 に 深部 に 癒着 し て 動か ず 皮 膚 は 暗 赤 色 を 星 LA TREO WW Ze BEE 
る も の 多 し . 

年 齢 と 性 50 代 に 多く 男子 が 女子 より 数 多 し ・ 

永久 的 治癒 KOM VRR OME. 然し 二 三 の よい 報告 は あ 
%. EISELSBERG ® は 3 年 間 の 治療 例 を , LEHMANN © は 2 年 治療 例 を HE 
Bet OS. 余 の 23 例 中 1 例 は 1 年 , 1 例 は 3 年 以上 腫瘍 が 全く 消失 せり . 1 
例 の 内 友 腫 を 除き 大 部 分 は 表皮 部 で ある ・ 

放射 方 法 初 は 一 時 に 強力 放射 を 行 ひ 好 果 を 得 な か つた . 室 ろ 腫瘍 は 放射 
ZENZUKEU EAU S ORAS 750, BRBILTS Bb ODS 
V+ よ つ て その 後 は BED ABH Ee RABIN 良 結 果 を 得 た 例 あ り . +ー 
5,000 r を 放射 す . 

例 

OOO 3, Ama. 哨 和 2 年 3 月 右側 顕 部 に 腫瘍 を 費 見 す , 次 第 に 増大 す . 
PCNA 24F 9 10 日 。 61 歳 . 石 側 頭 部 に 鶏卵 大 の 腫瘍 わり 。 硬く , 境界 は er 
SF, RM LALA ST, 基底 と 寅 著 し 移動 さす , RAPHY. 9 月 10 日 ふ ょ り 
28 日 迄 に 3.600r 照射 す . 10 月 28 HABA CAAT, 

例 
_ 小 OOOO 3, EMIS. 哨 和 6 年 1 月 ょ り 左 側 顕 部 に 腫瘍 現 は れ 次 第 に 増大 
す . 4A 27 日 手術 を 受け CPN CHAT, 初診 昭和 6 年 8 月 21 日 57 歳 . 諾 頭 部 に 
て 下 狂 骨 後 部 に 鶏卵 大 の 硬 き 腫瘍 わり , ARAM), MLAS HIS 手術 誠 痕 あ 
り , 基底 と 密 著 し て 動か ず . 8 月 21 日 より 9 月 6 日 迄 に 5,000r 照射 す 、11 月 6 HNE 
瘍 は 約 3 分 の 1 に 縮小 す . 6 ALY 11 日 迄 に 更に 2.090r 照射 す . 昭和 7 年 2 月 17 日 
Be WAT. 


悪性 甲状腺 腫 (は 例 ) 


外 に 包装 を 破 0 て 周 較 組織 に 疹 着 し て 手術 不 可能 ミ な れる BOA BIS HH 
CHA. 
年 齢 と 性 50 代 が 最も 多く 6 例 を 占 む , 婦人 に 多 し ・ 
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放射 線 療法 2 RELA 1 Bild 3 ED EBs L.A EE RE 
は 手術 に て も 放射 線 に て も 成績 は よく な い . HINTZE は 1930 42.0) FHA K 
て 手術 に よる 永久 治療 例 は な く 放射 線 に て 19 SAU SSS. STEINER” 
は 2 例 を 照射 し 腫 場 は 縮小 し 自 算 症状 は 消失 せり ミ . 先 づ 手術 し て 後 放 射す 
る の が 良 法 ミ さ れ て ゐる . この 方 法 で HorrELpgR@⑳⑲9 は 5 年 後に 55.5 %, 

8 年 後に 61.7 % OUR Bitz =. 


嘩 液 腺腫 瘍 (1! DI) 


11 例 を 放射 す . 9 例 は 耳 下 腺 に , 2 WIP RICKS. 9 例 の 耳 下 腺腫 
Bp 7 例 は 混合 腫 で 他 は 交 腫 で ある ・ 混合 腫 に は 良性 の も の な く 皆 悪性 に 比 
化 せ る も の の みな り の ・ DRAKE RO HERE UAE IT 
を 起 し 劇 痛 を 訴 ふ . 加 性 混合 腫 の 1 Pld! レ 」 線 ミ 「 リ ビ ォ ドー ル 。 注 入 さ を 併 
ALTER SR ULB FE. 2 例 の 癌 下 腺腫 場 中 一 は 冶 腫 で , 一 
は 内 皮 腫 で ある . ANE OMB MSTA し て 5 年 以上 治療 せり . MRK 2IRG A I 
AZ ATER IS 区 ん ざさ ない. MENEGAUX © (SFE BH PARR SF 2 
て 照射 し 15 月 間 よ か つた さ . BENEDICT 及び MErcGs は 「 ラ ヂ ウ ム 」 外 科 は 
草 に 奈 症 的 航 果 が ある の み で 外科 手術 に より 除く の が 本 格 的 療法 で ある , PR 
し も 結果 は 期待 する 程 の こさ な く 大 抵 2 年 位 生存 する に 過ぎ な いさ 云 *・ 
量 性 に 逆 化 し な い 耳 下 腺 混合 腫 な ら 手術 に より 治る . 然し 長い 間 苦 痛 も な く 
存在 する の で 半 を 訪 ふ も の 少く 多く は 既に 悪性 ミ な つて か ら 治 療 を ど ふ に 至 
る ・ RN 1 POR SHY 40 EMM KO MGS AO が 何等 の 懲 候 な く 経過 
tho. EWING ® の 1 例 は 之 よ OME < BER SER. 

例 

ROOC 3, FM PRA RAG. Wie 37 年 右 耳 下 腺 部 が 腫 腰 し 手術 に て 串 出 す . 
其 の 後 約 8 RETO OBE LET. KEISER OM BRAT. 初診 大 正 13 年 12 
A5H, 4658. 右側 下 耳 腺 に 揺 指 頭 大 の 硬 き 腫瘍 わり , 表面 在 滑 な り , 皮膚 に 異常 な 
く 動か すず, 歴 痛 わ り , Pia MRE tte. 12 月 5 日 と 11 日 に 2HED 放射 す 。 
ーー 時 腫瘍 が 腫 妥 し 頭痛 を 訴 へ し が 大 正 14 年 1 月 末 に ば 腫瘍 消失 す . 


例 
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BMOOO &, ZN FRR. 大 正 8 年 頃 征 下 腺 に 小 な る 結節 生じ 次 第 に 増大 す 。 大 
正 12 年 に 手術 す 、 昭和 2 年 より 急 に 再び 増大 し 症 痛 を 旗 ふ 。 初診 昭和 3 年 1 月 31 日 
61. 諾 耳 下 腺 部 ふり 左 耳 の 前 後に 了 互 り 園 形 の 腫瘍 わり , 表面 は 凸凹 不 下 に て 硬く , 
中 央 は 潰瘍 す , 容易 に 出血 す , AY 7 IL, Bio), Ze Ua PI AE HE 
3, 2H 1 日 腫瘍 内 に "リピ ビ ォ ドール, を 注 入 し 同日 より 2 月 28 日 迄 に 3,600r ARH 
す . 3 月 9 日 首 痛 去り 腫瘍 は 約 8 分 の 2 位 に 縮小 す .3 月 9 日 ふり 20 日 迄 に 再び 1, 600 
r 照射 す . 4 月 17 日 腫瘍 消失 CMA ET, ACER IP 


ARE RE (7 Di) 


IPAEHFHETHR. 皆 腫瘍 が 類 の 大 部 分 に 浸潤 せり 0. 一 炊 軽快 せろ も の あ 
れ ざ も 冶 療 せろ も の な し . 「 レ 」 線 の み で 治療 せる 例 を SBR IC 見 な い . STE- 
WART こよ る ぶさ 頻 粘 膜 の 扇 本 表皮 癌 は 抵抗 強し さ ・ 


DEE KBW) 


何れ も 再開 で ある . TORI 2 例 , LOR 4 O70. ERR eo. 
MARRY (= 5 AD FRA, 2 例 は 角 化 著 明 で ある . PF ORD 1 例 は 
「 ラ ヂ チッ ゥ ム 」 針 を 挿入 し 一 時 腫瘍 消 矢 し て 症状 全く 去れ 9. 然し 治療 せる も の 
は 無い . REG GET SEHE A. 巴里 の Radium institut に 於 て 
も 腫 場 が 軟部 組 紅 よ り 骨 に 達し 或 は 光 巴 腺 皿 移 を 来 た せ る も の に は 治療 せる 
PTE LS. 手術 不 可能 の も の で レ , 線 の み で 治 つ た さ 思 は れる も の は な い 様 
CHA. 手術 可能 の も の で 基底 細胞 部 は 奏 婦 著 し . FORSSELL “7 の 如き は 下 
Ar 90%, KOARELTIO GOES OS. 


V4 K— LARS (2 fi) 


FEF MRD (REIKI FR) CD. 2 例 は 男性 で 
1S! VIS FF OL) TICK O 約 生年 程 腫瘍 全然 消失 せり . REGAUD 
は 1 例 を 「 ラ チ ウ ム 」 に て 照射 し 直ぐ に 治 つ た が 1 ERIC PE し 再び 深部 「 レ , 
MRE 2 7T ONG RK, 1 FRE SS. 


網膜 「 グ ダリ オォ オーム 」 (2 例 ) 
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1 年 8 ヶ月 さ 3 年 の 女 見 で ある ・ 末期 に て 放射 も 不 充分 で あ ORES. 
KRIS EORMEID DS. MAvox ⑲ に よる さ 綱 膜 腫瘍 は 放射 線 に 感じ 易 
き 故 に 何 も 前 手術 は せ ず に 大 量 照 射 を 行 ふ 可 き で ある さ ミ . ROBINSON™ (£7 
例 を " ラ デ ウ ム 」 に て 放射 し 1 例 は ょ REET OLS. 


BR R(t PI) 


BRSGF SOMES L. MELA, 女 10 人 で ある . 年 齢 は 50 歳 代 
hE BS COR ZK. BAEK 2 BRUT dD ら 吾 が 治療 所 に 挫 る 迄 の 
時 間 は 必 々 で ある が 大 丹 1 ヶ月 乃至 ま ヶ月 が 最も 多い . 1 年 後に 診 宗 せ る も 
の ぅ 例 で ある ・ 根本 的 切除 は 未だ 問題 に な ら な い . 距 下 障 得 が 高度 に な つた 

時 胃 療 を 作り 一 時 栄養 を 擬 取 せ しむ る も 腫瘍 自 般 に は 何等 の 逐 響 を も 奥 へ な 
い . 之 に より め 6 生存 年 限 の 延長 は 刻 ま れ な い . 要する に 手術 は 現在 に て は 魚 0 
数 果 的 で な い ・ 放射 線 療法 も 赤 芳 し か ら ず . 文献 に も 永久 的 治療 例 は 区 ん さ 
SLR GU. 蓄 し (1) 多 く の 場合 患者 は 錠 に 悪 液 質 に 了 り 貧血 を 星 す る 様 な 
AWB S D> LS, (2 ) 位置 の 開 係 上 腫瘍 を 均等 に 放射 し 能 は ざる こ 
さ , (3 ) 周 園 組 織 ミ 相似 の 感受 性 を 有する こさ , (4) 食道 壁 が 薄く て 強く 放 
射す る ミ 破 れる 危険 ある こさ 等 に よる な らん ・ MUBHEMERILA B. 即ち 
ET BERS, PENIS 一 時 滅 退 或 は ARS, 然し か ゝ る 好 汐 態 も 長く は 績 か な 
い , 2-4 > AMIN T HIBS S に ER. 7# 例 中 29 例 (39 ) に は 一 過 性 
の 軽快 を 見 た . SCHINZ™ に よる さ 49 例 中 17 例 は 暫時 症 装 が 快 方 に 向 へ 6 
SHA, ICIS WASSINK“! の 如く 3 年 間 も 症 状 の 無き も る の あり . 

腫瘍 の 位置 と 感受 性 食道 の 中 央 部 に 位 す る も の 最も 多く 58 例 , 次 で 下 
端 に て 胃 噴 門 に 近 き も の 13 Hill, 上 部 に 在 る も の 最も 少く SMITH. HET 

程度 は 中 央 に 在 ろ も の が 悪い 様 で ある . STEWART は 食道 の 下端 又は 噴 門 
の 腺 痛 は 感じ 易い さ 言 ひ BLUMENSAAT I は 気管 分 岐 部 に 相 営 する 所 の 食道 
MOB SEN 

放射 方 法 (1)' レ 」 線 の み に て 放射 す . 始め は 90K.V.E. に て 胸部 2 門 , 背 

面 1 門 ょ より 集中 放射 す , MRR キー5HED を 連日 奥 ふ . 数 果 著 し か ら ず . 
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1928 年 後 は 170K.V.E に て 前 同様 3 門 よ 0 EHER BURN T. ABASTEC a 
は 3, 500r より 次 第 に 増加 し て 3,500r さ し 今 日 に 及 べ り . 政 果 の 見 る 可 き 
あり . (2)「 レ 」 線 ミ 「 ラ ヂ ウ ム 」 を 併用 す .「 レ , 線 照射 方 法 は 前 逃 の 如く し 更に 
「 ラ ヂ ウ ム 」 を 追加 す .「 ラ ヂ ウ ム 」 は 唯 食 道内 に 消息 子 に て 揺 入 し て 放置 す . 

1 同 に 150 一 250「 ミ リグ ラム 」 時 間 さ す . 3 日 置き に 反復 す . 1 同 の 量 多き に 
過 ぐ る 時 は 反 應 張 く 却 つ て 狭 容 の 度 増 し 委 に 足下 困難 を 來 た す , 区 な き 

すず . (3) 胃 療 を 設け て 「 レ , 線 照射 を な す , Mee oO. (A) vis FISCBER- 
WASELS "9 0) SWE Ze HE. 普通 の 気 歴 の も ミ で 95.5 KR, 4.5 Whe 
酸 の 混合 只 新 を 「 オ ム ブ レダ アマ ャ スク 」 
+O』 に て 吸入 さす . 表 は 特に 理研 に 依頼 
し て 作れ り . この 方 法 も 氏 の 言 ふ が 如 
SÄNERSKWOR. 

















B 癌 (165 Bi) 


FRROHRED 51 例 . 全く 手術 の 出来 な いも の が 114 例 で ある . PRD 
手術 出来 る 場合 に は 手術 する の が 通則 で ある . 放射 線 療法 は 再 柄 こく か 全く 手 
術 不 可能 の も の に 試 む る の み で 試験 的 た る を 欧 れ な い . BACH A FAK 
可能 冶 が 放射 線 の み に て 疹 つた 場合 は 例外 的 に 存する の み . REGAUD 及び 
MoNop73 は 19 例 の 胃癌 を ま 也 の 「 ラ ヂ ウ ム ヵ ノー ネン 」 で 放射 し 3 年 間 症 潜 
を 訴 へ ざる も の 32 例 を 報告 す . 又 ScHINZ 7⑤% は 9 例 の 胃 冶 を 放射 し て 1 例 も 
治癒 せろ も の は 無い が , 3 例 は 軽 棋 せ り ミ 言 ふ . BD APRS RIC HLA 
然 無 反 應 の も の で な い . 半 症 的 致 果 の ある こさ は 既に 多数 の 文献 に 見 ら る 
例 へ ば WERNER "©, WARNERKROS "7, SCHLAAF "8, STEWART 9 等 の 例 に 
見 る . 殊 に STEWART の 1 例 の 如き 全く 治療 せり ミ . 2ER 2 Bi 
は 皆 少 量 を 以 て 放射 せる の で ある . 張 く 硬 き 線 に て 放射 せ も る も の は 宿 酔 の 現 
象 著しく 却 つて 経過 を 短く する が 如 し ・ 

放射 方 法 初め に は 均等 に 腹 背 雨 面 よ 9 所 調 痛 量 を 短 日 に 奥 へ た る に 「 ヵ 
ー テ ル 」 編 く 患 者 の 苦 憧 を 増し 不幸 の 韓 師 を 促す 様 で ある か ら 後 に は 1 回 に 
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100—150 r Zu BI-AUEE 1,500 r 位 を 放射 する 様 - せ り . ZA 0 RE 
に 切 線 的 な る 様 線 東向 は し め 内 部 臓器 弥 に 副腎 の 放射 領域 内 に 入る こさ を 
防げ の. 従 つ て 腫瘍 が 表 在 性 な る 時 に 殊 に 妙 な り .「 ヵ カ ー テ ル 」 を 起す こさ な 
く 軽快 せる も の 5 例 を 算 す 。 

放射 後 の 経過 奏 数 せる 時 は 放射 後 1 週間 位 に 胃痛 嘱 吐 は 小 少 し 腫 環 は 柔 
(7%. SAALE, 翔 血 反 應 も な く な 0 食 欲 頓 に 増進 す . 1 月 も 
絆 る さ 赤 血球 , 血色 素 の 増加 あり 腫瘍 $ 苑 ん さ 鯛 れ ざ る に 至る , 胃液 に は 著 
E75 L 

組織 欧 的 構造 と 治療 MO AMABAYHR SU RUE S OPC MES 
BRA DIRE TIS ATO MGS EU. ROTO Gi Ae VI CHAS Hist 
Hi (SHER SD BDA DD BASH TER eat a し . 

年 齢 と 性 別 男子 は 最も 多く 126 例 (76 %), 女子 は 9 PI (24 BW) EO. 50 
Ki Bh REMATCH A. 


例 

090 &, WRC. IAMS EO bi LU PM, ihrer. 初診 昭和 
5 年 10 20H, 67 pe, ANS, WALI PGI KO ES Ae SE dD Y , 呼吸 時 に 
移動 す , 歴 痛 わ り . Abie "VAR CHEERENE 40, SHEMERMAE 13, 乳酸 な し . He ESS 
陽性 , 葉 便 の 潜血 反 應 は 陽性 な り , 赤血球 480 高 。 白 血球 7000, 血色 素 75. 20H 

り 放 射す , 左 有 有 雨 腹部 ふり 腫瘍 に 向け ME 1 同 き HED 迄 と ょ す . 1 月 2 
日 腫瘍 は 軟 く な り 首 痛ま り 食 佑 増 す 、11 月 22H, 腫瘍 全く 鯛 れ すず , 義 痛 な く 糞 便 の 潜 
血 反 座 な し 。 仙 重 は 2「 キ ロ Amt. x Pe 


直腸 癌 5 例 ) 
手術 が 唯一 の 治療 法 で ある が 苦 々 が 取扱 つた も の は 全く 手術 の 不可 能 の ) も 
の (95 Al), 手術 後 再開 (6 Pil) CHO AA BMH Ar. 4 例 に 於 て は 
PEI OD Fei “SBS RE ART LI 1 例 ( 腺 部 ) は ? 年 を 経過 せる 今日 何 ほ 症状 な 
《 健在 す (1.5 %). WERNER は 3 年 治療 が 12.5 用 あり さ 云 ふ . BAUER は 
1925 年 より 1933 年 迄 に 108 例 の 直腸 務 を 放射 し 炊 の 如き 成績 を 報告 す 
ち (1 ) 何等 誠 明 さる べき 韓 移 の な い 全 身 症状 の 良好 な る も の は 38 % (3 年 ), 
6% (5 FE) OP IRR D (2 MBDA THEM MMH IEA も の (3 ) 不 
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充分 の 放射 を 施行 せる & DIM PIRI EL S. その 外 ScHinz * (& 14 HID 
肉 1 Pl (手術 不可 能 ) DSREMR EEE & bh し て 唯一 の 抵抗 さ し て 残留 せる 


LIRMiNTD. 














| 年 ft 92s}t924 1925|1926 1927 の 2Hh929h99099 19311932 1933 # 計 

bie isl 7| 6] 4! 7/n| 2 9 4 5 sla 
ce | eS. a a ee en ee ale Bun RE: 

SUR | | | | 7% 

ka ol 1} 1] oj 0] 2] 0' 0! 0 0 ol 4 








— Kine (LEW e 61:4=6.5% 
人 工 肛 門 と 治療 人 工 肛 門 を 作 つ て 放射 せる EDULIS KM O Sb HR 
な き が 何等 の 手術 を 施さ ざる も の に 却 つ て 例 の 好 果 を 収め た . LHRILAT 
者 に 於 て は 人 工 肛 門 を 作ら ざる 可 か ら ざ る 程度 に 迄 症状 が 進行 せる に よる な 








ら ん か 
2% | Sale 
a nd HR WED LS HEMET AHEAD, Pi 
By 10 45 6 
bd へ ば CHAUL © の 如 し 
一 次 軽快 0 4 0 


性 と 年 齢 65 PY) Fis 5 IK 
く 49 Pil, 女子 は 16 例 で ある . 30 代 に 多く 40 代 , SON ZIRE. 

組織 學 的 構造 と 感受 性 余 の 例 に 於 て は 軽快 敷 少 き 故 に その 間 の 闘 係 を 審 
に する こさ を 得 な い が 一 炊 軽快 例 中 3 例 は 腺 銘 で ある . STEWART は 之 に 反 
し 細胞 に 富める 了 立 性 淫 潤 性 部 に て 腺 様 構造 を 吐 せ ざる も の は 屋 * 退 縮 す る 
DBAS ERBE IHR US > 

BRAKE (SAMS APICES AD AERIS 3,500 r が 適 営 な ら る が 如 し 


腸 癌 は 例 ) 





廻 官 部 に 巨大 な る 腫 場 を 作る . 3 例 は 一 次 的 に 腫瘍 全く 消失 す , その 内 1 
例 は 2 FARA AD 1 例 は 4 年 以上 を 経過 せる 全日 何 ほ 健在 す . この 部 位 
に 於 ける 冶 は 比較 的 よく 反 應 す . STEWART BEER EEK SL 
くさ 言 ふ . Rapp 及び WERNER 9 の 1 例 は 2 4EL LARRY OS. 


例 
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OOOO 3, 直腸 癌 ( 腺 癌 )、 MEET He LY) AR, 便 に ば 精液 。 血 
液 を 混 ず , KEI BRAMILZ, 初診 昭和 3 410 10H, 455. ALP LY) #8 HO 
Fir Bia ee OAK BET ZU), 硬く 表面 潰瘍 す , 示 指 の 通過 困難 な り , LHL 
不明 な り , ARMAS. BO RT ET, A 10 FL 300, 107 
11 日 より 23 日 迄 に 3.000r「 ラ ヂ チッ ュ 」1.200「 ミ リ ゲ ラ ふ 」 時 間 肛 門 内 照射 を 行 ふ . 12 
月 7 日 便 に 血液 を 混 ざ ず , 腫瘍 の 表面 ば 在 滑 と な り 縮 小 す . 7 日 , 17 日 迄 に 更に 3, 000 
r を 照射 す 、 昭和 4 年 1 月 15 日 便通 ば 毎日 わ おり , 血液 を 混 で す , 腫瘍 た 消失 UCR 
AMT, Malt 12 F750 に 増加 す . AR 


例 

OOOO 3, WHORE). WANS 5 AML) hw, Bh, FMR, IE 
吐 は な い が 腹 部 は 次 第 に 膨 浦 す , MET RLS. 8 AIL 7 YC AeA TA 
AMSG 2, 下腹 痛 は 次 第 に 上 し く な り 11 月 22 日 開腹 術 を 受け と が 手術 不可 能 に て 
Bet ) HOGA. 初診 昭和 3 年 12 月 1 日 。52 歳 。 Me, AIT, TEE 
DY, 下腹 部 に 大 人 頭 大 の 腫瘍 わり , 上 昇 は 肝 の 高き に あり , Hy) 右 に 
HO, 下界 ば 小骨 杉 腔 に 突入 す , 重度 硬く , 表面 は 凸凹 不 下 な く , Min), 基底 に 
HY OCHS FF, 12 月 1 日 ふり 12 日 迄 に 3,200r 照射 す 。 1 月 28 HEBEL I 分 の 
2 位 縮 小 す , WHEY EDITIERT C. 1 月 AH LY) 21 日 迄 に 更に 200r 照射 す . 月 15 
H, 腫瘍 は 全然 消失 UCAS, AB eS. 健康 に て 活動 す . 中 和 6 年 1 月 
12 日 再び 腹痛 を 訴 ふ る に 至る , 手当 大 の 腫瘍 な 下腹 部 に 踊 見 す . 19 日 より 28 日 迄 
に 3,000 r を 照射 す 、 作 用 させ すず, 次 第 に 増大 し て 間もなく 死亡 す . 

例 

ROOOO 3, BEE. WAG 41 AGL UVM, Freie. 4 HIS RY 
Ai TERN Ae BELT, 同月 末 開 腹 術 を 受 く . METER OFF ME EI CH 
HREOBS Fire MBO 物 合 を な す . MRIMME AS AION, DR Am, 
Bima bd), Fito. eins. 右 廻 首部 に 小 見 頭 大 の 腫瘍 わり , 表面 凹凸 す , 人 硬く, 
基底 と 密着 し て 移動 せ ず , MDI. 5 月 19H LY 29 HAZI- 4,000 r を 照射 す . 7 月 
1 日 腫瘍 ぼ 約 2 分 の 1 に 縮小 す . 7 月 1 日 より 3 日 迄 に も 000r を 照射 す . 10 月 2 日 
(EL aA CMR ST, 健康 な り . 


勝 BE FH (6 Bi) 


OF MGR RGEC 5 例 は 男子 , 1 例 は 女子 な り (folder & RRB). 2 例 に 於 て 
症状 一 時 軽減 す . 抑 も 血尿 は 放射 後 数 日 内 に 止み 穫 明 ミ な り の 尿意 顔 敷 導 痛 も 
減少 す . 然し 2 一 3 + ARI HO Ree O. 他 の 1 例 は 腫 場 全く 消失 し 32 EL 
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上 症 装 無く 永久 的 治療 例 た らん こさ を 期待 せる が その 後 の 消息 不明 な る は 遺 


1720. 文献 に て も 勝 眺 多 が 「 レ 」 線 の み に て 治療 せ る 例 は な い . BAENSCH 時 
は 勝 肥後 壁 の 痛 を 放射 し て 1 EPO SES. 

例 

AQCO %, WH. 昭和 6 年 3 月 ふり 血尿 と PERM AHS. 初診 昭和 6 年 


11 13H, 71 eh. SILER, a ee 
F STARA KOMGD), 灰 自 色 な 呈す, MEET ET LEBTE TERN 
ef, 11 月 4 LY 1212 Hill 4,0007 ARABS, 11 月 28 VRR 
ぎ 12 月 15 日 頃 に は 血尿 全く 止む . 昭和 7 年 1 月 20 FRET LA CHAE BS P,, 
唯 少し く 腫 瘍 の 在り し 部 分 が 充血 せる の み . 


Bie fe (15 pi) 


FO BTS CA ERE OW R CA 0 BO. t OAS SCHINZ 
に よる ミ IBS. 然るに 吾 等 の 診療 せる 患者 は 皆 腫瘍 が LIS EO FE 
機 族 に 遅く 治 應 は 僅か に 1 例 に 過ぎ な か つか た . 

組織 函 的 に は 角 化 表 度 癌 10, fad PEAK ぅ IR 1, 黒色 腫 1 の 割合 で ある . 

位置 より 言 ふ な ら ば 頭 部 2, 大 腫 2. MOREL, A, Bi, BEI, Hi 
» FHI, KF 1, WRI CHA. 

AL PS #8 (2 Bi) 

2 例 共 女 子 で ある . 1 ISIRA SHBG IS D BS 75 6 PR ABUELS, 
PELE Ae oO. LOPS" FS FO 2 」 の み に て 照射 せり , 組織 内 に 
600「 ミ リグ ラム 時間, 表面 貼 用 3.200「 ほ リグ ゲラ ム 」 時 間 な り . 新 く の 如く 


NEID REBEL MB 放射 線 に 感じ 易い の で Warp), STEWART に よる 


1 


も 然 り . 
BS He BUND) 


FG BD HEE IS 7 NC -RAEI SHENK 1 例 に 過ぎ な い 、. その 他 術 の 後に 
際 防 放射 を せる も の 3 例 あ り . 一 区 腫瘍 は 反 應 著しく な か つた が 再 殴 せ る も 
の ( 5 例 は 陰 束 切断 端 。 3 NEE) NEON も の 3 例 あ 5 
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1 一 2 年 以上 ), 感受 性 の も の な ら 放 射 後 3 月頃 に は 腫 場 は 全く 消失 する 
に 至る . MDM SBA IRB D&M Wa. 文 献 に も 永久 治療 例 
(XP < 72>, SCHREINER © は 60 例 の 統計 的 観 宗 を な せる に その 結果 良好 な 


(4 


り 
肺 癌 (94 例 ) 

肺 痛 は 殆 ん ざさ 外科 的 手術 の 奉 象 で は な い , 唯 放射 線 療法 に より て 症状 の 軽 
杖 を 期待 し 得 ら る , 抑 ち も 獲 り 腫瘍 の 縮小 を 挫 た す の み な ら ず 咳 串 血 療 の 減少 
を 見 る 毎 常 か く 反 應 する も の で は な い . 殊 に 歴 迫 症 状 た る 和 締 縦 痛 , LE, 
瞳孔 の 比 化 等 は 腫瘍 の 縮小 さ 併行 し て 軽快 し な い . 腫 場 の 縮小 に 就 て は 議論 
HY, 之 は 腫 場 の 組織 義 縮 の 部 分 が 減少 せる の み で 四 際 に 腫瘍 組織 が 小さ く 
な つた の で は な いさ GRAHAM®? 氏 は 言 ふ 。 KLEWITZ'%) は 30 例 を 放射 ( 
27 例 は 死亡 し た が 8 人 は 症 汐 が 軽減 し 中 に は 2 年 に 及ぶ も の あり の さ . ZU 
反し GRAHAM は 19 例 に 於 ける 経験 に て 数 果 を 誤 め な い . 


肝臓 韻 0 例 ) 
了 林 上 一 克 時 識 冶 ミ 診断 され た も の に て 反 應 し た も の な し , BO MBO 
NER SSBDARG SH TERERDE< AN ABI 


BE, BEE), 癌 性 腹膜 炎 (: 例 ), 
腎臓 腫瘍 (3 例 ), SEE (2 DW 
何れ も 好 影 響 を 認め ず ・ 
副腎 腫 い 例 ) 


ー 時 腫 場 滑 失 せる が 約 10 ARTE. 


例 

KOOO 。 男 、 側 腎 腫 . 昭和 5 年 6 月 初め に 腹部 に HA ET. 初診 昭和 5 
年 7 月 29 日 。 11 歳 。 ATES CHARS +, 上 昇 は 一 部 助 寺 弓 に 達し 下端 ば 肝 の 
高き に あり , 2 横 指 下 に 及び 左端 は 中 央 線 に 達 す , RATTE, OPO 
Hey, KPRAA, 赤血球 。 白血球 な 認 む . 血液 ほ 血 色素 が ザー リー 氏 67, 赤血球 457 
萬 。 白血球 8250( 組 成 異 常 な し )、 7 月 31 日 より 8 月 21 日 迄 に 3.000r et, 
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8 A 26 日 腫瘍 ば 2 分 の 1 に 縮小 し 和 柔 く な る , SHREMKL 6724. 9 月 23 日 腫瘍 ば 清和 
CCHS. AAG ET AOA RRS, 放射 し て 反 鷹 させ す 。 


Die Erfolge unserer Il-jährigen Tatigkeit in der 
Strahlenbehandlung von malignen Geschwulsten. 


Von 


Dr. H. Yamakawa. 
Aus der Radiologischen Abteilung von Koraku Hospital 


der Japanischen Gesellschaft für Krebsforschung. 


Von 1923 bis 1933, also im Verlauf von 11 Jahren, haben wir 
1542 Fälle von bösartigen Geschwülsten behandelt. Davon war der 
grösste Teil entweder inoperabel oder Reeidive nach einer Operation, 
oder durch Strahlenbehandlung resistent gewordene Fälle. Zum 
Zweck grösserer Sicherheit der Diagnose wurde nach Möglichkeit 
eine Probeexeision ausgeführt. Um den Verlauf nach der Behand- 
lung kennen zu lernen, riefen wir die Patienten im regelmässigen 
Zeitabstand in das Hospital oder verkündigen uns brieflich nach 


ihren weiteren Befinden. 


Sarcom. 


Unter 97 Fällen waren 29, bei welchen der Tumor einmal zeit- 
weilig verschwand. Dauerheilungen waren unter 61 Fällen 7. Nach 
der, Sensibilität für Bestrahlung ordeneten sich die Sarcome in 
folgender Reihe. Lymphosarcom, Rundzellensarcom, Spindelzellen- 
sarcom und Knochensarcom. Aber auch im letzten Falle war Heilung 
nicht ausgeschlossen. Unter 16 Fällen von Rachensarcom konnten wir 
in 2 Fällen über drei jährige Heilung erreichen. Von Tonsillarsarcom 
gingen 2 Fälle in Dauerheilung über. Bei Hodensarcom wurde 
nach der Operation in 14 Fällen retroperitoneale Metastasenbildung 
beobachtet, unter diesen verschwand der Tumor vorübergehend in 
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einem Fall, ein anderer Fall war 3 Jahre lang rezidivfrei. Von 10 
Mediastinal-tumoren wiesen 2 über 5-jährige Heilungszeit auf, beide 
waren Rundzellensarcome. Sarcom aus Muskelgewebe. Bei 2 Sar- 
comen aus Muskelgewebe wurden nach der Operation Rezidive 
beobachtet, welche durch die Bestrahlung gut beinflusst wurden, 
nämlich war 1 Fall über 2 Jahre, der andere über 5 Jahre voll- 
kommen geheilt. Wenn auch Knochensarcome (16) im allgemeinen 
gegen Röntgenstrahlen resistent waren, reagierten myelogene Sar- 
come doch, davon zeigten 2 über 3-jährige Heilungszeit. Unter 2 
Fällen von Ovarialsarcom blieb 1 Fall 5 Jahre lang ohne Rezidiv. 


Krebs. 


Bei Uteruskrebskranken wurde 5-jahrige Heilung erzielt: in 
operablen Fällen 80% (5:4), in Grenzfällen 21% (66:14), in aus- 
sichtslosen Fällen 1% (100: 1). Wenn das Alter für die Heilungs- 
möglichkeit keine grosse Rolle spielt, so waren doch die Aussichten 
für Frauen unter 20 Jahren am besten. Die Geschwüre, welche 
am Scheidenstumpfe rezidivierten, waren am leichtesten zu bein- 
flussen. Rachenkrebs (39). Operation hatte immer schlechten Er- 
folg, nur durch Strahlenbehandlung lies sich Heilung erreichen. 
Wir verfügen nicht über Material von mehr als 5 jahrige Heilungs- 
zeit, aber die Primärheilung ergab 23% ; Im Fall von guter Reak- 
tion begann sich der Tumor 10 Tage nach der Bestrahlung zu 
verkleinern und verschwand nach 3 bis 4 Wochen. Kehlkopfkrebs 
(72). Dauerheilungsziffer ergab 10%, Primärheilung 20.8% (72 : 15). 
Unter den Erkrankten waren Männer bedeutend zahlreicher ver- 
traten als Frauen (82%), aber im Heilungsverhältnis war die Frau 
besser als der Mann. Beim endolaryngealen Kehlkopfkrebs war 
die Prognose am besten. Bei Oberkieferkrebs (66) war sowohl durch 
Operation, als auch durch Bestrahlung Dauerheilung im allgemeinen 
sehr selten zu erzielen. Glücklicherweise konnten wir unter unserem 
Material 4 Fälle heilen, darunter fand bei einem Fall über 4 Jahre 
lang, bei 2 Fällen über 3 Jahre lang kein Rezidiv statt, diese sind 
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bis heute gesund. Mammakrebs (119). Wir bestrahlten ausschliess- 
lich Fälle, die entweder inoperabel, oder Rezidive, oder Metastasen 
waren. Drei bis fünf jährige Heilung erreichten wir bei 15.7% 
(38:6), davon war primäre Heilung 17% (52:9). Wenn auch das 
Alter für die Aussicht der Heilung keine grosse Rolle spielte, war 
das Alter zwischen 20 und 30 Jahren das günstigsten dafür. Um 
die inneren Organe nicht zu schädigen, wurde nach Möglichkeit 
dem Thorax tangential bestrahlt, und die Strahlen dürfen nicht zu 
halte Qualität haben. Zungenkrebs (49). In der Mehrzahl der Fälle 
war die Zunge zum grössten Teil infiltriert, und die Infiltrierung 
war bis zum Mundboden, ja bis zur Mesopharynx fortgeschritten. 
Die Heilung gelang bei 4 Fällen, davon war 1 über 10 Jahre, 2 
über 2 Jahre recidivfrei. Das Verhältnis zwischen der Lokalisation 
der Erkrankung und der Heilung war unklar. Beim papillären 
Tumor war die Prognose am besten ; wenn der Tumor aber ge- 
schwürig oder rissig aussah, war die Heilung gering. Hirntumor 
(15). Wir erzielten vorübergehende Besserung in 4 Fällen, in 2 
Fallen, vergingen 5 Jahre symptomlos. Bei einigen Fällen von 
Hypophysentumor verbreitete sich das Gesichtsfeld einigermassen, 
aber vollständige Heilung wurde nicht erzielt. Bei 9 Fällen, wo 
über heftigen Kopfschmerz geklagt wurde, liess der Schmerz in 7 
Fallen nach. Branchiogener Krebs (23). Sämtliche Fälle waren in 
dem sogenannten dritten Stadium oder Recidivfalle. In einem Fall 
verschwand der Tumor für ein Jahr, in einem andern für mehr als 
drei Jahre. Maligne Struma (14). Davon war ein Fall über 3 Jahre 
symptomfrei, 2 besserten sich, 1 Fall war in 2 Jahren geheilt. 
Ösophaguskrebs (74). Trotz empfundener Schluckbeschwerden 
kamen die Kranken erst 1 bis 4 Monaten nach dem Eintritt dieses 
Symptoms in unseres Hospital. Wir erreichteten vorübergehende 
Besserung 39% (74:29). Durch Anlegung der Magenfistel liess sich 
der Tumor nicht beinflussen. Auch die Gasbehandlung (nach Wasels) 
blieb erfolglos. Magenkrebs (165). Sämtliche Fälle waren inoperabel 


oder Recidiv nach Operation. Bei Bestrahlung trat als regelmassiger 
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Gewinn eine erhebliche Linderung der Schmerzen und Befreiung 
vom Erbrechen für etwa 3 bis 4 Monate ein. Darmkrebs (69). 
Diekdarmkrebs (4): Mittels Probelaparotomie wurden die Fälle als 
inoperabel bestimmt. In einem Fall erzielten wir über 2-jährige, 
im letzten Fall über 4-jährige Heilung. Rektumkrebs (65). Auch 
die Fälle zeigten sich als inoperabel, doch leider blieb grösstenteils 
unsere Behandlung ohne bedeutenden Erfolg. Nur in einem Fall 
gelang uns wirkliche Heilung. Krebs von Meibomischendrusen (2). 
Diese reagierten wohl, aber rezidivierten nach einem Jahre. Spei- 
cheldrusentumor (11). Der grösste Teil der Parotistumoren waren 
eine Mischgeschwulst von maligner Entartung: In einem Fall 


verschwand der Tumor über 3 Jahre lang. Ein Endotheliom der 


Submaxillardrüse wies 5-jährige Heilung auf. ‘Autoreferat.) 
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ABLE (= FEAT RE & Gt A BE 
る 脂肪 繊維 肉腫 
( 彫 版 X—XI) 
ca it AK SS RSE (GEE 長 奥 教授 ) 
西 村 右 衛門 


BR 第 三節 Biase ATH 
緒 言 m 腫瘍 
第 一 章 臨 洒 的 所 見 と Ge 
第 二 章 RELA HO Pr SL 第 三 章 線 括 及び 考察 
第 一 役 剖検 的 診断 第 四 章 Ai im 
BZ RT 文 OR 

A BUTT = HST 附 fod 


の 諸 臓 器 


緒 言 

SRS ESI (LL これ に 理 學 的 療法 を 持 績 する 事 に 佑 り て 冶 腫 を 形成 し , 所 詩 狼 疹 部 と 
し て 往々 之 を 見 る 所 な る も, 之 が 肉腫 を 形成 する に BY 2 SHELA AMIR 
見 ざる が 如 し . 

AU 17 BOS Fi C4 ORAM RI AE し た る 尋常 性 須 疹 の 11 年 間 の 長き 
に 互 あ 「 レ ント ゲン 上 療法 (時 々 「 ラ チッ ム 療法 を 併用 ) の 経過 中 肉腫 の RER ZIIEN 
TL = DB BA PEW し 得 ざ り し 一 副 松 例 を 得 た ぁ る を以て WIM Lt, 

剤 概 例 
BE 臣 灯 的 所 見 

小倉 基 男 17 歳 . 

MER we 130% (22/V 1938 His) 

病歴 HC AA RD 

Fe PRUE | = HG PO I OD Sea EY BA Ae BB oF, 

既往 症 出産 は 正常 . MERUHR ARD YU. 4RON' Tan RUNTER 
Be sae RAMOS. 

AOL UNI ESE, 

BH 4 BED IE OIE 12 年 10 月 ) AT UAB KH KO FARB De ET, 次 第 に 
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BEL 5) Bee VT I: ZI EEK CHIEITEHAÄI RUT Dr PBA 2 
VB RAKOLENY, BE 4 RAK AEA RAO, PER 
HOBO Fi uy pry MOF FO 2 LIE 年 に 至る 。 其 
OPK ke し も 全治 に 至ら ず . 一 時 通院 を 中 止 さ り . 然るに 昭和 7 年 9 月 上 記 の 

病 徐 中 央 部 ば 腫 肛 し 且つ これ が 破れ て 肛 を 出 と 潰瘍 部 搬 大 さり . AT PARE U 38°C 

D BHA, FAK, WY. 同 10 月 10 日 再び 同 外 來 を 訪れ 銀 六 癌 の 疑 の 下 に 入院 せり 、 
入院 営 時 の 容態. 


RER 

SRUHER, ZERERTEL, WIFE, 呼吸 ば 胸 腹 型 を た 呈す. 腹部 
及び 胸部 に 異常 な し . 汐 世 腺 の 腫 大 ば は 全然 認め ず . ARBEITETE). 

血 液 所 見 Wassermann 氏 反 際 ( 一 'Pirquet 氏 反 應 ( 士 /「 へ モ ゲ ロ ビン 」 含 有 量 6822 
Sahli 赤血球 4, 860.000、 自 血球 7,700 (中 性 嗜好 性 多 型 核 白 血 天 68.02,、「 エ オォ ジン 」 嗜 
好 性 白 血 刺 3.5 2。 暗 基 嗜 好 性 白血球 0.5 22, PRELER 2.5 22, KERN 
3.025), 血 礎 最 高 105 mmHg. 最低 80 mmHg. 

Pe WHITE, ARORA ST, 

BR を 出さ す . 

心臓 心 失 聴 動 ほ 第 V 助 間 腔 に て 鯛 れ , BNE LAL OD eRe (LHS IV 助 骨 , 
だ ば 左側 乳 線 ふり 一 横 指 内 側 に し て 且つ 心音 に 異常 な て 。 

肺 騰 FS IHR LR ART, 


局部 所 見 
PAD CWE DIAL ESRI LL, TOKIO EI VEREIN A 


皮 あ り て その 間 所 々 (IMD AMET. PT AIKEO HT. PRICEY BMA Ie 
HYVAOLOPpRM LY EAE 2.Scm OHM: MO 潰瘍 わり て る その AMAL 
Wi tT SRI KY CRHC OZ. その 周 園 は 軟 き 肉芽 組織 より 成り これ り 量 
ART SWAPS. RAR MBL BRI PAIL b, BRO RW LA 
滑 な れ 共 一 部 ば 白色 を 呈し 一 部 は 汚 灰白色 に し て 軟 な り . OB aE AKL CK 
LAErLAETZIE) 12 月 初旬 (1932 年 ) に ば 在 瘍 組織 の HEI HR CPS IE 
出さ れ 到 年 (1938 年 )1 月 に は その 一 部 nie TER) Tue). NEO wR it 
HE HEqT & tk |< —- ARERR te C= ee 7 月 22 日 死亡 す . 

S-E 病理 解 剤 欧 的 所 見 

第 一 節 ee 
1. 顔面 石 生 側 に 於 ける 壊死 性 崩壊 ( 昭 微 鏡 的 に は 脂肪 織 維 肉腫 ). 

中 等 度 の 肺 水 詐 (特に 左 肺 下 葉 に 著 明 ) . 
3。 肝臓 の 周 遮 脂肪 化 . 
1, BRORM. 


bo 
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5. iO Bis. 
6. FED ORE O ik. 
7. Perk He (Hy 400.0 FE). 
Pa EE ERR a EAR 2. 
9, 胃 及 び 腸 の 軽度 の 加 答 見 . 
10. ET MIO ARTRDRIR FIRE RER (AKA), HOE COM 
に 於 ける 腹 壁 腹膜 さ の 軽度 の 繊維 性 療 著 . 
ll. BORD. 
12. MED. 


[ee] 


BZ ERER 

ZIEHFEROFTMÄLZETRILTT, RAMI BNNRT, 皮下 脂肪 ば 
SUCRE T. MIOHRERFNIAU, KEREIZAEN ET. 浮腫 を 認め ず . 
結膜 ば 貧血 性 蒼白 、 ABD IRS, 瞳孔 ば 正常 大 . SHAR SY OS 2 MELDRI DER 
RAT, 

A 顔面 に 於 ける 腫瘍 の 所 見 . 

顔面 有 生 側 の 大 部 分 ば 潰瘍 汰 に 破壊 さら れ , ARR LAT FRR AE SY At 
午 道 の 上 部 に 及び , FELLA MB 2 ATM Pare AR SBS CHES I, 下部 ば 類 部 を 越え 
て 下 名 部 に まで 及び 。 後 外 方 は 略 ヽ 右 外 徳 道 垂直 に 走る 線 を 以 て 境 せ ら る 。 腫瘍 
の 表面 は 全く 潰瘍 潜 と な り 法 灰 自 色 を 呈し 中 央 部 ば 様 め て 軟 に し て 雷 死 性 物質 を た 以 て 
aın, 周 邊 部 ば 腫瘍 組織 の 破壊 此 較 的 少な く 、 所 々 に 銀 疹 性 結 芳 散在 CRO 
を 呈す 。 上 外部 の 潰瘍 面 約 ま を 占 む る 部 分 に は 陸 下 腺 起 出 す . 潰瘍 部 と 健康 皮膚 と の 
FMAM), 右側 上 顎骨 及び 下顎 骨 は 殆 ん ど 全 く 破 壊せ られ 上 下 雨 頭 の 臼 各 1 個 
腫瘍 塊 中 に 包 埋 さら る. BORO UAL Em ONE, OPES 4 
モー ル 氏 容 ば 盛 ひ に 連 績 さり . 軟 日 蓋 は 侯 さ る る 事 な く , HUMES), HORM 
に も 腫瘍 の 浸潤 を た 見 すず 。 BME ROMA ST, 腫瘍 の 割 面 ほ 灰 自 色 を た 呈し, 
多 敷 の 結 締 織 東 の 走行 を 見 る . BEELER ERIE, 

zZ 諸 臓 器 

腹腔 を 開き て 観る に , 腹腔 内 に 異常 液 を 認め ゆす 腹壁 筋肉 は 正常 。 腹膜 ば 滑 澤 に し 
て 大 網膜 の 脂肪 量 減少 さり . ELNINO fT R(t CO CORE OE 
に 盲腸 及び 廻 腸 の 最 下 部 に 於 て は 2 一 3 個 の 大 豆 大 と な り 石 灰 化 さる も の あり . BM. 
腹 避 腹膜 と 繊維 性 に 癒着 す . 胸腔 を 開き て 観る に , 胸腺 ば 脂肪 化 CADET EIER 
に 於 て 軽度 に , 諾 側 助 有 ば 完全 に 何れ も 繊維 に 癒着 す 。 WERT MBO L. 心 
付 に は 異常 を 認め ざる も その 中 に 黄色 澄 明 の 約 400.0 ED DER RZ. 縦 隔 胸膜 に 
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は 異常 な て. 

心臓 僅か に 小さ く , 心 外 膜 下 脂肪 は 減少 さり . 心筋 ば 軽度 に 褐色 な を 党 び 壮 縮 性 な 
り , 心 内 膜 は 在 滑 に CCM IS RAH PT, BAT ART ODER EN 
脈 に 何等 病 的 郷 化 な 認め す . 

肺 職 右 肺 に 於 て ば 肺 失 ば 助 膜 と 繊維 性 に 癒 著 し , 割 面 暗 赤色 を 呈す . 上 葉 の 空 
無 合 有 良好 な る も 城 分 水腫 性 な り . 下 葉 に 於 て は 著 明 な る 水腫 を 認 む . 諾 肺 ば 容積 大 
に と て 全 骸 に 助 膜 と 織 維 性 に 癒 著 し 一 般 に 空気 含有 良好 な り . BAe SOB 
つ 浮 種 着 し く 就 中 下 葉 に 於 て 閉 明 な り . 結核 性 病 答 ほ 左右 何れ の 肺 に 於 て も 之 を 認 む 
る 能 は す . 

RRB 僅か に 小 , RRA, ZETA. し て 赤褐色 た を 呈す. 硬度 僅か に 増加 す . 
割 面 は 赤 視 色 を 呈し 且つ 腫 妥 を 認め すず. DREW OF, 小葉 の 中 心 常 ば 赤褐色 
を 呈す る も の 周 筐 常 は 灰 白 黄色 た 呈す 。 一 般 に 血 量 少な し て. 

Be 異常 た 認め すず. 

PEM Be BE TE RD] re 

門 脈 系 統 に 異常 な と. 

Ree BEERS AI CAMB He ST. BIRNEN TEL 
O Hi RA TBR LSA CES , RAT eA 1-H 5 2 Sb HTL SF. 

腎臓 雨 側 同 様 の 所 見 を 呈す . 1 WERTEN Cie ADI RB OS, Se 
に と て 路 赤 色 を 呈す . 割 面 ば 混濁 CET EA OR AED IL 唇 邊 に は 異常 な て. 

副腎 皮質 の 脂肪 は 族 冊 湊 に 消失 し ,。 秋 質 に ば 異常 を 認め す 。 

BR 黄 袖 色 を た 呈し, 硬度 僅か に 増加 す . 

胃 粘膜 は 鍼 恋 に 富み 疾 租 な る 灯 液 を CLI TO 中 に FBIM の 物質 を 容 
る 。 PANELS (LEME = IE Ee BF, 

Ba File, 2, A TE 2 BARRED A= CML 2, ie 
FRIRUIZFHET HER UKD AI TER LO AH LAA Bee ST AR). BIER 
(LIER SE SSH TEA). 直腸 に は 異常 な し . 

BBRE 混濁 せる 原 に て 消 た され , PRL Ra, 

MER 異常 な し . 

SHA 僅か に 硬度 な 増す 以外 著 畿 を 認め すず. 

大 動脈 秒 軟 に し て 弾力 性 な り . 

食道 He, 甲状腺 に ば 異常 な し . 

R= 炒 微 鏡 的 所 見 

甲 腫瘍 

I. FARB 


この 部 分 に 於 て は 腫瘍 細胞 の 大 きき 不同 に UT, 染色 質 に 富み る た 不 規則 
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な る 核 を 有する 巨 犬 細胞 の 存在 する 所 あり , PRERROM< HES ED EHO 
て 多 型 細胞 肉腫 の 所 見 を 星 す . 且つ この 程度 張 き 所 に あり て は 原形 質 内 に 大 
小 不同 の 彫 形 の 室 胞 あり て , I» に は Sudan III (= CHT ERA fH cA HE 
する 脂肪 滴 の 多 敷 存在 する を 見 ゐる. 新 る 部 分 は 腰 様 織 維 の 形成 を 見 ず , 唯 少 
量 の 格子 状 鐘 維 を 誰 む る の みな り . 又 他 の 部 分 は 細胞 は 何れ も 紡 鍵 形 を 早 し 
核 は 原形 質 に 比 し て 大 きく 且つ 菜 色 質 に 富み , 多少 の 大 小 あ る も 繊維 肉腫 の 
像 を 早 す . 起 等 の 細胞 原形 質 よ り 細 き 織 維 を 形成 し , 間 質 の 毛細 管 壁 結 締 織 
織 維 こさ 連絡 し 且つ これ は 尊 次 に 太く な り て 腰 様 旨 維 化 せ 0. SUBURR RHEIL 
明瞭 な ら ざ ゐる 部 分 も 少 か ら ず 存在 す . 又 核 は 原形 質 の 一 か に 寄 9 TAT 
れる も の あり の , 核 壁 過 菜 を 早 する も の あり . Writer UTHER 
較 的 鮮明 に UTA S も の あり . 所 々 に 核 分 宮 像 を 見 る . 又 腫瘍 細胞 間 の 
間隔 甚だ 廣 く 且つ これ ら は 細 き 原形 質 突 起 に 依り て 連絡 せる 所 あり ・ Hark 
も 所 を 々 に 在り て この 附近 の 腫瘍 細胞 は 核 崩 壊 及 び 核 融解 を 起 し 再 死に 傾け 
・ 新 る 部 分 に 於 て は 特別 な ぁ る 繊維 形 成 を 見 ず . 間 質 は 一 般 に 毛細 血管 に 富 

A, 腫瘍 賞 質 さ 赴 等 毛細 血管 ミ は 互 ひ に 細 き 格子 装 織 維 に 依り て 結合 せら れ 
蜂 集 状 構 造 を 認 む る 能 は ず . 印 ち この 部 の 腫瘍 写 綿 は 一 部 は 所 調 脂 肪 肉 性 の 
像 を 早 し 一 部 は 織 維 肉 腫 の 所 見 を 示 し , APT (= tH EDO. FAIR 
に 於 て は 脱 様 織 維 は 一 般 に 認め ら る ゝ も 格子 装 織 維 の 形成 は 脂肪 形成 細胞 の 
存する 所 に は 不 <, 織 維 形成 細胞 の 存在 する 所 に は よ 0 多く 之 を 認 む 2 

り の. 弾力 織 維 は 間 覧 に 於 て 僅か に 不 規則 に 存在 する を 認 む る の み . 

Il. HFS 

此 の 部 に 於 ける 腫瘍 組織 は 殆 ん ざさ ー 様 に 大 小 不同 の AY 2 細胞 より 成 
4, 且つ これ ら 5 細胞 の 原形 賢 内 は 不 規則 な る 脂肪 滴 に て 満た され 典型 的 脂肪 
細胞 の 像 を 示す も の 甚だ 少し . LAL MMP IMIO SS も の は 核 は 一 か に 寄 
り 或 は 羽生 に な れる も の あり 0・ 又 同 時 に 所 詩 脱 肪 巨大 細胞 も 多数 に 存在 す 
cma ae Ce 
TESTER LU TI dr 6 AS INL OD IZ PEPE AB ke 0 THU 
に 結合 せり . KAM ¢ RES 70, BORA & & WHEL T 
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VEREIN EAU DO AOA HO. 間 質 は 少量 の 格子 装 織 維 よ り 成 
) 一 部 は 腰 様 化 せ 0. 腫瘍 の 表面 は 満 瘍 性 に 崩れ 織 維 素 の 析出 せる を 見 ゐる .・ 
一 般 に 血管 及び 毛細 血管 に 乏 し . EINHEIT SZ LS. DB LOL 
WTS, その 犬 部 分 は 典型 的 脂肪 肉腫 の 像 を 星 す る も の に し て , AOA 
胞 の 核 の 多 型 像 著 明 な り ・ 

I. #8 

VENEN RUHE ONE TARERHE 22 DCH L AO IMG DE 
は 分 枝 し 太 さ を 増 し て 瀬 炊 間 質 に 移行 し , KRTSMASOHRTEN San 
QD. 腫瘍 細胞 の 多く は 軽度 の 多 型 性 を 有 ( mae L falar & AR 
に 富む も , PRSB(L)OM< BMGT. Mas PA Kee LE 
FENG D IER OPE He ts 6 Od O. BOCK MALIA Sd 
F. AOPRSM, HP RCH AD F BAER KHL RZ eM SHES 
FE (SBR AREER THES. BD CORBIS PGT AILS BONER 2e 

NHS AEA HAT HE ZRBOES. 


IV. ns 
KAGE SC RAE NED RE LARA 大 細胞 を 混在 す . Bee (Ml) (HS 
ける 所 見 に 類似 せる も 所 々 に 脂肪 細胞 の 集 園 を 見 , 且つ これ 等 腫瘍 細胞 の 多 
型 性 張 度 な り . 又 腫瘍 組織 の 衝 価 乃至 壇 死 に 陥れ る 所 も あり . TMVPTIT SABRE 
化 せ ざる 極め て 細 き 格子 装 織 維 を 認 む . 弾力 織 維 は 全く 之 を 認め 得 ず . 

V. FARE BB 


“WE BALI NE OR 7e BL, 核 の 多 型 性 張 し . 一 部 に は 多 型 細胞 肉腫 の 像 
を 早 せ る 所 も あり . 巨大 細胞 は 存在 する も 比較 的 少く , 且つ 脂肪 形成 細胞 は 
殆 ん ざ 之 を 見 す . 又 腫 瘍 細胞 の 不 規則 な る 核 分 剤 を 営む も の あり . 弾力 織 維 
は 殆 ん ざさ 認 む る 能 は すず. 
以上 の 腫 場 各 部 分 に 於 ける 所 見 を 和 合 する に , 腫瘍 は 脂肪 織 維 肉 竹 の 像 を 
RUD LCG Fees AMIS OA EGR (KS St PARIS LCE EO 
BASIEREN & OR KAMGDKIZ EAD FZ ORK 3 OPH A 
胸 存 在 し , 脂肪 肉腫 の 部 分 に 於 て も 赤 脂 肪 形成 細胞 の 大 きき さ 種 々 な り . 加 ふ 
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D (FRAT RB OTH ML = HIER EFT AH UAENTH. 面 し て 脂肪 形成 
MUNGO ARK AMA DIE FOAMS BIER, 一 部 分 は これ 

が 陽性 に し て 且つ 加 温 に 依り て 清和 失せ ざ る も の な の. X Nilblansulfat に 
は 青 染 し , Sudan II (RAR GIS Boe に HHL, SMITH-DIETRICH 氏 
法 及 び FISCHLER 氏 法 に て は 所 見 明瞭 な ら ざ りき 。・ 

腫瘍 組織 中 織 維 肉腫 の 像 を 早 せる 所 に は 比較 的 多く の 格子 汰 織 維 姓 に 少量 
の 著 明 に 騰 様 化 せ る 織 維 を 見 る も , 脂肪 肉腫 の 所 見 を 示せ ゐる 部 分 に あり て は 

比較 的 少量 の 格子 装 角 維 を 認 む る の みな り . UL CASO RBHEIS HIER 

結合 し て 色 腫 に 見 ちら る ゝ が 如き 蜂 集 汰 構造 は 之 を 認 む る を 得 す . 弾力 織 維 は 
一 般 に 極め て 僅少 に し て , 唯一 部 に 於 て 甚だ 不 規則 な る も の を 僅か に 見 る の 
みな り の . 

と 諸 臓 器 

肺 臓 左 肺 下 葉 は 一 般 に 贅 血 水腫 の 像 を 早 し , 所 々 に 軽度 の 加 答 見 性 肺炎 
倫 を 認 む . 左 肪 上 葉 に は 著 若 な し . 有 肺 に 於 て は 上 葉 に 中 等 度 の 気管 枝 肪 炎 
倫 存 在 し , 下 葉 に は 左 肪 下 葉 に 於 ける さ 共 に 軽度 の 就 下 性 肺炎 年 を 認 む 

心臓 心 肛 織 維 に は 褐色 素 を 僅 度 に 認 む . 又 筋 織 維 の 細く な れる 所 あり 
心筋 の 初 色 義 縮 を 起 せ り . 心 外 膜 及び 心 内 膜 に は 異常 を 認め ず . 

肝臓 中 等 度 の 周遊 脂肪 化 あ り .・ グ リッ ン 氏 輔 及 肝 静 脈 に は 異常 を 認め 
+ 

腎臓 sO eo vO RBE LL. MRE ERO LR IMED 
MN LAI DOREEN LENT, 彫 住 を 認め ず . be MOPS BY 
IL CRBVER 2S. 雨 側 同 所 見 な り . TPE ASO 4% FEA FER CL MLER 
に 富む . MMOL MOBO MS EDER ZB. 

Br PEAR, PR Lth DIOCESE AD aN < SLO. PRELIRNIS AS 
Hid. BEEBE < %e O LOMMBITE L < FL PEROK AT. MMS BBO 
TIRS 70 HOMME SLO. 内 度 細 胞 甚だ 不 規則 に 存在 し , ER IE 
球 を 僅か に 認 む る の み . 中 心 動脈 の 内 膜 は 軽度 の 肥厚 を 示し , 動脈 壁 に 硝子 
物質 の 沈 著 あり . 
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B 粘膜 僅か に 充血 し , 軽度 の 加 答 見 を 早 す . 

BEER TIEREN FEED UN ER OF BE, 且つ 汐 巴 濾胞 は 
HTSE2. : 

副腎 RIK 700 CSC BRIAR EL, RIG, PEK SA SRB 
な きも , RUF I SO. BPTI SB MDS. 

2A WMA SRMROML. 精細 管 は 一 般 に 装 縮 LEO CT RGM & 3 
Hai ALOE RE KO MERE DE OBS, Hime DLO IK RRR CNS UE Zs 
ら ず . BARRIS Bibs lL. EDS Ud RAK PAPERS RAZER <2 0 Fila 
胞 の 増加 を 見 る . 被膜 の 軽度 の 肥厚 ある も 間 質 の 結 締 織 は 特別 増殖 せる が 如 
き 事 な し . 又 責 側 共 精 細管 腔 内 に 結石 形成 (ARE) を 認め 殊 に 左側 了 回 丸 に 
於 て これ が 軟 凡 化 の 傾向 を 示す も の あり . 

BZEOCHBERUFSR 

ASS USE (= EAE DS PRO RW (Cao ey b Kyle! 9 
FOL BER, 該 部 に 腫 場 を 形成 し た る 17 RAL OMB UT, 
腫 場 は 原 克 部 位 に 甚だ 廣 汎 に 増殖 し た る の み に て 光 巴 腺 乃 至 諸 臓 如 に は 乙 が 
甲 移 間 を 全然 誠 明 し 得 ざ り し も の な り . 

4 EDER (ACI 12 年 10 月 ) BERKER ODER Ze HE U, 
Me ミ な り , その 中 天 部 は 潰瘍 を 形成 する に 至り その 婦 年 環 箇 性 
銀 癌 の 診断 の 下 に 上 記 の 理 恨 的 療法 ( 主 に 「 レ ント デ ゲン 照射) を 昭和 6 年 まで 
11 年 間 畿 績 し 途中 一 時 軽快 し た る も 其 後 1 年 再び 増 可 し , TURD BED F 
入院 治療 を 受け た る ぁ 後 10 ヶ月 に し て 腫瘍 の 破壊 巡 に 増大 往 * 激 し く な り 5 
た め ゅ に 一 般 装 態 悪化 し 診 に 死亡 せり ・ 

腫瘍 の 表面 は 一 般 に 汚 釣 白色 を 早 し , 中 央 部 は 潰瘍 性 乃至 壊死 性 に 破 壌 し 
泥 状 軟 , 周遊 部 に は 小結 分 散在 し , 随 つ て この 部 は 中 央 部 に 比 し て 便 度 硬 し 
AMSKARS AL, SROMM RO ET ILD. 

BS SAT ORME KO OS 6 4U 5 AHA SAPS SE 
3 ING 7S B PAA VG RER AN 7 © « 
ATA RAMS YOK AAs EUR BL, 一 般 に 核 は 原形 質 
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に 比 し て 大 きく BOHKAÄLEU. 所 に より て は 多核 性 の も の あり ・. Kishi 
形質 の 一 方 に 寄り て 泡 航 に な れる も の あり の. 又 核 長 過 染 を 早 す る も の あり , 
上 つ 所 々 に 規則 正 し き 或 は 不 規則 な る 核 分 剖 像 を 認 
脂肪 形成 細胞 内 の 脂肪 滴 は 甚だ 不 規則 に し て 且つ これ 等 個々 の 細胞 は 古 ひ 
に 間隙 な く 密 集 す る こさ な くし て 甚だ 不 規則 に 存在 し 宛 か も 脂肪 再生 像 を 想 
し むる も の 殆 ん さそ の 全部 を 占め , 随 つ て 正常 脂肪 組織 乃至 は 昌 純 脱 肪 腫 
に 見 5 る ゝ が 如き 定型 的 腕 肪 細胞 或 は 又 退行 郷 性 に 見 ら る ゝ 凝 性 像 を 星 せ る 
脂肪 細胞 さ は 異な っ も の な り ・ 勿論 壌 死 告 の 附近 に 於 て は 脂肪 織 性 に 陥 れる 
腫瘍 細胞 を 認 む . 面 し て 外 等 脂肪 細胞 内 の 脱 肪 は その 大 部 分 は Nilblausulfat 
- て 青 染 し , Sudan Il に て 赤色 乃至 黄 赤 色 に 好 菜 し , 重 屈折 陰性 な る も の 


に し て , その 一 部 分 は Nilblausulfat (= CHL, Sudan II に て 黄 赤 色 
に 好 染 する も 重 屈 折 陽 性 に し て 且つ 加湿 に 依り て 消失 せ ざ る も の な り の . FH 


Pr 


SMITH-DIETRICH FE#ihFl- FISCHLER 氏 法 に て は FAHRER 6 SO S. 
SOME OFA DI BAUS TOKAMBAS AGB ER) 及び 石鹸 ( 油 酸 「 ナ 


EL 
NE 


トリ ウム 」) に し て , その 一 部 分 は 「Cholesterinkephalin ; jf 7749 Bar Eze 
りさ 孝 へ べら る 、 ゝ も, 本 胎 肪 検出 は 章 概 時 より 相 営 日 時 の 経過 せる こさ くさ, 及び 


中 性 脱 肪 の 分 解 産 物 た る 脱 罰 酸 及び 石鹸 を 誠 明 せる 事 に 依り , 腫 坦 組織 の 新 
鮮 な り し 間 は 恐らく 中 性 脂肪 存在 せ し も の な らん ミ 和 想像 せら る . 

腫瘍 組織 中 , 格子 状 維 は 織 維 形成 細胞 の 多 敷 存在 する 所 に 比較 的 的 多く 
見 6 られ 且つ 一 部 は 著 明 に 騰 様 化 せ 9. 脂肪 形成 細胞 の 多き 所 に て は 少量 に 存 
任 す る の み . 有 様 立 維 は 織 維 細胞 の 多き 所 に 比較 的 多く 存在 する も 脂肪 細胞 
の 多 敷 存在 する 所 に は 一 部 に 於 て 僅か に 之 を 認 む る の みな りら. EHRE 
(SALONS FZ EL, 癌 腫 に 見 5 ら る ゝ が 如き 蜂 案 装 構 造 は 之 を 認 む る を 得 
ず . 弾力 織 維 は 殆 ん さ 認め ず , 唯 般 維 肉腫 の 像 を 早 せ ゐ 部 分 の 一 部 に 於 て 僅 
・ に 不 規則 な る も の を 見 る の みな り . 腫瘍 組織 中 所 々 に 正常 或 は 不 規則 な る 核 
分 副 像 及び 出血 甘 (血栓 形成 ) 導 に 壌 死 付 を 認 む る も の に し て , 腫 坦 組織 は 著 
し き 浸 潤 性 の 増殖 を 営む さ 共 に 潰瘍 性 乃至 壊死 性 の 高度 の 破壊 行 は れつ ヽ あ 


り 7 cee a も の な の 。 
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DA LOPE ARES A IC ACEI SH DEREN PETE 0. EHEN HEISE 
較 的 多く 見 ら る ゝ も, 脂肪 肉腫 は 甚だ 稀 な る も の な りら ・ 今 脂肪 肉腫 に 開 し 文 
Revit ot, 

ViRcmow (TREE EDER A CAO x DB Re at Be SL, ie 
MABE CHER の RER 2° Zn (= 脂肪 滴 に て 消 た され た る も の と 考 へ これ に 
Myxoma lipomatodes malignum „ な る 名 を 奥 へ た り 。 

RINDFLEISCH は 大 小 不 同 OEL KTHUKHRL, 且つ 分 葉 構造 を 認め ざる 
Briten, HIS 脂肪 腫 と 司 別 す 可 きも の と し て 之 を “Lipoma sarcomatodes ” 
Linn). 

その 後 BoRsr 1896) は 幼 若 な る 脂肪 細胞 より 成る 腫瘍 に し て , 脂肪 腫 及 び 正 常 脂肪 
HHL (LSR7E SL Oe HF, Rınprreisch “ Lipoma sarcomatodes "に 一 致 せ る も の と 
な で せり. MARL MI 内 と 浅 油性 破壊 性 の 増殖 を な せる も の , 及び 後 腹膜 部 に 費 
生 せ る 腫 揚 に 付き 。 後者 に は 肉腫 様 の 部 分 を 魚 如 せる も 何れ も 大 小 不同 の 脂肪 滴 を 存 
する 幼 若 な る 紙 育 期 に わる 細胞 に 依り て 形成 され た る 腫瘍 な り と し ,。 “ Lipoma sarco- 
> IH CATT. 

MERKEL(1906) (1 26 歳 女子 の 手術 的 に 除去 せる 扇 在 に し て 幅 約 10cm 皮膜 を 有 す 
る 乳房 腫 場 を 報告 さり . 組織 的 に は 甚だ 小 な る 脂肪 滴 を 原形 質 内 に 有する 大 な る 細胞 
KB Wire}, 典型 的 脂肪 細胞 甚だ 少 艇 に し て 耳 つ 腫瘍 に 分 葉 模様 を 認め ゆず , ILL 
れ は Borst Dr IRB HZ EM et, 腫瘍 の 性 状 。 殊 に HATED 
RAR Te, HOTEL LOL LTZIe “Pseudolipom” と 呼べ 
), 

Rasor, H. (1913) の 例 ば は 25 BEA Ff OMI RAC 2 F-RAOMGI- し て , Alk 
に は 大 小 種 々 の EI CWSI 2 細胞 より 成 れ る も の を 見 ,。 これ に 就き BENDA- 
KorsrER の 染色 法 及 び ScHhuLzE 氏 の 「 オ スミ ュ ゥ ウム スー ヘマ トキ ジリ ン 」 法 を 以 て 細胞 
内 脂肪 題 粒 を 検索 し 。 耳 つ これ に 了 臨 光 的 所 見 を 参 醒 し て 該 腫 瘍 の 肉腫 性 な る を 拒み 之 
> “ Lipom mit Lipoblasten in verschiedenen” と 言 へ り 。, 

FRANQUE(1919) Di (£ 2 ょ 歳 女 子 の DoucrAs 氏 腔 に 奄 生 せる 腫瘍 に し て 。 主 に 脂肪 
組織 ょ り 成 り そ を の 他 に 筋 組織 。 軟骨 組織 等 の 他 の 中 肛 葉 性 の 腫瘍 要素 を 混 じ た る 一 種 
の 時 形 腫 と 見 る 可 き も の に し て , その 脂肪 組織 は 黄色 を 呈し 組織 的 に は 幼 若 脂 肪 細胞 

LY MY CRED EA BL, 旦 つ 粗大 な る 小 動 脈 た 導ける 結 締 織 を 混 ず る も の 


Zell, “ Pseudolipoma sarcomatodes papillare benigunum peritonei ” と 言 ひ , Spee 


matodes 


Borst, MERKEL の 例 と 共に RiInpFLEIScH ® “ Lipoma sarcomatodes „ に 一 致す る も 
の な り と 主張 せり . 

E. F. HiRscn and H. G. Wgrrs(1920) の 例 ば 後 腹膜 部 に 起 生 せ し て 肉 眼 的 に ば 粘液 組 
織 と 居 別 し 難 さ 高度 に 水腫 性 (hochgradig oedematos) な る 腫瘍 に し て , 割 面 は 灰白色 
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7e 8 CAOKMEE, 組織 學 的 に ば “Fibroliposarkom ”" な り と せり. 

A. CoworrE (1921) ば 脂肪 肉腫 2 例 を た 報 理 さり . 第 1 IL, 右側 上 肢 に 融 生 し 了 臨 
洒 的 に は 筋腫 と 思 は れ た る も の に し て て 腫瘍 ば 皮 有 を 有 す , ANAT LO te SB UDR 
模様 あり. BMRA (LS MOMMA HT SATS MAL KS, 2 Plt 18 BE, Ze 
fil BRI BEE, RAIS LBM 2 OBS TZ LOINC, 腫 場 は 一 部 に の み 皮 
Weiz. ELIA HEE, 腫瘍 は 大 小 不同 の 脂肪 滴 を 有する 幼 若 脂肪 細胞 より 
成り 成熟 人 せる 晶 型 的 脂肪 細胞 を 見 ず . ABE LAT 々 筋 組織 に 向 つ て 減 潤 性 且つ 破 再 
性 の 増殖 を 示す . 是 等 の 所 見 に 全 り て 氏 は R. MEYER の 分 類 法 に 則り 之 を “Sarcoma 
lipoblastieum ” ょ 言 へ り . 

KorITHSCHONER( 1922) D fil (£ 52 BESS, ACME I= EAE CL, 下層 の 胸 筋 と 密 に 癒 閉 で 
CMA NG. し て 皮膜 を 有 す . ATLA, 小さ STEERER. MAMMALS ・ 
WEIS と て 原 形質 内 に 大 小 不同 の 脂肪 滴 わ り . 脂肪 球 は 完全 に 癒合 し て 所 講 “ Siegel 
ring-Formen "を 呈す る も の ある も , WS MUU ATER MGR CDM ET BOF 
に て 大 部 分 は 未 部 な る 脂肪 細胞 な り . 氏 は これ ら VrRcHow (Myxoma lipomatodes) & 
び FRANQUE(Lipoma sarcomatodes) の 例 と 組織 學 的 所 見 殆 ん ど 相 一 致す る も の と ょ なし, 
何れ も 脂肪 形成 細胞 より 成る 腫 場 の 意味 に 於 て 之 を “ Lipoblastosarkom” と 呼べ り . 

J. H. Nrensuis (1925) D F(t 58 PERI, 到 生 部 位 明か な ら 5 ざる も 腸 間 膜 に “OL 
cyste” の 形成 わる 事 よ り 恐 らく この 部 な らん と ARS o>, DE, ER, 小骨 盤 , 
後 腹膜 部 , WERNE, TRE, BERGA, FPREPED BERGE AS = EEE TE AeA TF 4 ARRAS NEI 
と て , FRA POR CC PALMS OT, HOMME ORS. SE 
組織 は 未熟 脂肪 細胞 に より 形成 せら る ゝ も の な り と で せり . 

し . JAFFE(1927) の 例 ば 56 EB OA FI BATE SZ ALPEN. UT, 雨 側 副腎 
De OS PRR L 腫 場 に 包 埋 させ られ , Lh IAT MD NE LAT IR fo RR PI 
す . 何れ も 表面 塊 装 , FUT SP PENRO CES ARR ET. PAR A= OR 
肪 性 と 診断 さしも , BAIS REEL ZT: BL Me SERRE LY 
C, 秀 ち 水腫 性 脂肪 繊維 肉腫 (OedematGres Lipofibrosarkom) } 謝 ふ 可 き も の な り と . 

HirscHFELA, S. (1929) |< 脂肪 形成 肉腫 ARR oO, 第 1 例 61 歳 男 、 諾 側 下 肢 の 
脂肪 種 の 手術 後 10 年 を 経て 該 部 に 店 生 し , 末期 に 於 て 後 腹膜 に 軸 移 な 形成 す . 第 2 
30 歳 女 , 7c MUMBA AARNE AEE DAD, 第 3 例 38 歳 , 男 、 ATM BNA PA A= BEA 
る 多量 の 灯 液 組織 を 混 で る 粘液 脂肪 肉腫 。 第 例 下 行 結 勝 腸 問 膜 に 忠生 し 。 SERE 
曲 部 に 跡 れ る 1 も の. 何れ も 専ら 鷹 汎 な る 鼓 育 を ん な し 且つ 大 な る 結 笛 より 成り 表面 粗 凸 
MNS と て , 旦 微 鏡 前 に は 脂肪 再生 に 見 る が 如き 未成 雪 な る 所 詩 脂 肪 形成 細胞 より 成る . 
第 3 例 の 粘液 脂肪 肉腫 も か 明か に 幼 若 混合 腫瘍 jugendliche Mischgeschwulst) な り ょ と 
un), 

PF i (1931) D Pil (t 50 we, BE, ABER SY BEA et CFE 25 cm. Mit 1050 gr. ON 
場 に し て 、 RAPA D Pom AB ASE D REAL A RRL OF |= AG RRR & EBEN & = 
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癒着 さる ょ り 恐 らく この 部 ょ り 毅 生 せ し も の な らん と 言 ひ 。 Mea: NEBEN KE 
り て その 所 見 を 異 に すれ 共 。 粘液 脂肪 腫 及 は 粘液 脂肪 種 の 如 性 化 さ る も の と 詩 ふ 可 く 
脂肪 肉腫 の 一 型 に し て ,。 ViRcmow, Myxoma lipomatodes malignum に 一 致す る も の な 
る 可 し と . 
以上 の 諸 報 告 を 通 観 する に , 脂肪 肉腫 は BIN TOBA を 見 る こさ あ 
ERENTO, 所 詩 混 合 腫瘍 の 形式 を ミ る も の に し て , 
VIRCHOW, HIRSCHFELD, 伊藤 の 諸 例 は 粘液 組織 を , HIRSCH and NELLS, 
JAFFE の 例 に あり て は 条 維 組織 殊 に EN に 水腫 性 な る 結 締 組 織 を 混 ず る も 
の な り . 余 の 例 に 於 いて も 赤 幼 若 な る 繊維 組織 を 伴 べ へ ち も の に し て , これ ら 
の 事 資 より 脂肪 肉腫 の 異種 腫瘍 要素 を 作 ふ 場合 は , 他 の 異種 組織 より も 好 ん 
で 粘液 乃至 織 維 組織 を 件 ふも の な りさ ミ 詩 ふ 可 く , ML RT 
HIRSCH and WELLS 及び JAFFE の 例 を 見 る に , 灯 維 組織 ミ は 言 へ , Hie 
の 如く , 何れ も 著 明 に 水腫 性 な る 結 締 織 に し て , 余 の 例 の 如き 深 綿 性 な る 織 
維 形成 細胞 より 成 る 腫 夫 組織 の 同時 に 存在 せる も の 未だ 之 を 見 ざる 所 に し 
て , これ 本 例 の 最も 特有 ミ す る 所 見 な り ミ 調 は ざる 可 か ら ず すず . 

脂肪 肉腫 に 開 し て 余 の 例 に 於 て は , 腫瘍 を 形成 する 細胞 の 大 多数 は 宛 か 
も 脂肪 再生 組織 を 想 は し むる が 如き , 未完 成 な る 華 育 期 に 在 る 脂肪 細胞 印 ち 
PAA RAIS し て , 旦 つ これ を 個々 の 細胞 は 互 ひ に 党 集 充 者 せる 像 を 
呈 せ まし て 大 小 不同 の 彫 形 な る 脂肪 形成 細胞 は 甚だ 不 規則 に 集合 し , 正常 脱 
肪 組織 或 は 脂肪 腫 に 見 ら る ゎ ゝ が 如き 定型 的 脂肪 細胞 乃 玉 は 胎 肪 細 性 に 見 ら る 
る 季 性 像 を 示せ る 脂肪 細胞 は 極め て 一 部 分 に 於 て 之 を 認め た る の みな り . 全 
これ ら 先 人 の 諸 報 告 例 を 見 る に , 肉眼 的 所 見 は 勿論 , 組織 取 的 所 見 も 程度 に 
多少 の 差異 こそ あれ 何れ も 腫瘍 組織 の 大 部 分 は 幼 若 な る 脱 肪 形成 細胞 より 成 
れる も の に し て , 余 の 例 も 赤 こ の 鷺 に 於 て これ 等 諸 例 ミ 相 - 一 致 せ 0・ 

含 脂肪 肉腫 に 就き その 義生 母 地 を 見 る に , 皮下 組織 より 荻生 せる も の 多く , 
こさ に 前 胸壁 (MERKEL, KORITHSCHONER), 77#3(RASOR), HB (BoRST), 
ト 肢 (CoworLLE, 伊藤 , HIRSCHFELD) (25165 4. FOZ TIS HMB 
RE ORS 6 L TESTER AHA SZ RE ARIS SD SMES, 尋常 性 
KRONE S RZ RMR AT OU, RG < ABI EL 
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SESWEKOEELLEORLASINZER. 

"a a een 
ざれ 共 , 或 疾 病 に 圭 し て 持 績 的 に 「 レ ント ゲン 」 照 射 を 行 ふ 事 に 依り て 明か に 
VIREO BEAR Ze 見 た る 報告 極め て 率 く , 僅か に LIVINGSTON, S. F. KLEM- 
PERER, PAUL 等 の 28 歳 女子 の 多毛 症 に 封 し 持 貫 的 に 行 ひたる 「 レ ント デ ダ 
ン 」 療 法 に 依り て 血管 肉腫 の 殺生 せ し 1 例 を 見 る の み . 既に 述べ た る 如く , 
群 性 狼 癌 は これ が 「 レ ント ゲン 」 照 射 に 依り て 冶 腫 を 店 生 せ し 例 は 往々 見 る 
も の な れ 共 , これ が 長期 に 表 る 「 レ ント ゲン 療法 の 経過 中 に 於 て 肉腫 を 形成 
し , 面 も 組織 的 に は 繊維 脱 肪 肉腫 の 像 を 早 せる 本 例 の 如き は 誠に 稀有 な ろ ち も 
DHSS AD DES. 

GRO CANE OD EEE = BA LU し て は , EAA se & BPEL LT, ABZ 
ANDO A REZ (KS SEKAI A ES EES RS < , 多 形 細胞 肉腫 , 巨大 
宙 胞 肉腫 は 比較 的 良性 , WSVGA & BEALE ZS B & OD SAIS A. 

APS AT WB O SRS PEDO FE HERBIE に N 75 & 肉腫 の 増殖 を 見 た る 

も , HERNE ETF. BRO THORNE PEE YS BD S 
見 る 可 き な り . 

Oe #5 
| ABUSES RO -BT-O HWM (2 BSE Lite RAE 11 年 間 の 
RWI Boo uy b> RE RS FO 2 RG Ze TR) OFS NE 
に 織 性 せ し も の な り 0. 
Il 相 肉 腫 は 衝 常 性 狼 捨 の 原紙 部 位 に 著 し き 渓 潤 世に 口腔 に 達する 深き 江 


場 を 形成 せる も の に , REAGENT AC ARBRE c 2k RE 2. 
MD ARE HAIR KREBS N ZT NETTE 
72.0. 


IV AED AUT a AR RR) OA 
( 油 酸 !「 ナ リト ウム 」) に し て , その 一 部 分 は " Cholesterinkephalin "混合 物 
bE te) SBN G HD. 

HATE |= ASD VBI KERN FE TES. LC, ET HMA 2 MD & 
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DEBATTEN EN) EMO Bite DE CBF ce CRE ELAR RO ED Ae 
RAT. 


Ein Fall von Lipofibrosarkom, entstanden auf dem 
Boden eines Lupus vulgaris, nach der lang 
fortgesetzten Strahlenbehandlung. 


Von 


Muraemon Nishi. 


Aus dem Pathologischen Institut der Kaiserlichen Universität zu Tokyo. 
(Vorstand: Prof. Dr. M. Nagavyo). 
Mit II Tafeln X—XI 


In der Literatur sieht man öfters Mitteilungen über die Ent- 
artung des Lupus vulgaris zum Karzinom durch die lang fort- 
gesetzte physikalische Therapie, während solche über das Lupus- 
sarkom, soweit ich die Literatur überblicken konnte, nicht zu 
finden sind. 

Ich hatte eine Erfahrung des im folgenden beschriebenen Ob- 
duktionsfalles eines 17 jährigen Mannes. Aus seiner Anamnese geht 
hervor, dass sich in seinem 4. Lebensjahre an der rechten Wange 
ein reiskorngrosses, rötliches Knötchen auftrat, das sich im nächs- 
ten Jahre bis zur Hühnereigrösse entwickelte und in der Zentral- 
partie geschwürig zerfiel. Seit dem nächsten Jahre wurde er unter 
der Diagnose Lupus vulgaris mit der Röntgen- und Radium- 
bestrahlung 11 Jahre lang dauernd behandelt. Im Verlauf der 
obigen physikalischen Behandlung trat einmal leichte Besserung ein, 
aber schliesslich verschlimmerte sich der Zustand später. Unter dem 
Verdacht von Lupuskarzinom wurde der Patient in die Dermatolo- 
gischen Klinik, Tokyo aufgenommen und dementsprechend behan- 
delt, trotzdem trat nach 10 Monaten, am 22. Juli 1933, unter 
zunehmendem Kräfteverfall der Tod ein. 

Bei der am 22. Juli 1933 von I. ISHIKAWA ausgeführten Ob- 


duktion ergibt sich folgender Befund. 
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1. Ulzerierender nekrotischer Zerfall an der rechten Gesichts- 
hälfte (mikroskopisch : Lipofibrosarkom). 

2. Mittelmässiges Lungenödem (besonders ausgeprägt im Un- 
terlappen der linken Lunge). 

3. Periphere Verfettung der Leber. 

4. Trübung der beiden Nieren. 

5. Braune Atrophie des Herzmuskels. 

6. Leichte Erweiterung der linken Herzkammer. 

Hydropericard (ca. 400 c.cm.). 

8. Pleuritis fibrosa adhäsiva duplex. 

9. Leichter Katarrh des Magens und Darmes. 

10. Eine erbsengrosse verkalkte subseröse Lymphdrüse am Un- 
terabschnitt des Ileums und ihre leichte fibröse Verwach- 
sung mit dem Bauchwandperitoneum. 

11. Lipoidabnahme der Nebennierenrinde. 

12. Atrophie der Milz. 

Die Geschwulst zeigt eine dunkelgrauweisse höckrige Oberfläche 

und ist im Zentralteile nekrotisch-geschwürig zerfallen. 

Ihre Konsistenz ist teigig weich. An der Randpartie findet 
man zersteut gelagerte kleine etwas harte Knoten. Die Schnittfläche 
ist grauweisslich und ist von mehreren Bindegewebszügen durch- 
zogen. 

Der Tumor zeigt histologisch das Bild von Lipofibrosarkom. 
In den Tumorzellen lassen sich die Polymorphie verschiedenen Gra- 
des nachweisen. Die fibroplastischen Zellen zeigen Spindelform 
von mässiger Grössenverschiedenheit. Im allgemeinen ist der Kern 
grösser im Vergleich mit dem Protoplasma. Er ist chromatinreich 
und stellenweise mehrkernig. Der Kern zeigt hier und dort Kern- 
wandhyperchromatose, an anderen Stellen blasige Quellung. Der 
Fettgehalt der lipoplastischen Zellen im Tumorgewebe ist, sehr 
ungleichmässig und zwar führt es nicht zur Ausbildung typischer 


Fettzellen wie es beim normalen Fettgewebe oder einfachen Lipom 


der Fall ist. Sie sind höchst wahrscheinlich als ungenügend aus- 
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gereifte Fettbildungszellen (Lipoblasten) zu deuten. Mit Sudan III 
ist der grösste Teil der eben beschriebenen Fettzellen rot oder gelb- 
rot gefärbt und durch Nilblausulfat bläulich gut färbbar, aber 
nicht doppelbrechend. Ein geringer Teil zeigt sich mit der Sudan- 
färbung gelbrot, mit Nilblausulfat blaülich gefärbt und ist doppel- 
brechend, aber nicht verschwindet beim Erwärmen. Man kann mit 
der Smith-Dietrichschen und Fischlerschen Methode keine bestim- 
mte Färbbarkeit nachweisen. 

Demnach ist der grösste Teile des Fettes von Tumorgewebes 
als Fettsäure (Oelsäure) und Seife (ölsaures Natrium) und der ge- 
ringere Teil als Cholesterinkephalingemische und Phosphatide anzu- 
sehen. Die Gitterfasern lassen sich im fibroplastischen Teile des 
Tumors relativ reichlich nachweisen und sind teilweise deutlich 
kollagenisiert. Dagegen finden sie sich wenig, wo die Lipoblasten 
vorwiegend vorhanden sind. Die kollagenen Fasern sind im Absch- 
nitte des Fibrosarkoms relativ reichlich, in der lipoplastischen Partie 
dagegen wenig vorhanden. Der alveolärer Bau der Geschwulstzellen 
ist nirgends im Tumorgewebe zu sehen. Die elastischen Fasern 
lassen sich nicht im allgemeinen zur Darstellung bringen, abgesehen 
von ganz wenigen im Gebiete des Fibrosarkoms. 

Der geschwürige Zerfall dieses Tumors ist von grossen Aus- 
dehnung, lokalisiert sich aber nur an der von Lupus vulgaris 
affizierten Stelle. is lässt sich Metastasenbildung weder in den 
regionaren Lymphdrüsen noch in allen Eingeweiden nachweisen und 
deswegen scheint dieser Tumor mit Wahrscheinlichkeit relativ 


wenige Malignität zu haben. (Autoreferat.) 


X Mk Literatur 
1) AscHorr, Path. Anatomie, Spez. Teil. 2) Borst, Allg. Pathologie der 
malignen Geschwülste. S. 135. 2) Borst, Die Lehre von den Geschwülsten 
Bd. I. 4) Borst, Über eine seltene Form von Lipom der Bauchhöle. Sitzungs- 


berichte der physik-med. Gesellschaft zu Würzburg. S. 44. 1896. 5) Borst, 








TAFBL X. 





Fig. 1 Das äussere Aussehen des geschwürig zerfallenen 
Tumors. (Spätstadium). 





Fig. 2 Schnitt aus dem fibrosarkomatösen Teile des Tumors. 


Färbung mit Hamatoxylin-Eosin). 


MrRaEwoN Nisui: Ein Fall von Lipofibrosarkom, entstanden auf dem 
Boden eines Lupus vulgaris, nach der lang fortgesetzten 


Strahlenbehandlung. 





TAREL XI 





Fig. 3 Schnitt aus dem liposarkomatösen Teile des Tumors. Unregelmassige 
Anordnung der verschieden grossen fetthaltigen Geschwulstzellen. 


Färbung mit Sudan III. 


MuraemMon Nisut: Ein Fall von Lipofibrosarkom, entstanden auf dem 
Boden eines Lupus vulgaris, nach der lang fortgesetzten 


Strahlenbehandlung. 














527 


Einteilung der Sarkom, Zieglers Beiträge Bd. XXXIX. S. 507. 6) CoMoLL£, 
Zur Erkenntnis der lipoblastischen Sarkome. Virchows Archiv. Bd. 230. S. 68. 
7) Ewıng, Neoplastic Disease. 8) Franque, Mesodermale Mischgeschwulst 
im Douglasschen Raum. Zeitschr. f. Geb. Bd. 81. S. 285, 1919. 9) Hirsch, E. 
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ET ARTE 


HNO VA EBT = BT 


癌 研究 會 附属 康 業 病院 長 覧 學 博 士 M HM HE FW 

KIRCHE TIEREN TED, 主 ミ し て 早期 診断 
の 常食 の 趣 塾 を お 話し た いさ 思ふ . 私 は 営 て 昭和 5 年 に 「 診 断 さ 治療 」 際 時 夫 
FUSS 7 編 即 ち 「 郊 の 診断 さ 治 療 編 」 に 於 て 冶 の 診断 に 就 て 書い た こさ が ある 
が , FOr SEND. 

早期 診断 及 定期 健康 診 

色 腫 の 進ん だ 時 期 に 於 ける 診断 は 容易 で ある が , 早期 診断 は 極め て 困難 で 
あつ て 布 も 治療 の 上 より いふ 時 は 最も 緊要 な こさ で ある る. 早期 診断 さ は 如何 
な ぁ る 意味 か さい ふ こ さこ に 就 て 色々 さ 説 が ある ここ で あら うぅ が , Klik 
目的 ミ し て 外科 的 根 冶 手術 の 可能 な 時 期 , は 「 レ ント ゲン 」 線 ,「 ラ ヂ ウ ム 」 
等 に より の て 根治 せ し ゅ 得る 時 期 に 診 定 す る さい ょ 意味 に 留め て 置き た い ミ 思 
>. 早期 診断 Frühdiagnose こい は ず , 早 時 診断 frühzeitige Diagnose = 
いふ を 適 党 さす る 人 も ある が , 前 者 の か が 通常 用 の あら る ゝ 言葉 で ある . 

外科 的 根治 手術 の 可能 な 時 期 さ は 如何 な る 汐 態 を いふ の で ある か さい ふ 
=, 之 を 定義 附け る こさ は 了 困難 で ある . 冶 腫 の 七生 する 臓器 に よ つ て 各 其 條 
件 を 異 に する の で ある か ら 一 相 に いふ こさ は 出来 ね 思ふ. 概括 し て い は ば 
全身 状態 の 外 に 腫瘍 の 大 ささ 韓 移 が 早く 起 る か 否 か に 凍 係 する . 

一 般 に い へ ば 腫瘍 が 大 な る 程 甲 移 が 多い が , 然し 腫 狂 は 大 で あつ て る 韓 移 
の な いこ さも あり , 小 で あつ て も 韓 移 の ある こさ も ある . Mc Carty の 表 に 
KOS, PUR ARLE 0.5 一 1.0 HTECHERIC ER ZU, 15,019, Of 
で 光 巴 腺 甲 移 の な か つた も の も ある . 

w\= Me Carty の 集め た MAYo「 ク ヶ クリニ 。 ク 」 の 最近 の 統計 (1917 年 より 
1932 年 迄 ) を 掲げ て 手術 可能 性 の 一 般 概念 を 得 ム こ ミ に する . 

7750 人 に 就 て 外科 的 に 切除 し た 癌 の 直径 は 炊 の 様 で ある . 











529 


本 DET 9 7 = fhe Pate ob 手術 可能 な の! 
KA Falk 手術 可能 府 2, OD OD él FE 


乳腺 (3257) 3.28 50% ‘ 2% 

iE (1568) 6.1 259% 589 

ERS’ FREE (1826) 5. TH 2 
u 58% 38% 

他 の 大 腸 部 (528) 6.945 

mat oi) 65% 

「 宮頸 部 85% 

Off 75% 


CAUZTIS PBR BI THAD, FRCAAICBT A KO 4 PHAIEIS/ 
な る 時 期 に 於 て 手術 が 行 は れ て 居る . 外部 の も の で ある か ら 然 る 可 き こさ で 
あら 6 5. 

同氏 は 又 乳 腺 , 胃腸 の 冶 腫 の 直径 2.5 PELL OD % O) 1200 例 を 得 て 居 る 
これ に よる ミ 導 腫 の 直径 の 可 な り 小 な る 時 期 に 手術 が 行 は れ て 居る . MUT 
EO HIE 2.5 糧 以 下 の も の の 分 佑 は 炊 の 表 の 如く で ある . 

乳腺 Fi BM SARE 其他 の 大 腸 部 


2.5 糧 以下 29% 6% 1.4% 3% 
2.5 糧 以上 71% 93% 98.6% 367% 


これ に よ つ て 見 る くさ 乳 冶 の 約 3 分 の 1 は 直径 2.5 UP CHAD, HHT 
は 全 手 術 例 の 6 CHO. 胃 郊 の 切除 敷 は 1568 例 で ある か ら 6 欠 は 9 ま 例 ミ 
な る . 如何 に 胃癌 に 於 て 早期 診断 が 困難 で ある か を 知る こさ が 出来 る ・ 

僅 て 早期 診断 の 目的 で 冶 腫 の 楽 り 易い 年 齢 の 人 々 に 定期 健康 診察 を 行 ~ 
行け ば 早く 獲 を 見 出し 得る か 償 か さい . ふ 問題 で も る が , Lars HERA re Kw 
的 に 行 は れ た こさ が 少 い か ら , 如何 な る 程度 まで 冶 を 見 出し 得る か 不明 で あ 
る . 此 の 目的 に 向 つ て 最も 参 大 さ な る の は 病 骨 解 剖 又 は 健康 診察 に 於 て 如何 
な る 卒 に 偶然 冶 の 初期 が 見 出さ る ゝ か の 統計 で ある ・ 乳癌 に 就 て は LAWEN 
が 1200 人 の 女子 に 就 て 健康 診 宗 を 行 つ た さこ ろ , 唯 1 PIORER HERO 10 
人 の 乳癌 で 放 に 手術 を 受け た 例 を 見 出し た . その 他 慢性 乳腺 炎 及 瀬 遂 性 
Fibromatoss は 108 人 を 見 た さい . ふ . UEP BET (SAL SBE ATE RE HIRO 
て 居 つ た が , ATH EES DSP MKEDOR. 先日 此 の 種 の 統計 が 引 
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用 せら れ て 居る の ) を 見 た . 其 に よる ミ VERSES (+ 1200 例 の 解剖 に 於 て 9.5 
ー1.0 FD (EAT DPD GH 12 例 を 見 出し た さい ふ . 即ち 約 1 に ta 
る こさ に な る . KLARE DIET 600 PIE MR%e LTE SD, か ゝ る 初 
崩 の 骨 冶 を 偶然 に 見 出し た こさ を 記憶 し て 居 ら ぬ . 或 は 注意 の 足ら な か つた 
ED HUN. VERSES OPIS. KICK ECAR EDD SBS. HRD 
DDB LCE. LS DWHCHS SEN. PSR ET 8 ROB 
DAD LT IBAPMORPVYECH BOCAS THEMEN. VALOR 
(kD Hie WIE LNT AOE D OPEB LBS SL TER S 
MRIS LSS BRAGA LD, HOM KE CARRE EO WME (LFF 
に 注意 を 向け る 必要 が ある 様 に 思ふ ・ 
eset LTO 

ECARD FAI PSS BR MELAS DEAT RER 0 FAND SD ha Pr 
症状 より の 早期 診断 に 別 つ こさ が 出来 る . 前 者 は 何 虜 か に 冶 が ある ここ を 診 
定 せ し むち の み の も の で あつ て , 冶 の 局所 を 診 定 せ し め る も の で は な いか 
これ が 確 買 な れ ば 冶 の 診断 の 上 に は 非常 な 進歩 で ある . 

縮 反 應 に 就 て は 全日 まで 非常 に 澤山 の 報告 は ある が , 営 全 人 の 注意 を 喚起 
し た も の は FUCHS 及 LEHMANN-FACIUS BI iHIKHETH A. 

1. FA, FUCHS FERRE 

FUCHS の 反 應 は FREUND und KAMINER 0)’‘#fR@eJkMES Lic 60 CH 
る ・ SRE SwEHE KO FET A TERRE ER SS AAA Ze APRA) BRK = 1 次 
REES CHUR, Ay eC LO ee RE DO RA 
th < OPKAMGO— iki SNUFF MIT ( 探 取 後 24 時 間 以 内 の も の ) の 
[ 滴 さ を 混 じ , 一 滴 の 那 化 「 ナ トリ ッ ウム 」 を 加 へ 良く 混和 (し て , その 一 滴 に 就 
て 郊 細 胞 が 破壊 せら れ し か 償 か を 見 た . ERS LC REE RAAR AZ AED PLAN 
用 うる ・ か くす れ ば 健康 な 人 の 血清 は 獲 細 胞 を 破壊 する も , 肉腫 細胞 及 正 党 
組織 細胞 を 破壊 せ ず . 又 稿 患者 の 血清 は 色 細 胞 を 破壊 せ ね こさ を 氏 等 は 見 出 
|, FREUND und KAMINER の 反 應 さして 知ら れ て 居 ら 


この 反 應 は 色々 の 人 の 複 試 に よ つ て , 導 低 生後 に 起 つ て 来る る の で は な く 
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LT, FREOKRMLERTENTH AS HÄMSNTEARPI CHA. NAT- 
HER (2 KU EEE AR TA HEARLHTREBS KCHOT, 4-5 
MLL LARK DS LOND HB EH. 

DEREN LAS TRA. MET CRUSE EDER 
に 基く 一 種 の 反 應 で も ある ミ こせ られ て ゐる . FUCHS は この 方 法 で は 冶 細 胞 の 
乳 列 を 要する の 不便 が ある か ら , その 代り に 冶 患 者 の 血液 より 繊維 素 を 取 0 
MRIKS UTHI ALT HHEEL Te. 1926 年 で ある . 血液 が 凝固 する 時 に 織 
維 素 は 其 腫瘍 の 特殊 物質 を 吸 著 し , 選 を 長く 洗 つ て も 中 々 され ぬ そ うぅ で ある . 
WO WIENS EO CR, 結核, 微 毒 に 就 て 宮 駿 し て 見 る ミ 冶 患者 の 血清 は 冶 患 者 
の 織 維 素 を 溶 朋 せ ず , 結核 患者 の 血清 は 結核 患者 の 織 維 素 を 溶 朋 せ ず , OHG 
患者 の 血清 は 役 末 患 者 の 織 維 素 を 溶 角 せ ぬ ・ 健康 者 の 織 維 素 は 冶 患 者 の 血清 
に よ つ て 溶 艇 せら れる . これ は 非 特殊 的 で ある . EDD SPAR, GAGE, 結 
BEROMELIKOTE, こ か さる ゝ か ら で あ る . 

凌 駿 か 法 は 室 腹 時 に 8 廷 の 血液 を 擦 取 し て 憶 心 問 に て 舌 明 な る 血清 を 得 て 
Lie 1 EWES 本 の 試験 管 に 分 ける . 第 1 管 に は 試 陣 プ せ ん こす ゐる 血清 の み , 第 
2 管 に は 血清 に 健康 者 織 維 素 を 加 へ , 第 3 管 に は 血清 に 多加 者 の 繊維 素 を 加 
NT, 970 97,1n en RAO CH 39 ELSE ES, 中 等 の 液 に 就 て 
DENG EH 7e ED DOCH D. 

FUCHS DAT % BPC) 1 例 の 敷 字 を 次 に 掲げ る ・ 

RUE 
試験 せん こす る 血清 の み 1YE 0.34528 0.42836 
土 健康 者 織 維 素 0.34520 0.44258 


HEART 0.36224 0.428342 
0,01704 0.01916 


際 性 正常 陽性 , Mi 
此 の 反 應 は 郊 の 極め て 初期 に 既に 認 む る を 得 , 良性 ミ 悪 性 腫瘍 こさ を 鑑別 し 
(PS & Hie = AMES 2B LISS し て 居る .FUCHS (£45 & Cl BEIE 3000 
例 に 就 て 90 WL OAR ts Sus. 西洋 で は WRIGHT und WOLFF 
(1930) (SEXBRY AR FOL TEE CAH OTD, 冶 な ら ざ る 他 の 疾患 の 約 
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4 分 の 1 に 陽性 で あつ た ミ し , X CADNES und WOLFF (1931) は 18 ME 
性 腫瘍 中 11 例 は 陽性 , 7 例 は FUCHS の 台 疫 反 應 な ら る も の が 現 は れ , 16 OH 
照 例 中 11 例 は 陰性 , ぅ 例 は 陽性 で あつ た ミ 報 告 し て 居る . CHROMETZK und 
GOTTLEBE (1933) は 25 例 の 部 に て 陽性 24 Bl, 陰性 1 PA, HHI A GY AMOI 
足 で は 陰性 24 Pl, 陽性 1 例 で ある が , EFF RR ET SL TEA. SALOMON 
(1933) (& Fucus の か 法 よ り は 閣 細 胞 を 用 ひたる か 成績 良好 な り ミ し て 居 
2. 最近 KULKA(1984) は AiO AR Hie S し て 居る ・ 

FE CSS [HA LT, 中 村 , 見 玉 及 引地 安 増 諸氏 の 報告 が ある . 見 玉 及 引地 
二 氏 は 8 例 の 閣 患 者 で 9 ほ 以上 の 陽性 傘 を 得 た . 又 肉 腫 移植 家系 に 就 て 移 
植 後 9 一 10 日 目 頃 より 本 反 應 が 陽性 に 現 は る ゝ こさ を 見 た . hi し て Fucus 
の 原 法 Nessler 化 に よる 比 色 法 より も VAN SLYKE の p-Benzochinon- 
oxyphenylimine 藩 の 底 生 に よる 微量 「 ァ 7 ン モ ニャ 」 定 量 造 か に 適 せ りさ し て 
525. 序 に CHROMETZKA und GOTTLEBE も 六法 を 謝 表 し て 居る . 

CHE) 講演 後 演者 は 引地 君 ょ り 日 本 耳鼻 咽喉 科 全 書 第 一 欠 の 四 別 刷 , SE, 引 
地 二 氏 共 普 の 「 フ ックス 氏 癌 血清 化 學 反 際 議 に 其 應 用 に 就 て , を 受取 つた . 同 著 に は 
名 血清 反 應 の 施行 方 法 が 詳細 に 逃 べ て ある . 

FUCHS 反 座 は 以上 の 複 試 に よる ミ MRO ET A 問題 で ある 特 
に 抑 の 本 生 し 易い 年 齢 の 健康 者 を 封 照 ミ し て 研究 する 必要 が ある が か が, Harz 
従来 の 管 駿 に は 願 虎 さ れ て 居 ら ぬ 様 に 思ふ . 青年 者 を 圭 照 例 さ する ミ 著 し き 
訓 護 を 挫 す 可能 性 が ある ・ 

1. Z. LEHMANN-FACIUS 韻 反 應 

これ は 1932 年 に 殴 表 せら 5 れ た 反 應 で ある .' ァ ンチ ゲン 」 さ し て は 将 組 織 の 
酒精 「 ェ キス 」 を 種々 の 込み 入 つ た 方 法 に よ つ て 虚 置 し て 得 た Phosphatid- 
fraktion を 用 うぅ うる. 此 の 「 ァ ンチ ヂ ゲ ン 」 ミ 患者 の 血清 を 合せ る の で ある が , % 
れ は 血清 自己 で は な く , 「 オ イグ ゲロ プリ ン フ ラク チオ ォ ン 」 を 合せ て 名 状 の 沈 湊 
を 生ずる か 否 か を 見 る の で ある . 氏 は 五 種 の 冶 組 織 「 ェ エキ ス 」 を 持つ て 大 0, 
少く ミ も 三種 類 を 用 の た . 1932 SERRE 58 例 に 就 て 51 例 陽 性 , 7 例 陰性 で 
HOT, 肉腫 3 例 で は 皆 陽性 で あつ た . 1933 年 , TEE 24 Piles 12 例 (50 %), 
ER 13 例 中 8 Pi (61.52%) (PPE CHO Ss. 面 し て 妊娠 , 結核 . AEF 
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染 病 に は 皆 徐 性 で ある ミ 報 告 し た . LEHMANN-FACIUS 反 應 の 複 試 は 未だ 試 
ら みた 人 が だ なく , 中 川 氏 及 其 共同 研究 者 が 初め て で ある そう ぅ で ある . 

中 川 氏 は 多く の 冶 組 織 「 エ キス 」, 少く さも 三種 用 ゐる て 其 の 内 の 一 つの 「 ェ エ 

に 封 し て ゞ も 陽性 で あれ ば それ を 陽性 ミ した. 結核 , Mh, 妊娠 に は 

LEHMANN-FACIUS [ARES ¢ PEPE CH Otc. RL 111 例 に 就 て 94.6 ZU 
TEC 6, ER 264 例 に 就 て 96 に 陰性 で あつ た . ALE LCL 肉腫 血清 反 鷹 を 
研究 し て 猫足 者 の 血清 は 冶 反 應 に は 陽性 で ある が , 肉腫 血清 反 應 に は 陰性 で 
HO, 肉腫 患者 の 血清 は 冶 腫 反 應 , 肉腫 反 應 共に 陽性 を 示す の で 冶 さ 肉腫 ミ 
を 面 清 反 應 に よ つ て 鑑別 し 得る こさ を 見 出 した. 価 ほ 此 虚 に 注意 す 可 きこ さ 
は 冶 の 手術 後に も 同 反 應 は 残 玉 す る ここ で ある . 中 川 氏 は 手術 後 の 検査 例 23 
例 中 21 例 に 於 て 陽性 で あつ た 故に , 部 「 エ キス 」 反 應 は 一 是 獲 腫 が 殴 生 し て 陽 
性 に な つた 時 に は 乙 を 全 名 出 し て 優 令 全 治 ミ 認め ね ば な ら め ぬ 場 合 に も 長年 月 
陽性 を 雑 持 する ミ 考 祭 す 可 き で あら う ), GE CHOD EN S (ER IR CH A 
こし て 大 る ・ 人 符 ほ 氏 は 早期 診断 法 ミ 租 す る か に 就 て は 控 目 に し て 居 ら れる ろ ・ 

中 川 氏 は 臨 条 上 此 の 反 應 が 陽性 で ある 場合 に は 度々 の 精査 を 経て 胃癌 , 肝 
臓 部 等 を 見 出さ れ た そう で ある ゐる. 唯 學 に 注意 す 可 きこ で て は 反 鷹 を 胃癌 に 應 用 
する さ な る ミ 圭 照 例 さ 比 較 し て 以上 の 成績 より 少し 悪く な る . 即ち 胃 疾 患 で 
表 及 十二指腸 潰瘍 其他 部 に あら ざる も の 48 例 中 獲 反 鷹 の 陽性 な も の が 7 例 
HAD. 印 ち 圭 照 例 に 於 て !# 多 陽性 に な る こさ に な る か ら で あ る . これ は 多く 
(SHOE CHAD. 然し それ で も 診断 的 償 値 は 多大 な りこ い へ る . LEHMANN- 
FACIUS #4) X MEO WAFS EK LIz ASHI UDA CHAD 6, 猛 多 数 の 人 の 複 
試 を 要する こさ ミ 思 ふ . ASO MMU MEOD © SIS ILA HRC HST RE 
Ze litt DIK AFD CS HAL DY LO > WFC Ze TH OO 6 TOM CRE 
DiS oS SBS. LIMA eGR LOR RE SAL SPEER cts 
痛 の 早期 診断 の 上 に は 非常 な 進歩 で ある . 

最近 9 月 フラ ンク フル ト の Wissenschaftliche Woche に 於 ける 報告 に 於 
て KLEIN は J. G. Farbenindustrie の 「 ラ ト リ ウ ム 」Oppau (FAT 
FREUND の 所 見 を 基 ミ し て 93 一 98 % & CH の 存否 を 診断 し 得 た ミ し て 居 
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A. ZNMEMODKENT 2 9 =,9 In — FFE N— 7. vDIRBECHT 
ABE GAT LOTCHA DD, WAGRORATH CAE Oke DI (REHM BERL 
ら る ゝ さ の こさ で ある KEM CHM LMOPAD MH AOA OIE S % 
所 ミ な り , FD MAI OK TOK TDW. 

次 に 早期 診断 さい + ふ 動か ら 教 應 すべ きも の は 年 齢 で も る が , LIC RETIREE 
a. 

2. iSRAG 

RUMBA RIS DROVES LYRISS BMT, SEHEN A DIEM BP 
うに な り , 材料 が 集め ら る ヽ に 至 つ た . 雨 親 又は 兄弟 が 冶 に か ゝ つた 家族 に 
は 冶 が 一 般 の 人 より 多い こ ミ は 明 で , 色 に 遺 僅 が ある こさ は 今日 最早 や 宮 ふ 
器 か ら ざ る こさ で あつ て , MAO 濃厚 な 場合 に は 非常 な 参 才 に な る ・ Mic 


| wu 

+ + + + F 1) + + I 

40 40 42 40 44 40 42 42 45 55 
REPLI. CHE tt Ase MET Warthin 報告 


x せ ば 不明 
@ His 


拘 に わら ざる も の 


te 
Ha 
or 
Ages 


+ 
ーー 


32 36 


or 
ママ 


Tr Williams 報告 


般 字 は 死亡 せ と 年 齢 を 示す 
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Lockhart-Mummery CBUTBAZEOONMERT. Inka CH 
る が , DER THREE LBS STS CHE 5. 然し 同じ 冶 腫 の 中 
で も その 蔵 器 に よ つ て 遺 舘 性 に 濃淡 が ある . WAALER が 6000 人 の 郊 患 者 に 
就 て 調べ た さこ ろ に よる, DRS DEREN, 食道 , 胃 , BT 
Oils, 遺 僅 あ る も の は 一 般 の 人 々 より 人 鱗 計 に か ゝ る ・ MUT REDEN 
に か ゝ る. ZA, 子宮 癌 等 も 同様 で も ある. Lauds ADK LEE AO T 
EAMTChAD, WAALER の 統計 の 上 に 於 て も 講 明 せら れ た ・ 私 の 経験 し 
た 例 は 次 の 表 の 如き も の で ある ・ 


x x 
Ä | 
+ al $ | 
= ee 
f° nu 
っ I 1 mB 
' | ? ai Fl 
Ä [ 前 BR. 
+ u; m alll: 
JE 
31H 2 7EMiFL# Wachtel FR 1248 (PRT 


話 は 少し 横道 に それ る が 少 URS TASH OS, 島 胎 見 腫 場 に 就 て で あ 
De 結核 に 就 て は 詳細 な 調査 が ある が , 腫瘍 に 就 て は 大 な る 統計 は 割合 に 少 
ws. Mc FARLAND and MEADE (1932) は 一 卵 性 の 鍵 胎 見 20 圭 が 腫瘍 の 種類 
殴 生 の 場所 に 於 て 全く 一 致し , FEED] Zeitpunkt も 多く は 一 致 せ る こ 
ミ を 報告 し た が , Kranz (1922) は , 22 封 に 就 て 一 致 せ る 例 も ある が 一 致し 
な い 例 も ある こさ を 報告 した. 一般 に 考 へ て 見 て . 後者 の か が , BOUL G 
へ られ ぁ ・ 

3. 血液 型 の 開 係 

RU SEES OBR MS TEN. ER ER IN TER IS 
入院 患者 30 例 に 就 て A 型 が 70 な る を 以 て て 偶然 の ここ ミミ の み は 考 へ 得 ぬ , 
或 は 誤り で ある か も 知れ ぬ さ 書い て 置い た が , それ は 天 張 間 違 つ て 居 つ た . 
私 は 統計 上 敷 の 小 な る さき は 誤 放 を 拉 す こさ は 知 つ て 居 つ た が , まさ か さく 思 
つて 置い た の は 私 の 軽 儲 で あつ た ・. 全 度 堅田 教授 及 磐 瀬 教 授 よ り 同 教室 で 取 
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ROTES = DBR 4 FMT AL SDERTD, THI KA SH 


MI = OPK (SEO RAH SLI CS US Hae va. 
BIASES PB O A B AB 
198 名 (久留 ) 32, 32 41, 42 21,21 5,05 
東大 婦人 科 教 室 LER 
100 4 (3) 29, 00 39, 0 24, 0 8,0 
‘iH 日 本 人 29, 4 38, 2 21,9 10,3 
A 
29480 人 30, 86 37, 66 21, 79 9, 68 
61960 人 30,9 37,6 23:1 9,4 


EDS MAE KAMEN EAS AD HO 4) Mi = ODF = aE 
の 差 を 見 出さ きぬ が , PR S HIODSE ES MP LISI ORG S OB 2 BEL 
>A SEOD FR K AIM 75 2 BMAD dh D d-7e HAE L TL ts 6 Xo tH Talis LE 
DBs. MEIMSPRI Cis HHL SG 少く さも 1 高 人 位 に 就 て 試 
む 可 き で ある か ら , この 材料 を 集め る に は 長 時 日 を 要する 
欠 に 冶 の 早期 診断 に は 冶 腫 殴 生 前 の 和装 態 praekanzerose Zustände 2% 


へ ね ば な ら め ぬ . これ は 各 の 了 騰 器 に 於 て 夫々 注意 す 可 き 踊 は ある が 今 は 之 に 就 


(4 


て は 述べ め . 
全身 症状 ミ し て 血清 「 グ ゲロ デブ リン 」 の 増加 , pH, 表面 張力 , 無機 物 含有 量 
の 異常 等 が 克 げ られ て 居る が , 未だ 信 を 置く に 足ら ぬ . 又 年 を こる こさ の 選 
き 人 Spates Altern 男 で 老年 に な つて も 頭 の 先 げ ぬ 人 , HELIKAISO 
途 き 人 は 冶 に か ヽ ゝ のり 易い さこ いひ , SCHRIDDE は Krebshaare な らち も の が ある 
ミ い ふ が , これ ら の も の は 早期 診断 に は 用 ひら れ め ぬ . 唯 狗 血 さ 作業 能力 の 減 
退 は 早期 より 見 ら る ム ゝ ここ が ある . 
胃癌 の 早期 診断 
一 般 に 表 の 疾患 の 診断 は 1. GEER 2. 機能 障 得 3. 形 態 的 診断 に よる の で 
ある . 自 銘 に 於 て も 同様 で あつ て , 此 の 中 , 形態 的 診断 が 最 も 重き を 置か れ , 
MELE THO. これ に は 第 一 「 レ ント デ ゲン 」 線 検査 特に FAIRE VRE 
も 重要 な も の で ある . 腫瘍 を 鯛 れ ざる 場合 は 多く は これ に よ つ て 診断 が つけ 











537 


られ て 居る . 第 二 に は 胃 鏡 検査 潜 で あつ て , INH ROBES IE 
HRCA AD, FRIIS TILER O MEAS 6 aU THE 5 va. 又 MORAWITZ は これ 

- よ つて 腫 場 を 見 出す こさ は 困難 で ある さして 居る . THIAHMORATA! 
場所 が 幽門 部 に 多く , その 部 分 は 胃 鏡 検査 に は 不便 な 場所 で , 腫 城 に 向 つ 
C einstellen する こさ が 困難 で ある 和久 で も あり 又 柔 軟 性 胃 鏡 が 芝 明 せら れ て 
以 拉 日 月 を 経 ざ る 和合 め に 激 く 用 の ゐ ら る ゝ に 至 つて 居 ら ぬ 入 で も あら うぅ. 第 三 , 
和正 に 属す る 腫瘍 を 鯛 知 する こ ミ で ある . これ は 早期 診断 の 中 に 入ら ぬか も 知 
れ ぬ が , 最も 注意 し て 検査 すべ きこ さ で ある . これ が あれ ば 先 づ 礁 か な 診断 

g 下 し 得る の で ある ゐる ・ HR は 手術 前 に は 6 乃至 12 に は 腫瘍 を 鯛 知 し 得 
な か つた させ られ て 居る . 私 の 教室 で 松原 , 清川 十 氏 が 後に 未 べ る 胃 曲 線 を 
WEE LTC BRIE (SHY 10.0 に は 腫瘍 を 鯛 知 せ すし て 診断 を 下 し 得 た の で ある . 

に 人 名 べた Mc CARTY の 手術 例 で も 胃癌 の 直径 32.5 糧 以下 の も の は 6 欠 で 
ある か ら , RAO WAS MER; 72 MAES L て 診断 を 下さ れ た の で ある . 

- 三 種 の 形態 的 診断 は 最 も 確 費 性 に 富ん だ も の で ある が , 之 に よ つ て 和 常 

に 診 定 し 得る さ は 限ら ぬ , 皆 相 辻 の 困難 を 件 つ て 』 ・ 慢性 胃炎 で は 形態 的 
DEED bh ERR, 帳 鏡 検査 法 が 行 は る ヽ に 至る まで は 稀 な 疾患 ミ せ られ 
C 選 つた が , 形態 前 診断 が 行 は る ゝ に 至 つて 割合 に 多い 疾患 で ある こさ が 明 
に な り , PACA, 胃潰瘍 こ 共 に 胃 の 三 犬 疾患 ミ させ ら 5 る ヽ に 至 つ た . 慢 
尾骨 炎 の 知見 が 進歩 を 示さ な か つた の は 鑑 往 症 さ 機 能 診断 の み に よ つて 居 つ 
た か ら で あ る . 

sO) PRAE PI BE TUN. HEOME SH S 6 OUST EEE Gastro- 
graphie CHA. 昭和 3 E/N EPROM AD 6 RARER ZS DB OD HEL G 
ALTE. FRIST RAH RROSH = EHR A D RT CHGS» 2, それ は 
問題 外 で ある か ら 人 述べ ぬこ さ に する ゐる . Kise GB a, 第 1 型 及 
Uy 2 型 に は a, b を 分 け て 居る . 曽 し て 第 1 型 及 第 3 型 曲線 は 胃癌 に 最も 特 
有 な も の で pathognomonisch CA A. 此 型 曲線 は 胃癌 以外 の 他 の 疾患 に は 
ほし て 見 られ な い ・ 及 第 1 型 及 第 2 型 は 胃癌 の #9 80 ZILK 早期 診断 に 役 
7 つ . 胃 銘 忠 者 は 正常 運動 曲線 を 示さ な い . 若 し 運動 曲線 が 正常 型 を 示し た 場 
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合 は 胃 冶 を 断然 除外 出来 あほ = せら れ て 居 る. 北大 中 川内 科 の 瀧本 氏 は 35 例 の 

加 者 に 於 て 胃 曲 線 に よる 診断 適 中 座 は 9# C, 診断 上 最 も 大 な る 適 中 符 を 
ART SL, 九 大 後藤 外科 の 下田 , APRA ERS 56 例 に 就 て 診断 的 償 値 大 な る 
を 認 む ミ し た . 私 の 教室 で 松原 , 清川 二 氏 が 58 例 の 胃癌 患者 に 就 て 調べ た 
ら で は 小野 寺 氏 等 の 所 調 冶 曲 線 を 呈し た も の は 74.1 あつ た が , 正常 曲 
線 を 星 し た も の が 8.6 宛 あ る . その 他 に は 胃癌 で あつ て 胃潰瘍 型 を 星 し た も 


(A 


の が 6.9 守 , FEHLERN WATHR. MIETE REM 
門 狭 容 症 悪 者 20 Pil AAR LTC SLA, 正常 曲線 10.0 9%, 潰瘍 曲線 45.072, 
WHE 45.0 WCHOT. 又 清川 氏 が 浴 風 彫 に 於 て 60 TED OBA 227 例 に 
就 て 胃 曲 線 を こつ た さこ ろ 胃 冶 曲 線 が 6.6 BHO. 臣 等 の 人 々 は 胃 曲 線 を 
撮 つ た 後 1 年 以上 も 何等 病 銀 を 示 し て 挫 ぬ . 以上 の 結果 より 見 れ ば 崩 曲 線 が 
正常 で も る か ら ミ 言 つて 直 に 胃癌 を 除外 する こさ は 出來 ぬ . SOT MERA} 
野寺 氏 等 の 主張 せら る ヽ ゝ 如く 胃癌 に pathognomonisch こす る こさ は 出 挫 
ぬ . 然し 理 冶 曲線 の 研究 は 胃癌 診断 の 上 に は 一 大 進歩 を 来 し た さ 言 へ る ・ Ü 
こ て は 未だ 行 は れ て 居 ら め ぬ . RMD LOCH 6 5. 早期 診 断 の 際 腫 電 

を 鯛 れ ざる 如き 場合 に は 多大 の 参考 に な る ・ 私 は 他 の 検査 法 が 陰性 に 終 つ て 
も , 帳 曲 線 が 小野 寺 氏 の 型 を 示す 時 に は 全 一 度 精査 する こさ に し て 居る ・. 
れ に よ つ て 初め て 和正 癌 を 診断 し 得 た こさ も ある . 私 は 以上 の 理由 か ら 此 の 方 
法 が 汎 く 應 用 せら らち ゝ こさ を 希 記す る . 

正 曲 委 ミ 他 の 症状 の 診断 適 中 傘 を 同時 に 比較 是 究 せる 成績 は 次 の 表 の 如き 
CHA. 


松原 , 清川 瀧本 


X $e FE I= 1K D Baws (58 例 ) (35 例 ) 
TRB SHEE ARIK KO CH RDI EO 84.5% 85.0% 
無 酸 症 69.0% 59.0% 
KEPOPH N. 89.5% 85.0% 
鯛 診 に より 腫 場 を 認め た も の 89.5% 81.0% 
自 曲線 74.1% 9.0% 


乳酸 陽性 62.0 % 
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FEN 75 ERK VP UAT SALIH MLO ARFES BEG LAGS RERATS IS 
は 明 で ある が , ZIENL-MEICNTERADLERANALID HR. 

「 レ ント ゲン 」 線 に よる 診断 に よ ょ つて 約 85 ISD BR 6 UCI. NE 
も 赤 80 乃至 90 は 鯛 知 せら れ て 癌 が 診断 せら れ て 居る . NO 
浦 本 氏 に 於 て は 大 で ある が , 松原 , 消 川 雨 氏 の 例 に 於 て は ずつ さ 小 で ある ・ 
然し それ で も 個々 の 場合 に 就 て 言 ふ さ , 胃癌 曲線 は 長く 持 績 する 潜 出 血 さ 共 
(= REI; 22 HAL TS AMSHELSROSZIHRA. ME, 乳酸 の 存否 等 も 診 
PORES IETS SSM ini CH A. 

正 癌 の 疑 が 十分 に あつ て て 面 も 確 診 し 得 ざる 場合 に 試験 的 開腹 術 は 早期 診断 


の 一 で あり の , MEVELSILTICAYD, LAADAHOKRW ST FRED RO 
行 つ て 居 ら ぬこ さ で ある . これ に は 色々 の 困難 が 伴 ふ 和信 で あら 5. 
TUES D 6 BRIBE LID ED BET D I SEK 2 BRIT HSU 2 


早期 診断 で ある が 之 は 省略 する . 
BEBE BRE ORR 
次 に 申 Lilt S72 WO IS MELELT RS FRO BRC dD. MOMS SH 
FOTKS EDCHAD, 何れ が 原 殴 性 で ある か の 開 係 は 全日 本 だ 明 で な 
慢性 崩 炎 の 基礎 に 胃癌 が 驚 生 す る さ 考 へ て 居る 人 が あら る. KONJETZNY 


~~ 
SABIE 3 


und SALZMANN, HURST の 如き で ある . HURST (LPR 7! 
DIMER FEAET DA も の で ある さして 居る . 他 の 人 は 胃癌 が 出来 て . その 分 泌 
物 等 に よ つ て 貫 的 に 慢性 骨 峰 を 起す も の で ある さして 居る . 文 無 酸 症 が 長 
く 績 くさ 胃 冶 が 荻生 する さい ふ こ さ は 多く の 人 も 認め て 居る が , 何 の 位 の 百 


分 奏 に 然 る か 不明 で ある ・ SOTERA KE FEO TAR TERT AO REE 


所 見 さい ふ 可 きも の は 見 出さ れ て 居 ら ぬ . 唯 結 膜 の 姜 縮 を 起す こさ は 明 で あ 


り の, 又 表 潰瘍 に 伴 つ て 來 る 幽門 部 胃炎 Antrumgastritis こさ は 性 質 が 異 る こ 
こ は 一 般 に 認め られ て 居る . これ は 無 酸 症 に は 移行 し な い ミ 少 へ られ て 居 


La 


竹 て 自 銘 に 伴 つて 来る 慢性 胃炎 の 像 は 通常 の 原 殴 的 の 慢性 帳 炎 ミ 臨 末 上 な 
に か 選別 し 得 べ き BED AD DVS SH 問題 が 次 に 営 然 素 あ の で ある ゐる. HC 
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HENNING, GUTZEIT 等 に よ つ て 慢性 骨 峰 の こさ が 明 に せら れ て 來 た か ら , 
此 の 見 地 の 上 に 立脚 し て 胃癌 ミ の 開 係 を 信 後 十分 研究 し て 見 る 必要 は ある ま 


いみ ・ HENNING DEN ROUIKS し て 掲げ て 居る 色々 の 症状 の 中 注意 す 


x 4 


WseNDtla—rFrraI%2L OM, PHO, Ringphaenomen, 胃液 の 


細胞 像 等 で ある . TOBA LS ES OPC ARO KLEERD 
あり そう に も 孝 へ られ ぬ . EI LTMBAYS BOW HOMER ARO A 
像 で あら うぅ. HENNING に よれ ば 内 中 に 細菌 が 澤山 に 誠 明 せら れ 得 る こさ は 
妖 臣 的 無 酸 症 の ある こさ を 示す も の で ある . MUT, 若 し も 「 グ ラー ム 」 際 性 
の 大 腸 「 フ ロー ラ 」 が 完全 無 酸 症 ミ 共に 存在 し , その 骨 は 手術 を 受け ざる 胃 で 
ある 時 は それ ら の 所 見 は 潮間 性 の 胃 粘 膜 姜 縮 を 示す ミ し て 居る . PROBES 
に は 之 に 開 す る 研究 は 十分 で な いか ら 之 を 研究 する 必要 が ある か で 思ふ ・ 

SAME RD AUN Be ANGER Zellbild の 中 白血球 敷 は 既に 訓 く より 注意 せ 
5 れ 検 査 き され て 居る . Boas は これ が 増加 せる 時 は 骨 炎 な りさ し て 居る 
HENNING und STAVENHAGEN は 慢性 身 導 の 管 性 増 章 に は 多核 白血球 を 多 
敷 に 見 出す こさ を 注意 し た . fal WESTPHAL, WERNER und WALTER 
Kuckuck は 正常 に は 1 立方 和 の 細胞 敷 は 25 乃至 500 の 間 ミ し 多核 白血球 
ik 409% LIP S Ute. 氏 等 の 所 謝 Hyperergischer Reizmagen zweiten 
Grades 即ち も 楊 性 表 疾 さも いふ でき 型 に 於 て は 酸 上 正常 又は 過 酸 症 あ る も の は 
正常 より 少し 増し て , LILA REF 400 乃至 600 に て 多核 白血球 は 60 乃至 70 
%TC7%. Hypoergischer Reizmagen 即ち 無 酸 症 を 伴 ふ 場合 に は 細胞 数 は 
少し さい ふ . 若年 者 の 無 酸 症 に は 正常 で , 老年 者 の 無 酸 症 に は 正常 より 少 い 
こし て 大 る . 氏 等 は 自 銘 に 就 て は 3 例 を 概 査 し た の み で ある が , 32 例 に 大 に 
増加 し , 「 ス キル ス 」 の 1 例 に は 減少 し て 居 た さ 書 いて 居る . MIS ZEBRA 


時 特 病 に 就 て 同様 の ここ を 十分 な る 注意 を 以 て 検査 し て 置く 必要 が あり は 1 


以上 こつ の 事項 の 外 に 価 ほ 一 つ 骨 冶 に 就 て 湖 へ て 置く 可 き も の は 胃液 中 の 
Castle の ) Prinzip 即ち も intrinsic factor resp. intrinsic factor x extrinsic 


factor = Antiperniziosaprinzip Cd 4. SEMI IS REPAID 
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が 鉄 如 ULTEATISDERLROTHHSAEDT, BEAM 2.20 Pee 
CLOTRMEASLTER. RESULT DHL O% この 作用 で ある 
SZENAZAAbHAMTHA:. MLTZEROH TI& MEULENGRACHT に 
ト れ ば 噴 門 部 及 幽 門 部 に 存在 し て 居る さい ふ . 無 酸 症 性 貧血 achylische 
Chloroanaemie (私 は 北島 若 の 研究 に より 無 酸 症 ミ 貧血 この 間 に 因 果 開 係 
を 認め ぬか ら 此 の 名 種 は 如何 で ある か さ 思 ふ が , 今 優 り に 之 を 用 ゐ た .) に 
は Castle の Prinzip は 十分 存在 し て 居る ミ さいふ ここ で , CORSE ha 
血球 性 貧血 Mikrozytare Anaemie CRHAIDILEMeLETALEDOCHS 
こさ は 私 の 教室 の 永井 衝 も 講 明 し た 所 で ある 冶 の 貧血 は 如何 ミ 言 ふ に 
Bock は 胃癌 に は 他 の 半 識 の 癌 ミ 異 つて Makrozytär CHASE UTA. 

Normozytar 又は Makrozytar さす る 人 も ある . LOLI = lk BOYD 
角井 用 が 研究 中 で ある . この 大 赤血球 性 貧血 に は 鐵 は 作用 し な い . TREC 
も 著 し き 出 血 が あつ て 貧血 を 起 し た 時 は 小 赤血球 性 貧血 で ある ML TH 
性 貧血 は 大 赤血球 性 貧血 で ある . RHORVL7 WK Totale und subtotale 
Resektion の 時 に は 抽 血 が 來 の る. MORAWITZ の agastrische Anaemie で 
HD. こ 少 時 に は Castle の Prinzip は 鉄 如 し て 居る . IOAN < Zar 
(SVR VGH (= に は Castle の Prinzip が 鉄 如 し て 居る 場合 が あり は し 
まい か さい ふ こ こさ に な る . 帳 粘 膜 を 得る こさ は 困難 で 診断 上 に は 用 ひら 5 れ 
ぬ が , 1 昨年 GEBHARD が 帳 液 に 就 て 之 を 誠 明 する 方法 を 才 へ 報告 し た 
が , AMS ZILTER eS MDOT. 私 は 本 年 6 月 義行 の Kinische Wochen- 
schrift で Wiener Verein の 演説 に SINGER が 胃液 に 就 て 乙 を 検査 する 方 
法 に 就 て 演説 し た の を 見 て 以 挫 , 私 は 初め て 此 の 方 法 に 注意 する に 至 つた . 

この 方 法 は 多 程 便利 で ある 印 も 「 と スタ ミン | 注射 に よ つ て 得 た 正常 の 人 の 骨 
液 3 一 5 FE %e 150 乃至 200g の 「 ラ 。 テ 」 に 注射 する ミ 3 日 乃至 5 日 の 間 に は 網 
状 赤 血球 の 増加 を 挫 す さい ふ の で ある , 又 定 量 的 に も 定め 得る や ぅ で ある . 


HEISE TH ADHEEU IH OD て 見 る さそ れ ほ FS HM CRW 
iy 


Ergebnisse der Inneren Med. u. Kinderh. に 書い て ある 以外 の 注意 を 要 


FA COL SSA RO MMH DPE CaS. LE AIR OEE 
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KL KD CHI G AUT AL TONER HET Castle OPAL 
を 物 來 概 査 し て 行き た いさ 思 つ て 居る . 
DEE senden SREFENIEROHIE BA SO AH ELT, 胃癌 


HET SET ERIHER BEEP LU TR BSE AR 2 SEAL NER 
2 KV ALLER O KR TE TFT EAU SBS. 

[ 附 記 ] 最近 Bock は Münchmer med. Wochenschrift Nr. 44. 1934 
(2. November) 3° THE |& Castle の Prinzip YAM FT AHAHANE 


= を 赤血球 直径 測定 の 上 より 0 想定 し て 居る . AD bcd Ss CA S Kini 


捧 に 於 て 全く 一 致し て 居る の を 見 て 私 は 意 を 強く し た . 


=z 2 X 部 


1) Mc Carty, The Journal of American Med. Assoc. Vol. 103. No. 13. 1934. 
2) Mc Carty, The American Journal of Cancer. Vol. 17. No.1. 1933. 3) 
Liwen, Deutsche med. Wochenschr. Nr. 19. 1934. 4) Verses, referiert in Levy, 
Some remarks on cancer of the stomach. Libmann Anniversary Volumes Vol. 
II. p. 727. 5 Fuchs, Münch. med. W. Nr. 48. 1932. Klin. Wochenschr. Nr. 
18. 1932. u, s. w. 6)Fucus & FALKENHAUSEN, Z. f. Krebsforschung 37. 362. 1932. 
u. s. w. 7) FALKENHAUSEN, Deutsche. med. W. Nr. 9. 1932. u. s. w. 8) WRIGHT 


und WorrF。 Journ. Cancer. Res. Vol. 14. 370. 1930. ref. Kongresszentralbl. Bd. 
59. S. 168. 9) Capness & Worrr, Biochem Z. 238. Bd. 287. 1931. ref. Kong- 
rbl. 64. Bd. S. 161. 10) CHRoMETZKA und GOTTLEBE, Z. f. ges. exp. Medizin 
Bd. 86. S. 437. 1933. 11) Satomon, Münch. med. W. Nr. 12. 1933. 12) 引地 。 


ト 田 , ein wes (FH. 第 入会 . BAH. 18) 引地 。 見 玉 。 ARAB era. 
t) Kurka, Klin. Wochenschr. Nr. 44. 1934. S. 1591. 15 


AE. Wow. 1 
eS, Beer 喉 科 雑誌 . IAAL. 16) 見 玉 。 Sb, 707 AR MH 
OME DIS SEMEN IZ REC. 久保 一 日 本 耳 修 咽喉 科學 全書 第 一 巻 ノ 四 . 17) LEHMANN- 
Factus und Topa, Kl. Wochenschr. Nr. 1. 1930., 18) LEHuMmann-Facıus, Kl. 
Nochenschr. Nr. 32. 1930. Kl. W. 1932. S. 775. Z. f. Immunitätsforschung. Bd. 
75. 1932 und Bd. 80. 1933. Frankf. Z. f. Path. Bd. 41. 1931. 19) 中 川 。 高 

小川 。 HRCA RR. Nr. 2859. 昭和 入 年 十 二 月 . BAS PR SES. ZZ ASHE. 
WAIL LS). FERRER. 第 二 十 年 . ZEAH. 昭和 九 年 . 20) Krein, referiert in 
Münch. Med. W. Nr. 39. 1934. S. 1518. 21) WAALER, KRANZ, citiert in 
ScgrNz und Buscuke, Krebs und Vererbung. 1935. Georg Thieme Leipzig. 


22) J. P. LockHArT-MUMMERY, The Origin of Cancer. 1934. London. Jand. 
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A. Churchill 23) Mc Fastanp and Meape, Citiert in Lockhart- Mummery. 
っ > も) MORAWITZ & Scuatzki, Strahlentherapie Bd. 42.H.5. 25) BFA, Ti 
ALA BL. P=S +A. 26) 鐘 ヶ 江 。 ク グレ ン ツ ゲ ビ ピート . 第 三 年 . 第 四 , BH, AR. 27 

松藤 。 吐 師 。 日 本 消化 機 病 學 會 雑 誌 . 第 二 十 九 疹 . SHE. 28) “BRAK, BIT, 

KBR, UL, HAAR HERE. BOE. POH. 29) 小野 寺 , 鐘 ヶ 江 , MR, 

吐 師 。 Zeitschr. f. kl. Med. Bd. 118 Heft. 3 & 4 1931. 30) 瀧本 。 Mk. 
第 十 六 年 . SHATIZR- 31) SH, AM, bei SAAR. SAGE. 
32) ASE, THI, 日 本 消化 機 病 學 會 雑 誌 . BEER. BER. 33) 清川 , 日 本 
浴 化 機 病 明信 雑誌 . GB = SAE. 第 四 , BE. 34) NoRBERT HENNING, Die Entz- 
iindung des Magens. 1934. 35) Gurzerr, Uber Gastroenteritis 1933. 36) 
WESTPHAL, WERNER und WALTER Kuckuck, Zeitschr. f. klin. Mediz. Bd. 124 
Heft. 5 & 6 und D. med. W. Nr. 30. 1934. 37) MEULENGRACHT & SHISDT, 
Acta med. Scand. 82. 1934. 38) GEBHARD, Deutsche Med. W. 1932. S. 726. 
39) SINGER, Wien. Med. W. 1934. 40) SINGER, Ergebn. d. Inn. Med. & 
Kinderh. Bd. 47. 41) Bock, Med. Klin. Heft. 8. 1934. 42) 北島 、 AGRE. 
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Me Us BE PE ke % 





BEE 
WHA ATR FE FF 7 ER 


* 知 fe FN Bp 


昭和 九 年 士 一 月 十 八 日 , Shabir A yee, ret beer a 
Per SL RE 2S SULTEELG A. ME, ARK. 
x 
Rise BBROBS LC UT, MRR AB AS, RIC UTH 
漬 な る 人 格 ミ は , ACRBROBMS UT, KTPONTPALR IK EO 
て は 大 先達 さして , FEL S MASOHEARY 4 Bie 0. 

AAPA De ORM ILA, WIRES ARE 1G LAO T, 
全 會 員 よく 協力 一 致 。 全日 の 隆昌 を 見 る に 至り し も の, HOMES 
即 力 さ に 負 ふ 所 極め て 大 な り . 

Bi, 及 藻 が 門下 の 名 に 於 て , WIRKEN DML 2 LS 
く , ROTE EO, 優秀 な る 研究 報告 大 だ 東 か ら ず ミ 
ME, 就 中 君 が 全 精 力 を 傾倒 し て 料 然 た る 成績 を 収め 得 た る 徹底 的 の 
TC. BN - 開 する も の ミ , Ali 
する も の を 軸 で ぐる を 得 べ し . 此 雨 者 は 守永 世 不 減 の 大 業績 ミ 艇 す 
べき も る の な り の 




















































明治 四 十 三 年 。 大 阪 に 於 ける 第 三 回 日 本 曽 際 公 の 一 分 科 ミ し て 開 
催 せ られ た る 病理 部 信 は , BERORE I OL A ARLE) OA) 
設 を 可決 し , 其 天 年 東京 に 開か れ た る 第 一 回 線 公 に 於 て は , 宿題 ミ し 
て 「 日 本 住 血 吸着 病 」 を 選び , 宿題 報告 者 ミ さして, 桂 田 悼 士 は 寄生 超 
ML) TH 2, 1B ee 








VRC Gt 0. ARCHE, HONK Mi < % & gps 
する あめ, re ss Saar ORR 





AV RFISE OD 15 fit 2 EOS CHER SC IS SHO, Bed Alk 

















BOR Al UCASE TD HH ELITE rd. 

BO AAEM IAT OPI, WA SHHK EO CHR 
昼 め た る も の に し て , Ric SAIC, TOWARDS %& 
り , COBB bk O Cire ate k O zen bs =e, 
他方 明治 三 十 六 年 より , 濃厚 な る 同 病 有 毒 地 ミ し て 知ら れ た る 廣島 
ea Bi EOF 
WOHER ENG: BORMAN ATS, 該 地 方 の 人 ん より 

忠生 の 思 人 さして 感謝 せら る ヽ ゝ に 至れ 0. 下 の 閑 苦 は 新 く し て よく 
MOBS ミ さいふ べし 。 

x % 

Kr‘ RATA I> S FEC MH CHIOD BY EAN EEE 22 FES LC BCE 

StAtski C < WAAAY SFI UT, 米 國 に 於 ける ラウ OER 
略 ヽ 同時 期 な り . ICRA PEO ABS ASL. IRE, 3 
り 京都 教室 のみ なら ず , 名 古屋 林 障 士 の 教室 を 始め こし て , 各地 の 
教室 に 於 て 鶏 腫瘍 の 研究 は 代 然 ミ し て 勃興 し , その 後 種々 の 動物 肉 
NE, FRABEOSEL SO, KALI AED RNIT FEN, 次 に 
et 

UErRAP-HERDOERDMIUILT, 事 資 は 然 ら ず . BISA 
RAD N REES vr C BRM ES 
し , BeBe DCS eM LI A—-AwEOS. MD 
可 移 殖 性 腫 場 の 語 見 は , 若 が 此 主 張 に 基き て , SRO GMI TEE 
FRO) EVR BIOs HO LPC HLH Lt, 天 走 の 賜 な りさ いふ 


NL. 
HARDY . P HD ALTE BIT GT, RR EHER: IT, 
BD FFD MS し て 行 へ ゐる 「 家 鶏肉 腫 の 病理 」 の Mer, faa ii 


FRRAE THI O Fee stead BOOM = RINSED 大 報告 
に し て , KLICKT ERENTO : な ろか は 
此 報 告 中 に 用 ふ ここ を 得 べ し . 


BASED, FINS, 親しみ 易く , Kal. REUTER 
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SM OS FH. その 研究 に 営 つ て は 用 意 周到 , =A 
ni. wai: ド PR ` さ ず . KRKARSL TEZÄNAMDFE 
ell Bahr 基 所 訟 常に 正 etz SED HSIZEAN 


RARRRCBHUTKEONOMZESTALSRIEHE, SK 
= TRKAULEEMZIMTHELTRZIIHG, ROBE 0 Br ES 
sO er DERBABRS, RMOHFHESILT, ERELT RSA 


+ 
‚pP 


fl 


$272 49H S LTE A BRAD 


昭和 六 年 四 月 , Me $2 
ABB > CIO, BH AIS CHR ILER AHO L, & 
EOS 6 ミ い ふ . PARASITE LT, その 盛 儀 に 
別 す る 能 は ず , —HroM Be & BT ARIS SO Lid, 深く 遺 葉 させ 
面 し て 全 , AIS PEER CL RABI AO, MT 
ra ETH UT! 此 教 室 に 於 て , FONE IRIE FD 
MESS |< PORTIA MSAD LUG SBS. 


スル こ 


SE, JAE ORR APE RTS AT GS. 痛恨 極 り な し . 
WY 3 Sr HD EK ORE INO, 謗 ん で 哀悼 の 誠意 を 
BOD) Ei 72 0 らん さ す 。 fry く \ は 響け E 
NA AAA — ZIERT) 
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u >※ ぷ …. : 当 半 
PROFESSOR AKIRA FUJINAMI : OBITUARY. 


It is with the sense of profound sorrow and deep regret that 
we record here the death of Professor Akira Fujinami on 
November 18, 1934. 

Our Foundation has been under great obligation to Professor 
Fujinami, not only for his service as Councillor of the Foundation 
but also for direct and indirect favors which he has shown to our 
work. President Nagayo attended the funeral service and read 
the message of condolence representing the Foundation. 

Akira Fujinami was born on November 29, 1870, in Nago- 
ya. He graduated from the Medical College of the Tokyo Imperial 
University in 1895, and the next year was sent by the Imperial 
Japanese Government to Germany for study. where he worked for 
the most part under the great Virchow. Upon his return to Japan 
in 1900, he was at once appointed Professor of Pathology in the 
Kyoto Imperial University, in which position he remained until his 
retirement in 1930. Kyoto Imperial University then honored him 
by granting him the title of Professor Emeritus. He was made 
Member of the Imperial Academy in 1929. 

To workers in cancer research the late Professor Fujinami 
is well known for his splendid work on chicken sarcoma, a subject 
to which he was devoted ever since his first discovery of a trans- 
plantable strain of this sarcoma. His work in parasitology, es- 
pecially on the Japanese blood fluke also forms an important part 
of his scientific contribution, and he was awarded an Academy 
Prize by the Imperial Academy in recognition of this work. 

Professor Fujinami became internationally active early in his 
scientific career. It was 1911 when he was sent by the Government 
to Manchuria to investigate the plague situation there and also to 
participate in the work of the International Plague Commission. 


In 1923 he went as a member of the Japanese Medical Mission to 
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the United States to inspeet medical research and medical education 
in that country, at the cordial invitation from the Rockefeller 
Foundation. His interest in parasitology took him in 1927 to Brazil, 
where he conducted an investigation on parasitic diseases among 
Japanese immigrants at the request of the Department of Foreign 
Affairs. In 1931, he represented Japan in the International Congress 
of Geographical Pathology, and presented a special report on 
cirrhosis of the liver in Japan. 

Christian in his faith, he set an example of private life to the 
youths of the country, and publicly he gave his life-long service as 
Councillor of Doshisha University,the famous Christian institution 
of higher learning in Kyoto. In this connection, it should be 
recalled that the University of Heidelberg conferred on him the 
honorary degree of Doctor of Divinity in 1928. 

The death of Professor Fujinami has been greatly regretted 
oy all those who knew him, and it has called forth many expressions 
of deep sympathy from all over the civilized world. Dr. James 
B. Murphy of the Rockefeller Institute for Medical Research, New 
York, well known authority on chicken sarcoma, wrote to Dr. Waro 
Nakahara of the Laboratories of this Foundation : — 

“T have just learned with deep regret of the death of Professor 
Fujinami. In 1923 he visited my laboratory with a Japanese 
delegation and I was greatly impressed by his sincerity and modesty. 
Although this Institute has figured largely in the study of the 
malignant tumors of the fowl, we do not lose sight of the fact 
that he was the first to succeed in transplanting a neoplasm of 
this type. His tumor has proved a valuable addition to the material 
utilizable in cancer research and will stand as an important con- 
tribution. 

"May I convey through you to your fellow workers in cancer 
research my sympathy at the loss of such an important member 


of the Japanese group.” 
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HE 報 MiscELLANEoUS NOTES 


第 一 回 韻 研 究 會 記念 講演 策 


ト 一 月 二 十 八 日 は 冶 人 研究 會 事業 御 疲 の 御 思 刀 を 以 て 凌 に 昭和 四 年 同月 同 
日 長き 放 よ り 御 下賜 金 を 賜 は り た る 記念 日 に 相 営 する を 以 て 今後 常 日 を 未 
久 に 本 會 の 記念 日 ミ 定 め 全 回 記念 講演 剣 を 催 ほ は すこ ここ な り 同 日 午後 二 時 研 
完 所 肉 に 於 て 下記 の 如く 開催 し た 0 RAS RBU EOD 多数 に 上 0 佐藤 =, 
zul, 田代 , 入 澤 博士 を 初め こし て 新 界 の 各 樺 威 を 網羅 し 其他 地 方 より の 失 
CTAT BAIRD OC IL SR HE LB GT EO S 

—, BAG Zee rit BM: FW MM 
—, 冶 腫 の 臨 呆 診 断 に 就 て Heeb Bee: A OH a 吉 
—, 冶 腫 の 成 生 に 就 て * OA SP: 佐々 木 隆 興 


—, Hez#t (rij Bee: fe Mi A RP 
RW 者 氏 名 (イロ ハ 順 ) 

A os HEBEN — AN 

石 橋 松 蔵 飯 島 孝 ZF AR AH 善 保 


人 
By 
28 
に 


me % 3 原 田 美 BEE + 
西 村 kh Re RK 西宮 人 金 三郎 細 野 順 
= | x - 

J 


AW HZ SE si 
ig 山 fib = 戸 塚 | 

K i i wf KU | vu ME 人 浦 策 
KW 西 一 Kez = BP OCHAuEsR 則 田 修 
小畑 ME 消 小川 東 TF: sy SF fe — HP wu He 太 
ae 河川 崎 ai N BR 一 片山 久 書 頼 
金子 ーー ER 河内 臣 弘 徳 WARD th GR uw 


MA 正 俊 (oi: Hh mp HAWBAN 高橋 Em 
im | 相 Wj m A Er ra M Ep ae: a 
田 中 潮 ws 内 RB 在 i A AE Hh BB 竹 内 茂 代 
EAH RK SR EC HERR 二 HK KE 
it un HRA - SCRE BS tH EC 交 


角 Hl 種 HE € 中 原 和 BP 長 HR Mi 
長 洋 米蔵 RRA Hl 達三 Hm eH 
Fi — [EIS ICTR DH FUERA NAAR WIC ARO PRE te d 
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HAS=ER A # EB ARHEZ fF 掛 me 
RMA RK KBE 武 矢野 RK Ww Be 
山 本 ee, BMA Rm Bh eR 松山 陽太 郎 
it i 34 — HB wr 田 MR 編 島 Ee mR wm KR 
雇 倉 一 K 小谷 野 格 康 小 KH SF Hk He EB 
TR-E 阿部 喜一 尋 MR 夫 AK RK E 














ji 
横井 明治 郎 
A FR 順 $7 地 FE 助 7 AR GK = Sr ok 
= 田村 GER 南 kW erh RA i BO 
宮原 立 太 郎 宮 KK BEROR BH KR € 
水 5% | j Hi 
‘is た 
rk 万 3% F bh 英雄 HF 田 異 MK RB 



























須 NE = a iW St RM AH 秀 i B 本 東 OE 
鈴 木島 吉 we Ye AE Ht nk wes AE 2S im mk = A AS SSE AE SB 5 ok: 
HAV Y pr re YOR aly 雑誌 キキ トロ ギヤ 以 13 


評議 貞 藤 浪 鑑 博士 の 墓 去 





CEA AGA S CLE S LCR RED 1 DPB 5 tr 
1D HAIREELZLO) GO MME IE (tA AILSA — AN 88 EG ti 
9. SEIT As Ae CAE LC BUN CPR UBREE RT RMD IR ER 0. 


RARSEOSH 


JED SE SHAE GO SEC BU し て 常に 替 局 の 意 を 表せ られ 近 來 其 の 事 
ES EIER FALLE し 特に 多大 の 援助 を 寄せ られ 今回 同 會 飼 長 久田 信太 郎 氏 
の 名 を 以 て て 金 拾 高 園 の 寄贈 を 申出 で られ た り 疾 研究 會 は 基 等 深 厚 な る 同情 如 
に 援助 に 依り 会 ヽ 所 期 の 目的 を 途 行 する こさ を 得 べ く 其 の 厚意 を 深く 感謝 し 
て 之 を 受領 せり . 

顧問 推薦 


下記 の 諸氏 は 昭和 九 年 十 二 月 十 七 日 付 を 以 て 本 征 寄 附 行 入 第 二 七 條 に 依り 
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fee RAERET & O RAN BIER Gtr d. 
肉 務 省 衛生 局長 MH x F 
原田 積善 會 々 長 久 FH ft K TS 


AB ARRRELR Ris HABER HE 


WEF BAK Be FRE AL O GEKA Ee DB RISE AE A PR 
RAPA ATH ale EE BS CATS ABA EOD Bi RAT 7S AUD A RE: 

SILT IVR OIE BK 72 CHB 6 UR CHORE RAS SBA GE RE 6 
る ヽ PRIS OMA— A+ ARABS BR 7 O Lk sD) Oh 
ATS TREE RAR I= FRAY 5 At 0. 


康 業 病院 増築 工事 


に 財 園 法 人 三井 報 皿 飼 よ り 多 量 の ラチ ウム ANBODRERZ aD YL 

分 に 揮 せ しむ る が 向 に は 現在 の 建物 を 以 て し て は 不 十 分 な る を 感じ 「 ラ チ ヂ 
ゥ ム 」 大 治療 室 ,。 ' エ マナ チオ > =... WEN IFES AS 7% 
L, PESWEOLZNPEMZED 32-7 9 — MT b= peo py 
階 建 , AEP RY PROD RE ALL CH KE EO FC CREB EE 
製 中 の さこ ろ , 十 月 下旬 完成 し た る を 以 て , an ATA AAL2APAL 清水 
組 , 大 倉 土木 會 祉 , 竹中 組 及 鹿 鳥 組 九 年 に 指名 し , 十 月 二 十 刀 日 現場 説明 の 
ト 十 月 十 日 開札 を 入 す 事 こ し た り ・ 

FATA RUSTE, FAR, 夢見 事務 長 , 上 岐 技師 基 の 他 二 名 立 合 の 
ド に 該 工 事 請負 入札 開札 し た る さこ ろ 営 方 際 算 を は る か に 超過 せる 和久 直 に 再 
KALB IRS LOLI LA, 依然 営 権 算 を 超え 居る 入 営 日 之 れ が 決定 を 見 す , 
HRA WRG VP = SE BEA EDS REN A ALAS RES さ 折衝 の 上 人 金 八 
高 九 百 園 を 以 て FFIR FTP ABBA CME, 外周 如 に 配管 配線 
mx Te, 昭和 十 年 七 月 三 十 日 竣功 の 陀 定 に て MAT HS Lisa 
BIL, 十 二 月 七 日 該 工事 の 契約 を 締結 せり . 








552 





















WBRIEHAR 


fe (= - 鹿島 組 ミ > ES sn ET. 事 請 員 を 締結 し た る を か を以て , t_A +H 
O#A2 b LRTBOWMS BT O. HAFRIH ROLE, AAAI 
Crs, AHO, eer EAD RRR ELT ELS ALT ER — EOD I: 


Kites WO PIER TE ABH OPO. 


Current News of the Foundation. 


Lecture Meeting in Commemoration of Imperial Donation. 


In order to commemorate the donation of a fund by H.I.M. 
the Emperor of Japan to our Foundation on November 28, 1929, 
it was decided to hold a lecture meeting on the same day every 
year. 

The first of these meetings took place at 2 P.M., November 
28, 1934, at the lecture room of the Laboratories and Koraku 
Hospital of the Foundation. The meeting was attended by a large 
and distinguished audience. 

The program of the meeting was as follows: 一 

1. Opening Address. Mataro Nagayo, M. D., President 


of the Foundation. 


to 


On the Clinical Diagnosis of Cancer. Ryokichi Inada. 
M.D., Director of the Koraku Hospital. 

3. On Carcinogenesis. Takaoki Sasaki, M.D., Adviser to 
the Laboratories. 


4. Closing Remarks. Mataro Nagayo, M.D., President. 






Appointment of Professor Nagayo as President 


of Tokyo Imperial University. 






Professor Mataro Nagayo, President of our Foundation, has 








been appointed, under the date of December 27, 1934, President 
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of Tokyo Imperial University to succeed the retiring President K. 
Onozuka. This is the first time when President of Tokyo Imperial 
University was appointed from among the medical faculty. It is 
a matter of publie opinion that Professor Nagayo’s personality, 
scholarship, and administrative ability render him an exceptionally 


suitable appointee to the position. 
Additional Building of the Koraku Hospital. 


The ground was broken on December 10, 1934, for the con- 
struetion of an additional building of the Koraku Hospital, and the 
work of building is now actively under way. This building is to 
house the radium plant and also to increase hospital accommodations, 


as we already wrote in these columns. 


理 事 剣 

昭和 九 年 十 二 月 六 日 午後 四 時 生 志 の 内 日 本 華 楽 倶楽部 に 於 て 第 七 回 理事 谷 
Her. 

出席 者 Ritergh, SE, AAN, 高木 , 佐々 木 , Aa, 西野 , we 
a Ball Fa. 山本 , 訪 原 各 理事 及 信 村 , 磯村 各 監 事 

Fi 

—, (SF 9 2 ZMRK 

=, SF OL BLE 

, 理事 賞 規程 

u, 増築 工事 に 開 す る 件 

h, 十 一 月 末 箇 計 報告 

Ny 原田 積 苦 會 よ のり 寄附 に 開 す る 件 


, 願 問 推薦 の 件 
AE fe PE BILD fe 
AC SE ERR FE AD DI: 
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py, 其他 


KERD 


Bebe Ps FA BAG 
Bat CS Bi MAK RS 
MEET STE 
内 務 省 衛生 局長 WM WH x 秀 
原田 積 療 會 々 長 AH & A M 


EHRSRAELCHKERRANMEH 





TRA, HRB RE A AB 

昭和 9 年 3 月 1 日 
eA matt 村 田 宮 HR 

昭和 9 年 3 月 1 日 
ae EB 西村 熊太郎 氏 

昭和 9 年 月 9 日 
Fine 久 RB 威 氏 

賠 和 9 年 4 月 29 日 
tthe A RR =K 

昭和 9 年 5 月 23 日 
ms A 佐 We th KEK 

isn 9 467 O80 A 
As A ト ィ スラ ーー 氏 

i449 468 A 10 日 
通常 全員 i 田 勝 夫 氏 


昭和 9 年 11 月 16 日 
評議 員 , ABAA sat 藤 浪 ER 


494g 11H 18 N 


Bene KR 新 氏 
昭和 9 年 1 月 
PRAA 高橋 源太 BB 


昭和 9 年 12 月 2 日 
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UL OMIA ST BRERO td (LAME 5 2 AED AED SO し が 何れ 

5 MORMIN 5 2, WICMORICHMEAT, RICA LACH RF 
物品 寄附 
Or -BZrADN 理事 (Er KR WE Milk 
hen / — = 

o-Amidoazotoluol fi UL(= 1 2 KB RAP O A MRA BAS 69 個 
oO >= u - 月 - =: 回 付 故 荒 }: ‘art 

1) Presse Médicale : 1925, 1926, 1927, 1928, 1829-I, 1930-I, 1931. 1932. 


2) Comptes rendus des Séances de la Société de biologie : 1916, 1917, 
1918, 1919, 1920. 1921, 1922, 1923, 1924, 1925, 1926, 1927, 1928, 1929, 1930, 


1931, 1932. 

3) La clinique: 23, Année 1928. 

4) Revue des journaux : 1925 

5) Paris Médicale, XLIX, LI, LII, LIII, LIV, LV, LVI, LVII, LIX, LXI, 
LXIII, LXV, LXVII, LXIX, LXXI, LXXII, LXXIII, LXXV, LXXIX, LXXXI. 


6) Monde Médicale: 767(1930), 785(1931)-850(1934). 
O+r—A—tAat 所 員 it = - Se 

ee hi Hin A [Me Fe MY — 

E. Abderhalden 叢書 99 4} 








Abt. | Teil. Heft. Abt. | Teil. Heft. 
1 1 | 2.3 5 1,4 
4| 1, | 6 1,2, 3, 
5 1, | 7 6, 
7 1,3, | 8 1,3,4,6,7, 
10 1,2, | 9 1,2,5, 
11 1,2, | 10 2,4,5, 

2 2| 2, 3, 4, 5, | 12 1, 
3 Al 1,3,5, 5 | 1 1, 2, 3, 
B 1, | 2 | 1,2,3,7,8,9, 10 
4 1| 2, 3, | 3, 1,3 
3| 1,2, | 3B 3, 
4 | 2,3 | 4 ee 
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5A 1,2 2(Hälfte) 1,2, 3, 
5B 3,4 2 4, 
6 1, 2, 5, 6 4 12 
5 7 1, 2,5 11 1 1,2, 3, 4,6 
7 12 2 1,2,3, 
8 1 1,2,3, 194,5 3 1, 2, 4, 
2 1 > 電 : 13 2). BR: 
9 1(Hälfte 1,2, al 99H 
寄 WH 金 
(1+) 御 申 込 金 131.200.00 
内 詳 
(A) 研 究 費 指定 寄附 金 108. 200/00 
(B) 指定 寄附 金 23 .000|00 
(2) 受 領 金 92.390.00 
内 詳 
(C ) 研究 費 寄 附 65.490|00 
(D) 建設 費 容 附 3.900 00 
(E) 指定 寄附 23.00000 
内 
Hast ょ の 、zn rh で 入 / 昭和 九 年 + 月 五 日 以 隆 
(A) 研究 貫 指 定 寄附 金 御 申 込 (Gee += AH ee) 
申込 月 日 申込 全 ERR a OH 4 御仁 所 件 紹 介 
3 3 AR 伯 rth 伯 仁 } 「 御 芳 名 
人) Ep 
10 月 10 日 1.00000 一 時 川村 徳太郎 殿 au ii BES ESN $7 iid m 理 事典 


10 月 26 日 500 00 — 時 岡谷 42 Bh htt 


10 月 26 日 50000 一 時 加藤 勝 大 郎 殿 
10 月 26 日 50000 — re RS KG iF cE 


Hehe 町 勝沼 


Al か Fp [ia 
町 5 


ロ pee id 和泉 町 [ iJ ト 
722 の “L 


itt. aad 
南 和 名 同 > 
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10 月 26 日 | 30000 ー BER ACAI ‘neh He ht KT ト 
10 月 26 日 | 2 000100 #5 El, シ 助 典 aii Th Fp i oe + 
11726 20000 — 時 田代 EASE “PA bis PG ABP My 10 are HERE 
27 | = ま aR pa Fr 
11 月 27 日 100.00000 = ヶ年 uh abe = と RR 市 兵衛 | m 
| Pea FFÜrR 
Carl | 
A THE ABS ER | 
12 月 28 日 | 3.0000 — BEZ) EZ AWE ‘ene wa Mi ili Hs A 211100207193 
計 108 A 20000 = It 名 
& 1 (昭和 九 年 + 月 五 日 以 隆 
DEREN (eine oA e) 
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| NAN A | 
SATA 23.0000 zu m — -_" a A aaa AAN 2 
Kılı Kits 
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ff 申 ZA 受 fifi 
ee | | a) が i 
= MEAN ei 
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500.00 1130 — 時 5000055 46 正 Ei 

















6.50000 5 74612) 1 2 1.300. 00 #5 — HE fir RA AGF mR 
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BR 額 年 MIA ek © An 
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5 it 


F iF 


ia 間 
山 中 


PH ch 
7 im 


"MR 


= 


村 


Ht 


> H 
Fl 
株 下 
山 尾 


bts 


Fr 
FH 
fH 村 


村 


名 


Fl 松 殿 
病 兵衛 殿 
FERAL RE 
ie. ERE 
立 吉 殿 
ー ZR 


HR 


fa ABBE 


aM TERE 
IE 清 殿 
ARR 
RK AL WE 
MI =e 
ft TERE 
ft Tle 
潔 殿 

IE 中 殿 
ERE 

市 左衛門 殿 
男 殿 

5 ZARER 
又 四 郎 殿 
OR 

BE =e 
in 一 殿 
俊 一 殿 
寛 貞 殿 
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時 納 
四 月 より 月 割 
SiH 
Hi IRAR eS 
LT 
ー 時 納 
VRR 
Dik ike 
飛鳥 柳 氏 の 
遺志 に 佐 る 
DERBAE 
の 遺志 
ー 時 = 

同 E 
同 E 
同 E 
同 ト 
| 同 | 2 
同 も 
| 同 ト 上 
| 同 E 
同 F 
同 ト 
同 ト 
同 E 
同 t 
同 I 
同 t 
同 I 
同 t 
Im 上 
| 同 中 
Kancsa 
基金 中 よ 
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年 


大 正三 年 


同 
同 
同 
同 
同 
同 
同 
同 
同 
同 


大 正四 年 


同 
同 
同 
同 
同 


iE 五 年 


同 
同 
同 
同 
同 
同 


Kiez: 


同 
同 


大 正 七 年 


同 
同 
同 


a! 
a 月 
‘Tama 
A 月 
BA 
BA 
a 月 
En 
# 月 | 
+ 月 
+ 月 
月 

月 
= 月 
四 月 
四 月 
+ 月 
ran 
四 月 
x 月 
te 月 
h 月 | 
一 月 | 
トー 月 | 
一 月 | 
= 月 
四 用 
+ Ji 
四 月 
EN 
| 
rn 


bo 


= っ 


W 
.00 


50,00 


.00 


‚00 
.00 


500.00 


.00 


50.00 


200, 
100. 
.500. 
200, 
.000。 
.000、 
.000. 
000. 
300, 
10, 
150, 
.000, 
500, 
.000, 


30, 


391 


300, 
.00 


.00 


00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
りり 
00 
00 
00 
00 


00 


46 
.500. 
200, 
100, 


00 
00 
00 


りり 


3# 


Bit 


93 


5 it 


55 BF 


Pe RE 


Ba 


5 iF 
3 it 


名 
山本 厚 太郎 殿 
茂木 七郎 右 衛門 殿 
vt He 一 殿 
西 村 直 殿 
堀越 角 次 郎 殿 


青 山 KL 通 殿 


本 多 皿 夫 殿 
ER 大 三郎 殿 
伊澤 和牛 左衛門 殿 
安川 散 一 郎 殿 
松本 PEKKA 
茂木 惣 兵衛 殿 
AM 4E DR 
岩崎 A DRE 
服部 人 金太 郎 殿 
: 井 八郎 右 衛門 典 
西脇 «= OR = ABE 

AB 富士 太郎 殿 
高木 健一 殿 
菅野 th =e 
古河 = BE BARE 
松 方 AIRE 
松 原 i 楽典 
安田 ARE 
小林 。 房子 殿 
森村 市 左衛門 典 


4 RK 英 — ey 
dt 村 達 郎 殿 
原 六郎 典 


株 村 OBA ENR 
青 山 fi FIRE 


a a 


ヶ年 上 
ー 時 fh 
同 ト 
同 ト 








Biunt: 
DRK 


Sree 


— BF Hh 





at F PAR 
の 遺志 に 佐 る 


ー 時 fh 
A ト 
同 os 
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年 


大正 入 年 = 
同 
同 
同 四 
同 it. 
同 t 
同 = 
同 
同 
同 
In] 四 
同 Ay 
KiE A ER 
in) AL 
同 bE 
同 i 
KiE + 4 
同 E 
大正 十 一 年 
同 i 
同 h 
同 i. 
同 i 
In) it 
同 Hi 
同 i. 
In) Ar 
同 AS 
同 A 
同 AN 
同 ン 





| 金 額 
i | 300.00 
月 | 300.00 
月 200.00 
月 10.000.00 
月 | 500.00 
月 | 200.00 
i) 1,500.00 
月 | 100.00 
月 1.500.00 
i | 500.00 
i| 200.00 

| 
月 | 1.000.00 
用 15,000.00 
A) 15.500.00 

月 1,000.00 
=f | 1.500,00 
月 | 50.00 
朋 50.00 
月 | 3.000.00 
N 100.00 
月 100,00 
月 100.00 
月 100.00 
i 500.00 
i 500.00 
月 | 100.00 
月 | 2,000.00 
月 200.00 
i 500,00 
月 | 5.000,00 
月 | 500,00 


At 


3 


Afi 
HOS 
i By 
HH 中 
# 上 
= 
rn 
ASF 
和 田 
TH 
= BF 
八 十 島 


名 
TC RAB RR 


fet 
6 of ASR 
$2 Bee 
準 之 助 殿 
x 一 中 
im 六 殿 
RAB 
m AK 
KR 

Rz 


Jh ER 


Arne 


Be VASA fr Be 


Po He, 
株 村 
IH 村 
吉 M 
川 崎 
“an 
野 


mn 


部 


BR ABER 
N SER 
TE FÜR 
tr FR 
5S Shi 
吉兵衛 殿 
fi ARR 
利 殿 
CTR 
開 TIS 
BE UR 
us DY APS He 
a a 


ı KR 


fg’ ar 
Be = ee 
金 太郎 殿 





fi & 
時 #4 
同 E 
同 ト 
同 E 
同 ト 
同 ト 
eh 
F #3 
同 ト 
a] ト 
同 E 
同 ト 
五 ケ ヶ年 駅 
同 ト 
同 & 
se 
同 ト 
同 ト 
同 | 
同 ト 上 
同 I 
同 E 
同 I 
同 ト 
hr 5 
時 納 
fi. > 4 BR 
同 t 
5 
同 
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年 。 月 | 金 額 | な 名 |i & 
天正 十 一 年 太 月 | 500.00 3 il A 郎 殿 | EIER 
同 a 月 | 3.000.00 fit i — ABE | — oF 
In} 7 用 2.500.006 大 橋 新太郎 殿 | ree 
同 A 用 500.00 高 橋 2 Be | 一 時 納 
同 A 月 100.00 at Hae | A + 
In] A 月 25.00 門 野 Fey | a 上 
In} A All 500.00 後藤 MEER | KEN 
同 Xm 月 | 100.00 高 山 長 幸典 | -em 
In} A Al 500.00 HERR 英 一 殿 Sr ERR 
同 入 Al 100.00 : 好 za | em 
MAN 100.00 米山 Be RR | OE 
A AL 100,00 ua a oo: | 同 上 
fal r 月 | 300.00 了 岡部 喜 市 郎 典 | セク 年 上 
In] am 月 | 500.00 岩 is "2; — 時 納 
In] A 中 500.00 百 瀬 ー —R SER 
同 + ー 朋 | 100.00 + ff a u | 一 時 納 
In] + Al 500,00 木村 & Ow |B 上 
I] x 月 | 500.00 土肥 鹿 蔵 eR 
In] + 1.500.00 磯村 ra | よ 
同 +) 500.00 Se 高木 喜 ARE 同 上 
同 +=A) 500.00 本 多 忠夫 殿 + 
In} ra 500.00 Er IH won | 見 上 
大 正 十 三 年 一 月 | 1.000.00 HB i RE | 一 時 納 
In} A 200.00 ya 田 ik ERE | mF 
同 = 月 | 1.500.00 2 MRE | ミク 年 
同 四 月 1.500.00 | gm Zr IN zu ja + 
同 四 月 10.000.00 安田 RAPE | モク 年 上 
lis 四 月 300.00 | 横 山 2 Bet | 一 時 納 
[a] 四 月 500.00 | 佐藤 = ee | ヶ年 
大 正 十 二 年 七 月 500.00 | eR 鍋島 直 PRE | Fri 
同 AR 600.00 | TER BR ニケ 年 販 
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年 Alz 額 | A 名 | 摘要 

Kirn] 20000 | mm ARERR kun cae 
大正 十 三 年 三 月 3.000.00 | ae i a 策 殿 | Ar eRe 

| a IN Br | 

Ma = A 1.000.00 | Se ERBE | ER 
同 2. # 100,00 | 西 山 (= jews | — 時 納 

同相 有川 200.0 | mm ee TEE 
同 i. 月 500 .00 | BE PAZ =m 

同 AH 200.00 | rm ver wee man hi zu 
同 t A 300,00 | 岡 fH 和 一 郎 典 | m E 
大 正 十 四 年 一 N 500.00 | > + 12 un u > Ze 
同 = 200.00 | Hai Kon | Zr 
a = 月 15,000.00 | SE 三井 八郎 右 衛門 典 | ヶ年 上 
同 四 月 10,000.00 | it a -— Aa I He AR 

ul 慈善 14 

In] = 月 | 10.000.00 | N 地 u PU Arch 
同 月 500.00 | A 8 Bee rise 
同 A | 15,000.00 | = EA Amir | # ヶ 年 駅 
In] nh 月 200.00 | fi. % «ARR | 一 時 納 

語 h 月 | 1.000.00 | BES I HE INES LEE 

同 1 月 | 1.000.00 | Ei も wee im a 
同 h 月 | 1.500.00 ey 森村 MAA THR | =» eR 

a +-n]| 1.500.00 | Ke mm Katze 

WM 。 キー 月 1.500.00 | Ku ma AGREES 

EPR N 500.00 | 小谷 野 格 康 遇 Ross 
昭和 二 年 二 月 1.500.00 | 磯村 豊 太 郎 殿 | ERR 
同 - 月 | 2.500.00 | Kt MAM | m ! 
同 - 月 500.00 | 南 K He im 』 
同 = 用 500.00 | fr 木 Zr m 上 
同 > 月 500.00 | 本 田 BER | Ok 
m = n| 2.500.00 | A mm Ren m 
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年 月 | 
昭和 二 年 去 月 | 
同 = 4 

同 A 月 | 

同 A 月 

同 AH 

同 ト 二 月 | 

同 ト 二 月 
明和 三 年 二 月 | 
In) ; A 

同 | 

同 A 

同 r 用 

| 

同 t 用 

同 + H| 

同 EN 
DEE BE HY 
昭和 五 年 二 月 | 
In) = 月 | 

ia il 
wa A 年 四 月 
WA EU 月 
同 四 月 
WA A 年 二 月 
同 = 月 

In} Al 

同 A) 
=O 

同 四 月 

同 四 月 


| 1: 


a 


ご 


to 


こら 


to 


| 


3.000 


bo 


Er 


‚000 
.000 
‚000 


600, 
400, 


.000, 


500, 


.000, 


500 
500. 


500, 


.000 . 
.000 . 


100. 


.500) . 


.000, 


。000. 


100, 


.000, 


. り 00. 
.000. 


500, 


.000, 


500, 
800, 
350, 
800. 


AN 


a 
000.00 


00 
00 
00 


00 


.00 
„00 
.00 


00 


.00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


りり 


りり 


00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 


Ky 名 
服部 人 金太 郎 殿 
et 鍋島 直 映 殿 
多門 Ei 
西脇 演 三 郎 殿 
百瀬 ーー 
辰馬 悦 蔵 殿 
辰馬 も 舞 殿 
小田 柿 FERRARI 
小 BF fe — 
杉本 東 造 殿 
生田 ERAT 
年 山 RE 


Pye a 
BA AE Il 
Ei 


柳 
Eh 
2 
SHES Fit: 
SM 
i& 8 
HR 
oR 安田 
Uae 
RR 
IH 
田 代 


IK 信 殿 
ML FER 
TEACAB IE 
BA rE 


ARMEE 


AR Ar RR 


SRA 
有 一 殿 
WE CE OTE 
OY Gy We 
SK FARE 
中 良 殿 
重 三 典 


昭和 生命 保険 株 式 會 視 殿 
Ai AE ER BR PRK ri 
RE is OR Bae HELL 
ALTE AE fi FR BR PESK Pr 


ve 
Ze 


fifi 


ELF EIR 
= 4E AR 
CR OME I= 
依り 
LAER 
HAIR 
RAR 
HE 

同 ト 
三 ヶ 年 駅 
CKO 


依り (HAM 
等 銀行 株 券 吾 
株 ) 


Fa 


BAER 
=F EIR 


Br EAR 


ーー 時 燈 


十 ヶ 年 農 





ニケ 年 駅 





BAER 
同 ト 
し 
| 同 | 
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こき 


: a en le MA rl wwe 


lo 


ca : Ke He o in jet 


a 3 


SN 


N ay 


N EN ae = 
= 


2 a DS a Lite 


a 
x 
or 


AR gm ba ete ur pias ey 
AF He FEAR 


r 
—_ 


: An Me 上 Have 合 ri yi 





= 摘 & 
EER 
| 同 ト 
| 同 ト 
| 同 ト 
Im 上 
| 同 I: 
| m ト 
同 ト 
同 | 
同 | 
同 I 
同 | 
同 | 
同 | 
同 I 
同 I 
同 | 
同 | 
同 | 
同 1 
| 同 | 
同 1 
同 | 
同 | 
同 | 
m 1 
同 | 
同 t 
同 { 
ー 時 納 
同 上 
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同 
同 
昭和 九 年 
同 
同 
同 
同 
同 
同 
同 
同 
In} 
同 
同 
同 
同 
同 
同 
同 
同 
同 


同 


月 | er AN 

u; 200.00 
TH 100.00 
ree 100,00 
十 月 200.00 
ire ee 200.00 
t 月 15.000.00 
ee 100 00 
TB 1.500,00 
ge: 20.00 
— ff}, 1.000;00 
A: 10.000,00 

月 100.00 

四 月 3.000.00 
四 月 300.00 
m 月 500.00 
四 月 500.00 
四 月 500.00 
四 Al 300.00 
四 月 | 300.00 
四 A 0.00 
fH A| 10.000.00 
大 朋 1.000.00 
sf | 100.00 
+ 月 | 3.000.00 
t A| 500.00 
et 月 8.600.00 
A a 200.00 
入 月 23,000.00 
入 月 917.695.59 


ji Se 
ER 


wie 
法人 
wall 
法人 


高 村 FE 大 
本 % 
高 Mm = F 
& 村 it 
EA AEM it 
ft KR FE 
5 則 庄 
名 & 8 
名 倉 K 
中 條 Sp 
PR 村 
i 崎 RE 
ME 名 
矢 HH 
松 波 買 
- B= M 
x 瀬 - 
HOR 春 
Nk eX 
if AK 長 
nF if 
= 田 喜 一 
”» HA = 
長 OU fe 
根 津 一 
; ıM 國 
RR 
m 村 庄 X 
- + 報 B 
井 報 B 


名 


RER 
BER 
KW 


IX 


(aE 
七 殿 
PEW 
一 殿 
— RY 
ABER 
男 殿 
Talk 
氏 殿 
Hi 
吉 殿 

RR 
光 殿 
PERE 
吾 殿 
PR 
TER 
郎 殿 
郎 殿 


一 典 
ABBE 
FRR 
唐 殿 
RR 
RR 


AR 


Br HBR 
— i 


— 時 fA 
MS OK OW 


志 に 偽る 


| 





ーー 時 納 
ft Ar aR 
barter 
- 時 納 
- 時 納 
Ay thi 
十 ヶ 年 駅 
同 ト 
iM 
Sa Bt 
同 E 
- 時 #4 
PEAR 


- 時 #8 
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同 
同 
同 
同 
同 
同 


t A) 2.000. 
ト 一 月 200, 
トー 月 100.000 
r=} 3.000 


Ale M 
n 月 700.00 
+ 月 300 .00 
F 月 1.000.00 
rt 月 500.00 
ト 用 500.00 
r 3 500.00 
+ 月 500,00 


00 


00 


.00 
。00 


Zn 
re 
川 | 
ia 
加 


Anke 


Zr 


村 mM IR 
F&r ABR 
村 徳 太 郎 殿 
ty Bm Du 
藤 勝 大 郎 殿 
fi E Bi 
A HE 太 郎 殿 
野 & 之 Be 
代 Bo dk 
ie JT GARB 
川 清 = 郎 殿 


合計 £58 ASSTAROtHOLE 


( 二 百 四 十 九 名 
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(=) ATEERENKMRRSEAKERACHES HEFTE 














ATI SEAN (昭和 四 年 十 一 月 二 十 八 日 ) 

年 月 金額 な 名 摘要 
MA = 年 十 一 月 1.000.00 = 山 TE BRM ER 
同 十 一 月 | 1.000.00 高 橋 源太 郎 典 gr; 
昭和 PO 4p= 月 500.00 B 村 IE 夫 殿 ーー 時 納 
同 三 月 500 .00 k 多 春 Ti 同 ト 

5 ジウ ッ 原 素 ROHR TER lee 

同 四 月 300.00 en 小 野 = m | — 
同 四 月 500.00 | = nu BE KE | 見 o- 
同 四 月 1.000.00 佐 多 愛 BER 同 ト 
同 + 月 | 1.000.00 | 田 村 精 一 殿 同 上 
同 ド 二 月 | 5.000.00 | 磯 村 with ARTS ee Pa 4 4e AR 
同 FEAT 22000700 7 木 村 徳 衛 殿 同 上 
同 FB 2.000.00 | 長 Hi U 郎 殿 同 ト 
同 +=#Hl 2:000.00 佐々 木 WE RUBE 同 ト 
同 F=! 1.000.00 Sit 高木 “a | OF 
同 +=; 2.000.00 宮 川 米 次 殿 fi 上 
同 F=N| 15.000.00 eet dee ef | Arm 
同 +=] 2.000.00 #3 田 aH 吉 殿 Pur sei 
同 >81 22000200 | en 廣 重 殿 Hr eR 
n) =) 2.000.00 | i 大 ayy 同 ト 
同 rH} 1.000,00 | At tie | 見 上 
同 T= 100.00 | 中 原 和 ABE | em 
昭和 hh 年 一 月 50.00 | ig M 保護 | Kam 
同 e 月 50.00 | 鈴 木 BER | — OF 納 
同 - 月 500,00 | Pe Fit Ar kk Am wy hse RR 
同 - 月 300.00 | iy 川 保 see | u 

同 一 月 1.000.00 | ki 日 — BRE Ihre 
同 — 月 | 2.000.00 | Sur 赤 司 應 一 郎 殿 er 
同 - 月 | 1.000.00 | 田 中 X ARE | Sa 
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年 Ale mal % 名 ii 要  " 
MAL FE A| 1.000.00 Ha BRE | mm 
Bi „ 1.000.00 —&S = oR |e 
*- is a| 1,000.00 島 菌 Mia | — 
同 $ 月 500,00 | Ati Ex | エケ 年 
A a BA Bm | em 
同 = Al 100.00 | kk te MERE | mF 
同 ー A) 1 000.00 | 緒方 知 三郎 典 | エケ 年 上 
同 = 朋 2.000.00 | 岩 HE ERE | TER 
同 = n| 1.000.00 大 倉 Al URE | 一 時 績 
同 = all 1,000.00 | IM Ws I HBR | ROM 
同 2 A| 100.00 高 田 MEZ | — ae 
同 u 50.00 | 小 喜 多 N ERE | 同 上 
同 = Al} 100.00 市 川 厚 — Re | mE 
同 = Al 100.00 | te ii 清 殿 | m 上 
同 = 用 100.00 円 井 TERS | N =E 
同 > A| 300.00 2a" RX FA ti: PIR | =F em 
同 > 月 | 50.00 矢 追 HR | -we 
+ 4 see WA 永吉 暴 | 同 ょ 
td = fil 300.00 | 馬 杉 ff =Re | ニ ヶ 年 
同 = 月 | 50.00 村山 ER | 同 + 
同 = fil 50.00 柏木 TE PRRE | - um 
同 コ 月 | 10.000.00 ea a A Ail M 織 ACR | Krim 
14 A 10,000.00 | SH ki se we lm et 
同 = A 500.00 oom 建 典 — OF #4 
同 : 月 300.00 | SH 青山 | aR | 同 
fal = Al 50.00 BE II 定 殿 | =mam 
同 = 月 | 500.00 山 極 ー 郎 殿 igi ee 0 
同 = 月 | 200.00 高 橋 {AWE | ニテ 年 央 
同 2 M 500, 00 瀬 川 B 世 | 一 時 納 
同 = fll] 100.00 西山 SKK | 同 + 
fi : 月 100.00 ! ma sa |mm 
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年 Ale = が 名 |h 
A 玉 年 三 A 2.000.00 sk Kan BAER 
m = 月 | 1.000.00 武智 直道 中 kt 
m = A 100.00 a u (SESE 
同 = Al 5.00 ae poor | 一 時 納 
同 m 月 300.00 木村 OCHIE , ヶ年 上 
同 四 R| 100,00 鹿 見 島 TERE | Pi 
同 四 u 500.00 内 藤 久 "ERE it 
同 m A| 1.000.00 河 本 i Bee zueR 
同 四 月 200 .00 五味 BA | 一 時 粘 
同 四 月 100.00 鈴 江 er lm 
m © 月 200.00 松本 BER |m + 
m m Al 50,00 er «m ee ce) . 
同 m 月 5.000.00 堀越 角 次 郎 殿 | HSER 
同 © 月 1,000.00 木村 Fa | ニケ 年 上 
同相 月 50.00 Er go: 一 同 御中 | — om 
同 一 月 | 300.00 高 橋 MR Im 上 
同 # 月 | 1.000.00 “aA 雄一 民 | 同 上 
同 # 月 2.000.00 Bt Kl | wre 
m zn 10.00 Ba | em 
同 A 月 | 20.00 無 名 FRI | m ト 
同 HA a 2.000,00 山 本 BR RW | 同 上 
同 A A| 100.00 佐藤 ORR i m 」 
同 x 月 300.00 ir 3 TRIER: | zur 
同 A 月 20.00 渡 洪 m (ME 
同 & 月 | 500.00 八田 BCH | Tem 
a + 月 20.000.00 来 延 道成 典 | ニケ 年 
tal + 月 | 500.00 阿部 AN ASR | a 
fa + 月 1,000.00 勝 沼 精 BE | EHER 
同 t 月 | 3.000.00 BB 井上 : 郎 殿 Im 上 
同 + A| 3.000.00 見 玉 OKT oben 
w 十川 200.00 高橋 ecm lems 
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年 月 
昭和 He 年 十 月 
同 +4 
同 Row 
同 月 
同 ISA 
ia “a 
同 ab 
同 "A 
m0) ドー 月 
同 kn a. 
同 ド 月 
fal ド に 月 
同 + 月 
同 u: 
同 月 
m PH 
同 Rok 
同 ド 朋 
同 u: 
In) +53 
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BE ERR 
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EF Pi FF HER 
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同 E 
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同 E 
同 E 
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ir ER 
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fal ' 
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同 
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同 
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昭和 九 年 


月 
ree 
Si 
=F 
= i 
五 月 
五 月 
AH 
LM 月 
Te 
ae: 
r 月 
“ms 
En 
TER 

i 

月 
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= 04 
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合計 SERRAENFFEINN 





(FEAREKL) 


金 An 方 名 摘 
2.000.00 西村 熊太郎 典 IP 上 
100.00 fe iB aay 第 二 回 申込 
300.00 AB 良子 殿 3 か 
50, 00 大 沼 we | mom 
200.00 | 佐藤 Mae |- mm 
300.00 | al BE jar eR 
250.00 | Am mer WERE 
100.00 | IE 3& {Be |- 時 納 
1,000.00 | A 野 zog | eae 
1.500, 00 | el X 朗 殿 Ir ru 
1.000,00 | ト fA je dee |- Zu 
30.00 | fig 本 rege | 見 よ 
50,00 | 小野 塚 SEARS 同 上 
1.000.00 | 入澤 245% |1 + 
100.00 | Bei we EMEA 
500.00 | co ee ok SR Eee 
9.500.00 | 菊 a, ae 三 典 En xt 
100,00 | ie 浪 ews | =a 
き 籍 | 佐藤 HR 
| 有馬 研究 所 
100.00 | 有 IE a | 
15.00 | 故 se [i] AODTR EL 
5.000.00 he KELLER BEER 
2,000 ,00 AG ZPzE ce Pa | EM 
1.000,00 久保 徳太郎 典 [EACH 
ーー - 時 納 
500.00 山本 BEER | 0 gy 
200 ,00 EA RR do 4-0 
1,000.00 ie a) | re 
1.000,00 Fife 野 ES ABER En 
30 .00 A 名 氏 殿 
15.000 ,00 is GRE er TE EE RR ee 
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住 所 % 名 種 類 MG 
東 En Hic) eG iS (EAD HEAR 茂 登 子 氏 (Me) i R) 
" MIM == 市 田 よ ね 子 氏 GET) m m 
Fe ARCH RG RE I ABl: 和 田 久 RGSS) m 
申込 者 三 氏 申込 額 金 六 千 四 百 参 拾 参 彫 拾 葉 銭 也 
前 申込 者 六 氏 申込 額 金 六 千 彫 也 
申込 者 計 九 氏 申込 額 計 金 宮 高 武 千 皿 百 参 拾 参 園 拾 哉 銭 過 
eA (一 日 金 拾 園 也 或 ほ 一 時 金 百 回 以 上 )(A BC 順 
fE 所 な fi 種 類 紹介 者 
Hee Ns ARE PMR MY mine 2 Fe (BRE) Ws 
WRAL =e; RO A m I Rab) 
中 野 司 上 高田 一 ノ 四 七 fh 原 BR MR A (本 Ay 
Kalbe FAL AG 7 ——— 小 島 三 BE Aa (本 A) 
小 島 時 TR ー 日 ) (本 A) 
EVR & SORTS A 城 井 fi MR (- ロ ) (AA, et) 
小石 川 馬 新 諏 訪 町 一 三 若 山 要 IK (= っ bb (本 人 ) 
ger Ten Bd PR CM (HTH KA) 
申込 者 八 氏 申込 額 金 四 百 武 拾 園 也 
前 申込 者 四 百 士 氏 前 申込 金 部 高 意 千 九 百 六 拾 園 也 
申込 者 計 四 百 十 仏 氏 AA iE TIL AB 
rei (Neath) ABCH 
AT: 所 か 名 紹介 者 
AE AM DEE HERE > Ah. 7 IN R 行 氏 GEMÄRTTRE 
小石 川 司 小 日 向 水道 町 ー 小 松 茂 ARE ME 長 ) 
小石 川 司 指 ヶ 谷町 九 四 NH 次 氏 (本 。 人 


石川 医 七 尾 町 ih 野 正 BER (本 人 
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i 25) ARTE N == PO bee 川 NX ABER (武藤 幹事 ) 
東京 市 弄 島 同業 鴨 ニ ノニ ニ 志 田 MER (本 人 ) 
西 菓 嶋 二 丁目 康生 病 院 角 井 A BER (本 人 ) 


PARC MARS 
前 申込 者 百 六 十 六 氏 前 申込 額 金 八 百 参 拾 財 也 
MAMA Ce 申込 額 計 金 人 百 六 拾 六 園 也 


全 申 込 者 合計 十 入 氏 MAR 金太 千 和 百 八 拾 入園 拾 武 銭 也 
全 申 込 者 練 計 ABER HARM 金武 萬 五 千 武 百 七 拾 入 周 拾 武 銭 也 
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ReSBi tS 


昭和 九 年 十 二 月 調 (ABC 順 


ー. Z#GR 
RE 線 一 郎 東京 市 芝 司 田町 五 ノ ー 友 
EBA: ts TRF RE Ht Ny Ae Ay 2p — 7 = 
FAC AE Gir PR BAA rk ee Thi OG ee i AS A 72 A 
8 — AE is PR BAH AL $F int: He RRS 7-7 — 
Kd A RR KS 7 
編 士 政 一 HEAR ay 7 — po 
MH PA ELAR KERN 7 A 
re) 東京 市 生 込 属 若 宮 町 三 〇 
foil 一 成 東京 市 芝居 田村 町 五 
堀越 角 次 郎 東京 市 芝 属 伊 皿 子 町 三 三 
傘 山 ER Wee hi RAB Die ASAT AS A 
We FE A i a hi He id AREY — 7 
Hie Tr 東京 市 牛込 司 砂 土 原町 三 ノ ー 七 
Hike WE 東京 市 品川 馬 北 品川 三 ノ ニ 〇 三 
本 多 春子 nhs) GRR Gr BY AE =O 
SM RZ WE PALS RR See 
it 岩崎 A 東京 市 本 郷 司 湯島 切通 町 一 
磯村 WAR 東京 市 芝 司 高輪 南町 三 〇 
稲田 Ak 東京 市 御田 司 駿 河 突 鈴木 町 二 三 
入澤 達吉 東京 市 小石 川 司 堆 籠 町 二 二 太 
SM 雄一 東京 市 本 卿 司 湯島 新 花 町 九 五 
Bm 裕 吉 東京 市 品川 馬 大 崎 四 ッ ノニ 三 二 
ne 7 fi He ThE Ah — 7 — U 
石井 KH Hea hi WEA ee PS BS SEDAN 
市 田 ょ れ 子 東京 市 小石 川 属 坊 籠 町 二 三 三 
木村 7S AT RTPA iia ht) Ti SEED 79.2202 
木下 正中 東京 市 本 卿 同 森 川町 九 太 
wit RZ A Wi SE ee BEARS 7 PAS 
第 池 循 一 東京 市 日 本 橋 屋 本 町 一 ノー 三 
ARE 米子 大 阪 市 天王 寺 司 北 河 堀 一 二 入 































































EF 


5 


it 
atid 
法人 








勝沼 精 蔵 
久保 徳太郎 
河本 BA 
FO ERT 
木村 徳 衛 
oH BZ 
近藤 KARIM 
川添 正道 
川崎 薬 助 
川村 BACHE 
RH HE 


FERAL TAR BORK $F iil: 


mi 孝 
宮川 KK 
南 AW 
松原 aR 
松村 他 見 子 
百瀬 一 一 


三井 生命 保険 株 式 信和 


SBE FEF it: 

SHE F ik: 

ah 72 

PAY 市 左衛門 
PAT WY er 

BE Sa AE is CR Bia AX at: 
門馬 直 記 

牧野 元 次 郎 

u ES 
FEERTIEERA & al: 
H ASAE 6 BR Pit: 
長尾 飲 端 。 
ER RP 

中 野 金次郎 
南條 eae 


東京 市 赤坂 司 新 坂町 一 四 


vr ae li SK ote] My DY 
be 新橋 六 ノ モニ 
東京 市 小 Aa) bids AE 
HOTS he Ae = ey IH 
HE TH Hi AB EN FB — A 
Enge BY fos — FE MY = 
He iE ee My = H 
名 古屋 市 東 司 白壁 町 三 丁目 
東京 市 四谷 馬肉 藤 町 一 
東京 市 日 本 橋 司 田所 町 一 三 
東京 市 品川 司 南 品川 三 
Fe CER J SBR DRL IK 
東京 市 芝居 田村 町 一 ノー 
御 奈 川 懸 小田 原町 板橋 
東京 市 本 郷 司 上 富士 前 町 七 入 
東京 市 赤坂 司 栓 町 一 
東京 市 廊 布 居 本 村 町 一 四 四 
阪 市 住吉 大 帝塚山 中 二ノ 七 
CRE RE RR FE 
東京 市 日 本 橋 司 室町 ニノ ー 
KAREL > Py 
Hat ili HARZ — TH 
He Thi MY Ze [eM — > py— 
ER 
東京 市 日 本 橋 居 通 一 丁目 
東京 市 鶏 町 司 丸 ノ 内 一 ノ 
東京 市 環 島 司 駒 込 町 大 クス ニー- 
東京 市 麻布 司 仲ノ 町 一 
東京 市 足立 司 千 住 二ノ 入 〇 
HE Thi AMY oe PY aE My 7 — 
東京 市 日 本 橋 司 通 二 ノ 五 
東京 市 SW Ate —Beap 
Hee hi 7 Loe i RBM A AA 
SEC TATA ANY fot fa AS AE MY AL 





27 — BAPE 














te 
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5 





西脇 済 三郎 
鍋島 直 映 
大 橋 HARB 
大 倉 AB 
小田 柿 健一 
小野 俊一 
緒方 知 三郎 
織田 昇 次 郎 
杉本 東 造 
住友 吉 諾 衛門 
a R= 
wee 敬三 
KE SET 
SB 順次 朗 
志 立 RER 
Ma HR 
BE 廣 重 
佐藤 SERER 
佐藤 三吉 
佐藤 7 
佐多 BE 
佐々 木 VER 
BE 憎 蔵 
辰馬 iF 


RF BLE is PR HR XK FF si: 


武智 直道 
高木 ER 
田村 精 一 
田中 be= 
田代 m= 
田島 道 治 
田中 銀 之 助 
遠山 正治 
徳川 家達 
徳川 BEI 
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東京 市 小石 川 馬 小日向 寿 町 一 
東京 市 湊 谷 同 中 港 谷 七 三 入 
東京 市 親 町 司 三 番 町 二 二 
東京 市 廊 布 馬 本 村 町 二 ニ 
arg an Baw A =O 
Hiei) a) a) Ae SEM 7 Eh 
He 50 Thi SE SA 7 POS 
ie GAM ER —- DU 
Se ye Hi AH EH ak SAMY = 7 — 

人 阪 市 東 恒 北 演 五 ノニ ニニ 
大 阪 市 東 司 道修 町 三 ノ ー 二 
東京 市 芝居 三 田 綱 町 一 C 
東京 市 廊 布 同島 大坂 町 玉 
東京 市 本 卿 司 千 駄 木 町 五 〇 
東京 市 廊 布 司 飯倉 ノー 三 
日 本 橋 屋 室町 三 ノ ー 〇 
東京 市 本 郷 司 け 町 ニッ ーC 
東京 市 四谷 必 尾 張 町 七 

fe hi aN oe FLY A 
ee AMY fod ts AMY — 

A Wei db hee ES ALY —— 
fie Thi HP es 2 — 
Bi fa OF TREE A 
WR DG i TRS A. 
Er AI TA 7 
fe se i MAL Ie TH ES 7 
He ae AT CAG te EUS, Fe SQ — = 
We ET a Sy A = 

fe se hi aH FEN [ak SHB A 2 

Fe GR SEMA E TAT AS N 
dee liv) GN Re FLAY 
fe yt di CAL fe WG ES GY 7 
東京 市 芝 司 白金 三光 町 四 斑 一 
Wit ive AE FERS ASSO 
Hea HE BS ACY 








財 画 
法人 


上 田 BH 

和田 織 衣 

AL BE 

和田 A— 

IR AK 

安田 RER 

“DEE AE $5 PR Baa PK SK, Fl 
EHER 


=. BIER 
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青山 A 
青山 芳子 
青木 Hl 
nr 15% 
Hr 潤 
有馬 RAG 
RE 義夫 
浅野 ARB 
eH 光 之 助 
ich) AT: 
阿部 3ER 
阿部 俊男 
阿南 正 茂 
west 誠一 郎 
荒木 KOR ER 
足立 正 
朝倉 A= 


ト 肥 章 司 


BER A FF nk: 


遠 膝 繁 清 


I PRB HH He: 
ii BB AE AS PR BAK. FF i: 
ik AE PR BRO SK GF ak: 
ASAE G3 AE RK F il: 





SE Se rhs Whe Fe RS He 

i 3 vi i AB PSE BY — — 2: 

fe sk vhs Pott A I FE YY —- — 

Fe BR SCE AG HA SEA A BE HE: 
rear —— 
ee BY fe ZS RT 7 — 
HR AAR heey 2 
i 5 TMM AG FM 7 & 


HE He i ARB 7 ZU 
aA 4 = py 

HEC TH ah 1 foe ADP BE NS BJS AS AL 
Hee TESA aa yoy FY — AL 

大 阪 市 東屋 北 演 二 丁目 

大 阪 市 西淀川 司 海老 江上 ーー ノ 五 七 
有馬 研究 所 

東京 市 芝 全 下 高 輪 五 二 

東京 市 太 布 同 永 坂町 一 

5 京 市 本 卿 司 本 富士 町 二 

ほ 京 市 小石 川 馬 大 塚 窪 町 一 

東京 市 品川 台大 崎 町 上 大 崎 長 者 丸 二 七 
浦 洲 園 新 京 民 政 部 内 衛生 技術 廊 
東京 市 逮 田 司 湊 路 町 二ノ 五 ノ 三 
東京 市 洪 谷 司 衝 田 三 ク ラ 七 九 
東京 市 下谷 同 中 根岸 一 

東京 市 廊 布 同 櫻田 町 三 入 
AAN, = 
Hee Thi HY TER F AY DU 

東京 市 京橋 屋 銀座 西 三 丁目 三 ノ ー 
FE ARS 

Hee TR BY foe ae — 7 = 
Hh DARI AR 2 —— 
東京 市 京橋 司 京橋 三 ノ 四 
東京 市 部 町 司 丸ノ内 三 ノ 六 











高川 
hr. 
ye 
i fF 
fin 
信 島 
fin FH 
膝 田 
ie Fk 
膝 沢 
膝 原 
Be 
不破 
深 洋 
A 

talk 
Hk 
Alt 
H dt 
日 野 
Ti 
N He 
直井 
THE. 
在 山 
=1lı 
FH 
iz 
林 

林 

林 

林 

八田 
ATH 


KZHR 
ri 
at 
精 一 
甲子 三 
HARB 
Bk = BR 
ッ 
BER 
和子 
ik 
HELE 
正太 郎 
+ 
ME 
谷 茂 登 
+ ふり 
谷 もげ: 
1:27 
AZER 
rss 
Es 
RT 
RER 
BER 
WRER 
x 
nifé 
27T 
tty 


四郎 

trite 
za 
HT 
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AI LER 2 = 
Keen FRA AT 
Kai HA RENT 7 — 

BE Hi 4a) foe ANF = Bg 

SHE Be hs AS Ha fie Bi SA BY tC 
HE eRe FRA 
Hi He TA PR bot BAGH Z AC My PO AL — 
Hee TH OY ES a PR EHR —- 2 EUER 
HERE PARAMS = ME PB 
ee RNY fae Pe I —- 7 = 

Hie ESS PP GT A AAN 
HER i ARI oe PE ee YE 
TEEN x ACES 
東京 市 日 本 橋 居 茅場 町 一 ノッ モ 
東京 市 湾 谷 屋 千 駄 ヶ 谷 三 ノ 四 九 一 
fee li mF OR RAM — 7 —- 
HEMT ah BAG Ah ISS 7 OOS 
Re aye Be rn i BY SH = 

東京 市 品川 馬上 大 崎 

東京 市 赤坂 屋 田 町 擬 ノー 
東京 市 類 町 居 在 河 町 ノー 四 
東京 市 赤坂 同 田 町 去 / 

東京 市 牛込 同 矢 座 町 四 三 

Hee hi FSA PMY 

東京 市 廊 布 馬 永 坂町 七 入 

東京 市 瀧 野川 司 田 端 四 一 三 
東京 市 往 原 還 戸 越 二 二 入 

東京 市 目黒 同 駒 場 町 九 三 一 

東京 市 牛込 同 琲 天 町 七 四 

Hee li TSA HERBY EU 

fe Hk TH To FRANZ 
HEC lie GS AED) > AM — 2 [=O 
We RRA A= C+ 
Hee Ti MY TE OS YC 

et TRB TE HB As AE HC 
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東京 市 京橋 屋 銀 座 西 亜 ノ 五 入 

東京 市 御田 選 金澤 町 ニー 

東京 市 小石 川 恒 小 日 向 詳 町 三信 九 
東京 市 小石 川 恒 音 物 町 モッ ー ワ ) 
東京 市 生 込 司 提 方 町 九 

東京 市 生 込 司 挑 方 町 九 
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東京 市 赤坂 司 水 川町 四 七 
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東京 市 品川 馬上 大 崎 四 ノニ 三 ニ 
東京 市 品川 馬上 大 崎 四 ノニ 三 ニ 
東京 市 廊 布 還 仲 町 一 一 

東京 市 先 町 司 三 番 町 モノ ー 三 
東京 市 赤坂 同 青 山高 樹 町 一 人 
東京 市 湾 谷 司 青 葉 町 一 五 

東京 市 世 田 ヶ 谷 司 北澤 四 ノ 三 三 
東京 市 淀橋 司 戸 塚 町 一 ノ 三 モー 
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東京 市 小石 川 屋 表 町 一 九 

東京 市 四谷 居 新 宿 三 ノ 入 
東京 市 小石 川 層 役 所 
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東京 市 本 郷 司 湯島 新 花 町 九 五 
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東京 市 逢 橋 司 下 落合 四 ノ ーー 太 三 九 
大 阪 市 西 同 南 堀 江 通 四 ノ 二 五 
東京 市 日 本 橋 司 演 町 三 ッ ノニ 
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東京 市 凌 町 司 下 二 番 町 三 〇 
東京 市 物 町 司 下 二 番 町 三 
東京 市 廊 布 司 一本松 町 二 ニニ 
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東京 市 本 郷 司 西 片町 一 〇 
東京 市 廊 布 司 東 鳥 居 坂 町 
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東京 市 本 卿 同 弓 町 二ノ 三 四 
京 市 本 卿 司 弓 町 二ノ 三 四 
東京 市 品川 馬上 大 崎 一 ノ 入 一 四 
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東京 市 小石 川 馬 大 門 町 一 七 
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東京 市 中 野馬 上 町 一 

東京 市 本 卿 司 駒 込 動 坂町 三 
東京 市 芝 必 白金 三光 町 四 太 入 
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EEK AR / U 
東京 市 牛込 司 下 宮 比 町 一 三 
東京 市 芝 硬 自 金 三光 町 四 五 て 
兵庫 懸 武 庫 郡 芦屋 村 中 ノ 内 
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東京 市 中 野 司 新井 業 師 町 六 四 九 
千葉 懸 市 川町 亜 丁目 

東京 市 小石 川 司 宮 下町 一 () 
東京 市 本 卿 司 春木 町 二ノ ニニ 
東京 市 赤坂 同 仲町 四 

大 阪 市 天王 寺 司 堀越 町 七 四 
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ER AERO A 
高橋 進 東京 市 廊 布 屋 森 元町 一 ノニ 五 
高橋 明 東京 市 本 卿 司 千駄木 町 玉 二 
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武田 都 松 名 古屋 市 東 司 久屋 町 入 ノ 四 
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東京 市 湊 谷 司 楽 通 ニ ノー 五 
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東京 市 本 郷 司 丸山 新町 二 〇 

東京 市 条 町 司 大 手 町 ニク 入 ノ 七 
東京 市 日 本 橋 司 江戸 横 二 ノ 入 
東京 市 肝 町 司 有 全 町 二ノ 九 
東京 市 村 町 司 内 幸 町 一 ノ 三 
東京 府 北 多摩 郡 硝 村 喜多 見 成城 三 〇 
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東京 市 湊 谷 司 南 在 吾 四 太 

京 市 赤坂 馬 新 坂町 

東京 市 御田 同 駿 河 替 三 ノ ー 一 
東京 市 御田 同 駿 河 替 三 ノ ー 一 
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横濱 市 相生 町 三 ノ 五 五 開 東 病院 
東京 市 小石 川 屋 林 町 四 

東京 市 小石 川 司 林 町 四 

東京 市 浅草 属 旗 籠町 二ノ 九 

新潟 落 長 岡市 宮原 町 一 七 刀 

東京 市 本 卿 司 湯島 天 御 町 三 ノ 五 
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K 京 市 本 所 属 小梅 町 二ノ ー 三 














岩佐 新 
岩永 CH 
岩田 正道 
今井 8 
AK ョ シェ 
今 牧 BES 
今村 ME 
SH Vill 

y+ 日 善 
飯島 Ni 
hk ACH 
一 色 wir 
市 川 ME 
frili RER 
Ar 亀 五郎 
出 田 せい 
fi 敏夫 
大 塚 WAAR 
nik ZA 
自 見 政雄 
k AU 
川上 ah 
川村 麟 也 


川上 左右 須 計 


川島 KR 
河北 CAKE 
河野 Bete 
木下 RM 
木下 正中 
森下 瑛 一 
木下 KH 
木庭 新 二 
木内 # 
木戸 #2 
木村 3 


595 
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東京 市 廊 布 同 東 鳥居 坂町 一 三 

名 古屋 市 南央 熱田 東町 新宮 坂 和 
東京 市 日 本 橋 居 元 柳町 三 一 

京都 市 上 京 司 在 野鳥 居 前 町 三 七 
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東京 市 牛込 司 河田 町 ee Ac fg 
東京 市 本 卿 司 西 片町 一 びに ノ 三 

名 古屋 市 中 司 梅 川町 七 

東京 市 洪 谷 司 子 駄 谷 四 ノ 六 九 四 
東京 市 芝居 白金 話 町 俺 染 病 研究 所 
東京 市 京橋 司 要 町 ニッ 
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昭和 入 年 十 二 月 一 


第 一 章 ® A 
第 一 條 AGT ATE ATR OIE b A 
第 二 條 A HIG / = BH RE 
及 研 究 ノ ME = HR TET EI 7 
テ 目 的 トス 
第 三條 AG HME? AN FERNER 
ER 及 ag Bibi 7 Re YL BER 
開催 、 優 秀 業績 ヘ ノ 授賞 、 研 究 費 ノ 
aD), ela A, ORR ARSED 
2 BMF > FAW FAR 7 MERIAL > Wwe 
FEINE VE MIRA 7 iE 
IEF ZTE 
RISE 7 FEA Be He Boe, 
AND tae = I 
SELTEN 
第 四 條 Aare ua 
鴨 二 丁目 二 千 六 百 拾 五 番地 = 置 ク 
第 二 章 資産 及 経 費 
Kr TPE 77 MY 
mk AE AEDT SV A 7 ee 
タル 別 紙 目 録 記載 ノ 財 産 
、 後 撲 鼻 基 他 ノ 者 ヨ ョ リノ 寄附 = 
金品 
ar BOE 7 HD & 
基 他 ノ 取 入 
本 息 ハ 堪 ノ 財 産 ヲ 基本 財産 トス 
前 條 第 一 約 ノ 財産 
、 前 條 第 二 跳 ノ 寄 附 金品 、 但 シ 用 途 
ヲ 指定 シテ 寄附 シタ ル 金 品 へ 此 ラ 
限 = ア ラズ 
繰越 人 四 評 議 負 人 = 於 テ 基本 財産 


Kar 


RATE = BAA VRE 


、 投 賞 、 


第 五條 


Rev 


日 法人 登記 


= 編入 ス ヘ キュ トニ 議決 シタ ル 金 園 
拓本 財産 へ 費 消 スレ ュ ト ラ 得 ス 但 
bi te = SPRUE ET 7 HR 
費目 = 繰 入 ルル 
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Y Wil BEY) BE I> 
ヲ 経 テ 経常 費 駐 ム 営 該 ノ 
ュ ト ラ 得 

BIER ALARA PE > PAE FE - HE TE Fv 
ABA TRA VHT? S BÜHNEN IE 
WF VHT, Tat mk = THA VF REZ 
TEE 7 EEE = BY 7 Vv AME > SERRE 7 5 
IK TF HW= SIS 

第 九 條 AGE? RMA ve TY 
FYE A 

SARE 3) AE > 
= TAB 7 ise 
. ARE? 2 eT 
v0, BARE GH ICANAE = BLA oF 
A 
Hy, HA 7 MA 

BR At alee > a-4F PY  — A = 
hie) RS SH Hw 

第 十 一 條 AG RERCAG AHA 
ERINNERT Hv a IF ER 
DETROIT 7 IAT FIN 
REN at 7 a7 mer 79 

第 十 二 條 {MARGE = RRE IA Y シタ ル 
ran 7 RUPE = PK a VERA 
7 GAR? EF ZAHA 7 EA 
FE =A 2 v2 p 7%% 

第 三 章 RRABE 
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| BSR A= MH 7 HEM 


第 十 四 條 ATH IRRE» 
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STAR AG- Ari RENT? | 第 二 十 四 條 RH AR? PUREE 
置 ク 7 
BAM BERNER IME Y, AM fe PRT Y PRA Aw bX PRA 
WA VE 4 = WY RRS 7 BSE APRIBRKAvay 7H 
一 、 主 務 大 臣 第 二 十 五 條 AKA MRA 7 HeRvA 
ー、 評 議員 會 ニ 於 テ 推薦 シタ ル 者 TER MRT PRA 
Stee BN MRC HR-Kk me FERAFTADESEVRHZ FH RE 
ZWEI AC AR = 7 AAPM? ARIUFARACBR 
FOS 役 員 。 請求 アリ タル トキ 及 前 條 第 二 項 = 依り 
第 十 八 條 本 會 = 克 ノ 役 員 ヲ 誕 ク 監事 = り 請 求 ア リタ ルト キ 恋 同 シ 
a if — 名 第 二 十 六 條 FRAPK AMAR BE 


sl er BE = トナ ル 
理事 長 — 4 PUR 7 be OBL BEY 
si 事 Taree タル 評議 員 之 ヲ 代 理 ス 

ce, ie tas Botte PRA WK Pai A 
os = a0 AHS, HAE, BvR 
ko 日 前 = 各 誕 議 員 = 招 集 ノ 0022 25 


評議 員 佑二 名 但 シ 人 和食 頭 = 於 テ 緊 念 必要 ア リト 認 メ タル 
第 十 九 條 BERR MRA HRT S 場合 へ 此 限 = アラ ス 

FED 第 二 十 八 條 FRAT = Wir wv = bE 
SZ TH, RER + UA EMI UF RRIB YR 
1) HRA VRR > ae aA > HE = 他 ノ 詳 議 員 = 基 代理 ヲ 委 任 ス シル ュ トラ 得 
佐 り 理事 長 ヲ 筆 ス ヌル シュ トラ 得 AA @ = HE ER A = A BT 
第 二 十 一 條 AKNGTRARARA SMS FURRCARR? ASA? PRO E = 
7 OB SE Ern << Er VU NERA Za bp THD 
第 ニ 十 二 條 Wii A IMG ARAG AMG BO BPMIUFZIRA 
FER? WER Ih 7 CE? BER > Wl RT Ov bX OER Rar = tk 
+ wall FH -> CFB 7 Hie Y HAA 7 wv ル 

トキ ム 之 う 代 理 ス 第 二 十 九 條 役員 ノ 任 期 へ 各 三 年 トス 但 シ 
第 二 十 三 條 理事 長 へ 本 會 ヲ 代表 シ 會 頭 ノ 再任 ヲ 妨 ヶ ス 

旨 ヲ 受 ケ テー 切 ノ 會 務 ラ ヲ 席 理 ス 役員 = 鉄 員 ヲ 生 シ 會 頭 必要 アリ ト 認 メタ 
理事 長 事 故 ア ルト キム 和 際 メ 理事 長 > 定 メ | ルト キハ 評議 員 會 = 許 り 第 十 九 條 乃至 第 
タル 順序 = 侯 り 他 ノ 理事 代 テ 基 職 務 ヲ 行 | 十 一 條 ノ 規 定 = 依り 各 基 稼 鉄 員 ヲ 定 っ 
フ | 笑 鉄 員 ノ 任期 へ 前 任 者 ノ 残 任期 間 ト ス 
理事 長 へ 理事 會 ノ 議決 ヲ 経 テ 有給 ノ 書 記 | BET 役員 ノ 任期 消す シタ ル 場 合 ニ 於 
若干 名 フ 斬 クコ トラ 得 | テモ ェ 其 後任 者 ノ 就任 スレ マテ ム 人 前 任 者 











= 於 テ 基 職 務 ヲ 行 フ | 第 三 十 三 條 AMT Try 

BAS Mt Al トス ル ニ ハ 評議 員 四 分 ノ SUE 7 REF 

第 三條 HMA WRG = RT | 毎 主務 宮 臓 ノ 認可 ヲ 経 シコ トラ 要 > 上 場 
YRVERG NAB YF OAM HART = | 合 第 二 十 太 條 ノ 規 定 ヲ 健 用 ス 





AM 7 9B 7 TEBE | 第 三 十 四 條 本 人 設立 ノ 際 ノ 役員 へ 設立 者 
第 三 士 三條 A’ HIRTEN | SIRE 
= 後援 會 ヲ 設立 スル シュト アル ヘム シ 前 項 ノ 役員 就任 スル レル マ テハ 設立 者 基 戦 務 
REG? 名 策 其 他 必要 ナル 規定 へ 別 = 之 | 797 
ヲ 定 ふ 
東京 市 湯島 居 西 集 鴨 二 丁 目 二 千 太 百 十 五 番 地 


事務 所 財 半 法 人 
HM RR —M 





投 稿 規 定 


—, 書式 RCS (DES KA RER). 
FIFA YF RRHRRORMBRRAR LOU SLES. 

= 宛名 RTA RGB TAL NA, MR. 

=, 別刷 BECK OARS. tHU LAR. 

四 , MH MASHOMIIMUTAROCS. 
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本 會 研 究 費 補助 規定 に 依り , 研究 費 の 補助 を 受け た 者 は , EMER A 
會 々 誌 「 冶 」 に 必ず 柄 表 すべ きこ さく に 理事 會 に 於 て 決議 され ま し た か ら , KR 
SK ARO + F- 
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